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ＴＴＹ 5214

ＴＵＮＥ 5251

ＴＸＤＥＬＡＹ 5275

ＴＸＦＬＯＷ 5306

ＴＸＲＥＶ 5337

ＴＸＵＩＦＲＡＭ 5361

ＵＮＰＲＯＴＯ 5394

ＵＳＥＲＳ 5425

ＵＳＯＳ 5455

ＷＡＩＴ 5475

ＷＥＩＧＨＴ 5494

ＷＲＩＴＥ 5523

ＸＦＬＯＷ 5557

ＸＭＩＴＯＫ 5603

ＸＯＦＦ 5627

ＸＯＮ 5649

メッセージ一覧表 5673

ＨＥＡＬＴＨカウンターについての説明 5777

ＡＳＣＩＩ，ＪＩＳコードと制御文字対応表 5861

新しいＫＩＳＳモードについての説明 5955

※クラスとは、「DISP ?(?の所をクラス名にする)」コマンドで表示されることを示して

　います。

　クラス Ｄ だけは、「DISP」コマンドで表示されません。Ｄは、ダイレクトコマンド

　であることを示しています。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ｎＭ (n MACRO) パケットモード専用 0211

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ｎＭ 初期設定：　なし クラス：　Ｄ

コマンド書式： n(0～4)M ［テキスト文(最大半角１１９文字)］

パラメーター： n …  マクロの番号を設定します。(n=0～4)

［テキスト文］ … マクロで実行するテキスト文を、半角１１９文字

以内で書き込みます。

文        例： 0M C JA1+++

3M M N/X Y/F N/FL 6/RS N/STA 0/STO 0

4M M Y/F Y/STA $11/STO $13

関連コマンド： なし

説        明： ＴＮＣ－５５５には、マクロ機能があります。０から４までの５つの

マクロが使用できます。

コマンドプロンプトから、実行するマクロの数字を入力し、［ﾘﾀｰﾝ(En

ter)］キーを押すと、マクロを実行することができます。

マクロの書き込みは、「CTEXT」コマンドなどのテキスト文の書き方と

同じです。消去の方法も、テキスト文の先頭に［%］または［&］を入

力します。各マクロには、最大半角１１９文字まで入力できます。

例） 1M C JA1+++-1 V JI1***

上記は、マクロ１に、JI1***をデジピートしてJA1+++-1にコネクトす

ることを設定したものです。キーボードから［1］と入力して、［ﾘﾀｰﾝ

(Enter)］を押せば、このマクロを実行しコネクト要求のパケットが

送信されます。



このテキスト文の中に［CR］を書き込む場合、他のテキスト文とは違

い、＜CTRL-V［ﾘﾀｰﾝ(Enter)］＞は使用できません。［/］を「CR」の

代わりに使用します。

　            　文例中の［3M］の設定は、メッセージボードをハングアップさせない

ために、下記のようにコマンドのパラメーターの変更をしています。

個々のコマンドについては、この［COMMAND.DOC］をご覧ください。

MONITOR OFF

XFLOW   ON

FLOW    OFF

FLOVER  6

RSFLOW  OFF

START   0

STOP    0

文例中の［4M］では、上記［3M］のうちの「MONITOR」、「FLOW」、「

START」、「STOP」の各コマンドを元に戻しています。　

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

８ＢＩＴＣＯＮＶ (8 BIT CONVERSE) 0264

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　８ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ａ

コマンド書式： 8BITCONV ON/OFF

8 ON/OF

パラメーター： ON  …　コンバースモード時に８ビットでの通信を可能にします。

　            　OFF …　コンバースモード時に７ビットでの通信をおこなう場合に、

設定します。

文        例： 8BITCONV ON

8 OF

関連コマンド： ＡＷＬＥＮ，ＰＡＲＩＴＹ，ＲＸＢＬＯＣＫ

説        明： コンバースモード時に使用する、データビット数を設定します。

半角英数文字だけでなく、カナや漢字を使って通信する場合には、初

期設定の［ON］のままで使用します。国産のパソコンを使用するとき

は、初期設定のままで差し支えありません。

「RXBLOCK」コマンドを［ON］で使用する場合には、「8BITCONV」も［

ON］で使用してください。

［OFF］の場合には、１バイト中最上位ビットが無視されて、７ビッ

トコードとして扱われます。全角文字を使用すると、化け文字になり

ます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＤＡＰＴＩＶＥ パケットモード専用 0295

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＤ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： ADAPTIVE ON/OFF

AD ON/OF

パラメーター： ON  …　自動等化機能を使用します。

　            　OFF …　自動等化機能を使用しません。



文        例： ADAPTIVE ON

　            　AD OF

関連コマンド： ＨＢＡＵＤ

説        明： ＴＮＣ－５５５には、無線機の受信特性を自動的に補正する、自動等

化機能が装備されています。

無線機の受信特性が、パケット通信に適していない場合などに、有効

です。なお、このコマンドはＦＳＫ運用時のみ有効になります。

自動等化機能は、受信側で受信特性を補正する機能ですが、万能では

ありません。この機能を［ON］にすることで、必ずしも通信条件がよ

くなるとは限りません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＤＪＵＳＴ　　 TTY ﾓｰﾄﾞ(AMTOR/TOR)専用 0322

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＤ 初期設定：　８０００ クラス：　Ｂ

コマンド書式： ADJUST　n(0～65535)

AD  n(0～65535)

パラメーター： n　… TTYモード(AMTOR/TOR)動作時の基準時間のためのクロックの

調整をおこないます。

　            　

文        例： ADJUST 7800

　            　AD 2500

関連コマンド： ＦＡＤＪＵＳＴ

説        明： ＴＮＣ－５５５には、メインクロックの調整用トリマーコンデンサが

ありません。正確なクロックが必要なモード(AMTOR/TOR)では、このパ

ラメーターで補正をして下さい。

AMTORモードで補正値がずれている場合は、同期が外れやすくなります。

長時間運用をする場合は、この構成が必要です。１度設定をすれば、変

える必要はほとんどありません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＦＩＬＴＥＲ パケットモード専用 0348

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＦ 初期設定：　＄００ クラス：　Ｌ

コマンド書式： AFILTER n1,n2,n3,n4

AF n1,n2,n3,n4

パラメーター： n1,n2,n3,n4 … コンバースモードでコネクトしている時に、受信パ

ケットの中から除去する制御コード(n1～n4)を設定

します。

文        例： AFILTER $1A

　            　AF $05、$1A

関連コマンド： ＭＦＩＬＴＥＲ

説        明： 受信パケットを表示する都合上、送信してもらっては困る制御コード

がある場合があります。特にコントロールキャラクターコードには注



意が必要で、表示がおかしくなったり、パソコンの暴走やハングアッ

プをすることがあります。

このような場合、前もって取り除きたい文字を設定しておくと、設定

した文字コードを受信するたびに、取り除くことができます。最大４

文字まで設定できます。なお、複数の文字コードを設定する場合は、

カンマで区切って入力します。

「$80」を設定すると、「CR」と「LF」以外のコントロールキャラク

ターコードをすべて取り除きます。通信をしている最中に、突然パソ

コンが異常な表示をする場合には、「$80」の設定することをお勧め

します。

コンバースモードでコネクトしている時の受信パケットに対してのみ

動作し、トランスペアレントモードでコネクトしている時やモニター

中の受信文字に対しては動作しません。モニター中のデータに対して

は「MFILTER」コマンドを使います。

「AFILTER 0」で解除できます。

※ ＢＢＳ用(特に転送型のＢＢＳ用)のＴＮＣとして使用されるときは、

「AFILTER 0」に設定し、この機能を解除しておいた方がが無難です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＲＱＴＩＭＥ　　 TTY ﾓｰﾄﾞ(AMTOR/TOR)専用 0388

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＲＱ 初期設定：　３２ クラス：　B

コマンド書式： ARQTIME　n(0～120)

ARQ  n(0～120)

パラメーター： n　… ＡＭＴＯＲのＡＲＱモードでＳＥＬＣＡＬを送信する回数

を設定

　            　

文        例： ARQTIME 32

　            　ARQ 100

関連コマンド： ＳＥＬＣＡＬ

説        明： ＡＭＴＯＲのＡＲＱモードで、ＳＥＬＣＡＬを送信する回数を設定

します。

通常は変更する必要はありませんが、もし変更する場合は設定値を

[３２]以上に設定したほうが良いでしょう。

なお、設定値１当たり、０．９秒で換算します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＳＢＡＵＤ (ASCII　BAUDRATE) TTY ﾓｰﾄﾞ(ASCII)専用 0412

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＳＢ 期設定：　１１０ クラス：　Ｂ

コマンド書式： ASBAUD　n(75,100,110,150,200,300)

ASB　n(75,100,110,150,200,300)

パラメーター： n … ASCIIモードの通信速度を75,100,110,150,200,300の

　　　　いずれかに設定します。

文        例： ASBAUD 75

ASB 110

関連コマンド： ＲＴＢＡＵＤ

説        明： ＲＴＴＹのＡＳＣＩＩモードで使用する送受信ボーレートを設定し



ます。

このモードは、アマチュア局でもほとんど使用されていませんが、

使うときは普通、110ボーで通信します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＳＥＬＣＡＬ TTY ﾓｰﾄﾞ(S-FEC)専用 0435

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＳ 期設定：　- クラス：　Ｉ

コマンド書式： ASELCAL　[CALL]

AS　[CALL]

パラメーター： [CALL] …　　４文字のアルファベットによる、群選択用のセル

　　　コールを設定します。

文        例： ASELCAL GRUP 

AS ABCD

関連コマンド： ＳＥＬＣＡＬ

説        明： RTTYの S-FECモードで使用するセルコールを設定します。

パケットモードでの｢MYCALL｣にあたるコマンドです。

｢SELCAL｣と同等の動作をします。

先頭に｢％｣を書き込むことで、消去することができます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＳＰＥＣＴ　 ＦＡＸﾓｰﾄﾞ専用 0460

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＳＰ 期設定：　１ クラス：　Ｂ

コマンド書式： ASPECT n(1～6)

ASP n(1～6)

パラメーター： n　 …　ＦＡＸ画像の横幅に対し、縦（長さ）方向の比率を設定し

ます。比率は受信した信号の行数に対して、コンピュータ

に送られる行数は1/nの値となります。

文        例： ASPECT２

ASP３

関連コマンド： ＦＤＯＴ,ＦＳＰＥＥＤ

説        明： コンピュータの処理速度によって、または送信される信号の協同計

数に関連して変更をしますが、できる限り｢1｣に設定して、後はコ

ュータ側で処理する方が望ましいです。

＊　120r.p.mで協同計数576の気象ＦＡＸを水平分解能640ドット、

　　ライン数400の画面を持つPC-9801 ｼﾘｰｽﾞを例にとると、｢FDOT 5｣、

　　｢ASPECT 3｣にすれば、ほぼひずみのない画像を得ることができ

　　ます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＵＴＯＬＦ (AUTO LINE FEED) 0487

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＵ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ａ



コマンド書式： AUTOLF ON/OFF

AU ON/OF

パラメーター： ON  … 「CR」コードの後に「LF」コードを付加する。

OFF … 「CR」コードの後に「LF」コードを付加しない。

文        例： AUTOLF ON

AU OF

関連コマンド： ＬＦＡＤＤ，ＲＸＢＬＯＣＫ

説        明： ターミナルに「CR」コードを送る場合には、「CR」に続き「LF」コー

ドを付加します。「CR」のみで改行できるターミナルを使用している

場合は、［OFF］にします。このコマンドは表示する文字に対しての

み有効で、パケットに対する影響はまったくありません。

通信パケットに「LF」を付加する場合には、「LFADD」コマンドを使

用します。「RXBLOCK」コマンドを［ON］にするときには、「AUTOLF

」は［OFF］に設定してください。「AUTOLF」を［ON］のままで「RXBL

OCK」コマンドも［ON］にすると、ブロックレングスに誤差が生じま

す。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＵＴＯＳ                WFAXモード専用  0515

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＵＴＯＳ      初期設定：　５ クラス：　Ｂ

コマンド書式： AUTOS n(0～64)

パラメーター： n … オートスタート／オートストップのＯＮ／ＯＦＦのための

　　　　判断行数設定をおこないます。                        

文        例： AUTOS 0

AUTOS 5

関連コマンド： なし

説        明： ｢0｣を設定すると、オートスタート／オートストップをおこないませ

ん。

｢0｣以外では、オートスタートをおこなうと共に、設定した行数の連

続した白信号を受信すると、受信を自動的に終了します。

なお、オートスタートは5%の白信号により起動します。この信号を

出さない送信局や雑音（ノイズ）が多いときは、オートスタートが

できないときがあります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＵＴＯＳＴＯＰ TTY ﾓｰﾄﾞ(5単位 Baudot､ASCII)専用0541

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＵＴ  初期設定：　０ クラス：　Ｂ

コマンド書式： AUTOSTOP n(0～120)

AUT n(0～120)

パラメーター： n … 自動停止のエラー文字数を設定します。

文        例：　AUTOSTOP 10

　            　AUT 5



関連コマンド： なし

説        明： ＴＴＹモード(ＢＡＵＤＯＴ,ＡＳＣＩＩ)受信の自動停止をする、エ

ラー文字数の設定をおこないます。

受信したデータのエラーが、設定した文字数分累積するか、ＮＮＮＮ

を受信すると受信を中止し、その後３文字分の正常なデータまたは、

継続したマーク信号を受信することのよって受信を再開します。

｢0｣を設定すると、自動停止機能は動作せず、常時受信状態となりま

す。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＷＬＥＮ (A WORD LENGTH) 0567

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＷ 初期設定：　８ クラス：　Ａ

コマンド書式： AWLEN 7/8

AW 7/8

パラメーター： 7 … ＴＮＣとターミナル間のデータビットを７ビットにする。

8 … ＴＮＣとターミナル間のデータビットを８ビットにする。

文        例：　AWLEN 7

　            　AW 8

関連コマンド： ８ＢＩＴＣＯＮＶ，ＰＡＲＩＴＹ，ＲＥＳＴＡＲＴ

説        明： このビット長は、ターミナルの１文字が７ビットか８ビットかを設定

します

カナ・漢字を使用する場合には、８ビットに設定します。

このコマンドの設定値は、「RESTART」コマンドを入力するか、ある

いは1度電源を切って、再度、電源を入れたときに有効になります。

国産のパソコンを使用するときは、初期設定「8」のままで差し支え

ありません。

「RXBLOCK」コマンドを［ON］で使用するときは、「AWLEN」は「8」

に設定してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＸ２５Ｌ２Ｖ２ (AX.25 LEVEL2 VERSION2.0) ﾊﾟｹｯﾄﾓｰﾄﾞ専用 0595

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ａ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｌ

コマンド書式： AX25L2V2 ON/OFF

　            　A ON/OF

パラメーター： ON  … AX25 LEVEL2 Version2.0のプロトコルで動作する。

　            　OFF … AX25 LEVEL2 Version1.0のプロトコルで動作する。

文        例： AX25L2V2 ON

　            　A OF

関連コマンド： ＤＩＧＩＰＥＡＴ

説        明： 弊社のＴＮＣは、すべて［Version2.0(以下、V2)］で動作しています

が、デジピートさせる場合、他局が［Version1.0(以下、V1)］で動作

しているとデジピートできない場合があります。この場合には［V1］

で使用します。                                             　



　            　［V1］と［V2］では、応答確認の方法や通信時の処理等が少し異なり

ます。   　

　            　現在のＴＮＣのほとんどは、［V2］で動作していると思われるので、

初期値の［ON］のままで差し支えありませんが、［V1］の方が動作が

早いと言う理由で［OFF］に設定されることもあります。［OFF］の場

合、［V2］のパケットのデジピートが正常におこなわれませんので、

「DIGIPEAT」コマンドも［OFF］に設定しておくのが無難です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＸＤＥＬＡＹ パケットモード専用 0626

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＸＤ 初期設定：　０ クラス：　Ｔ

コマンド書式： AXDELAON/OF(0～120)

AXD n(0～120)

パラメーター： n … ＰＴＴがＯＮされてから実際のデータ送信までの遅延時間を

［n×10mS］で設定します。

文        例： AXDELAY 10

　            　AXD 20

関連コマンド： ＡＸＨＡＮＧ，ＴＸＤＥＬＡＹ

説        明： ＰＴＴがＯＮされてから、データ送信までの遅延時間を１０ミリ秒間

隔(n×10mS)で設定します。この遅延時間はレピーターを利用してパ

ケットを送信する場合のレピーターが動作するまでの時間です。

「TXDELAY」コマンドが「0」以外で設定されていると、遅延時間は、

「TXDELAY」＋「AXDELAY」の合計時間となります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＸＨＡＮＧ パケットモード専用 0650

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＡＸＨ 初期設定：　０ クラス：　Ｔ

コマンド書式： AXHANG n(0～250)

AXH n(0～250)

パラメーター： n … 使用する音声用レピーターのハングアップ時間を［n×100mS

］で設定します。

文        例： AXHANG 10

AXH 8

関連コマンド： ＡＸＤＥＬＡＹ

説        明： 音声用レピーターを効率よく利用するためのコマンドです。

音声用レピーターを使用してパケット通信をおこなう場合に、使用す

るレピーターのハングアップ時間より少し短めに設定します。極端に

少なくすると、通信効率が下がります。

レピーターのハングアップ時間よりも大きくすると、「AXDELAY」コ

マンドが動作してリトライが多くなる可能性があります。

受信状態になってから、次のパケットを送出するまでの時間が、「AX

HANG」に設定された時間内であったときは、「AXDELAY」コマンドで設

定された時間は付加されずに、「TXDELAY」コマンドで設定された時

間で送信されます。



新しく設置されているデジタルレピーターを利用する場合には、ハン

グアップ時間は短く、「AXHANG」は「0」でも使用可能です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＢＢＳＭＳＧＳ パケットモード専用 0682

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＢＢＳ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式：　BBSMSGS ON/OFF

　            　BBS ON/OF

パラメーター： ON  … ＴＮＣがターミナルに出すメッセージを変更します。

　            　OFF … ＴＮＣは従来の方式でターミナルにメッセージを出します。

文        例： BBSMSGS ON

　            　BBS N

関連コマンド： ＣＯＮＯＫ，ＭＢＯＤ，ＭＯＮＩＴＯＲ，ＮＥＷＭＯＤＥ

ＮＯＭＯＤＥ，ＵＳＥＲＳ 

説        明： このコマンドをONにすると、

　            　  *** CONNECTED to xxxxxx

　            　  *** DISCONNECTED

　            　  *** retry count exceeded

　            　  *** xxxxxx busy

　            　  *** FRMR sent

　            　  *** FRMR rcvd

　            　上記のように、ＴＮＣが出すメッセージの前に、改行コードが自動的

に追加されます。

　            　  *** connect request: xxxxxx

　            　上記のメッセージは出力されません。

　            　「BBSMSGS」が［ON］、「CONOK」コマンドが［OFF］と設定したとき

は、ＴＮＣのすべてのコネクト要求に対して［busy］を返しますが、

ターミナルにはそのことを一切表示しません。重要なデータを受信中

に、受信データの中にゴミが入ることを防止できます。

　            　「CONOK」コマンド［OFF］とは、ＴＮＣに対するすべてのコネクト要

求を拒否するものです。メッセージボードを使用する場合には、重要

データの受信終了後、「CONOK」コマンドを［ON］に戻しておいてく

ださい。

　            　Ａストリームを使用し、コネクトしてデータを受信しているときは、

「MYMCALL(Ｋストリーム)」へのコネクト、ディスコネクトによるゴミ

が発生することはありませんので、「BBSMSGS」を［ON］、「USERS」

コマンドを「1」にしてあれば、「CONOK」コマンドは［ON］のままで

も差しつかえありません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＢＥＡＣＯＮ パケットモード専用 0731

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｂ 初期設定：　ＥＶＥＲＹ  ０ クラス：　Ｉ

コマンド書式： BEACON EVERY/AFTER n(0～250)

　            　B E/A n(0～250)



パラメーター： EVERY … ［n×10S］間隔で、毎回「BTEXT」コマンドで設定

されたビーコンメッセージを送信します。

　            　AFTER … パケットの信号を「n×10S」の間、何も受信しなく

なった後、１回だけ「BTEXT」コマンドで設定された

ビーコンメッセージを送信します。

　            　n     … ［0］を入力するとビーコンは送信されません。

［1］～［250］を入力すると、ビーコンが［n×10S

］のタイマーによって送信されます。

文        例： BEACON EVERY 60

　            　B A 30

　            　B E 100

関連コマンド： ＢＴＥＸＴ，ＵＮＰＲＯＴＯ

説        明： このコマンドによって、ビーコンを送信することができます。ビーコ

ンを使用したくなければ［n=0］とします。ビーコンの送信メッセー

ジは、「BTEXT」コマンドに入力したテキスト文になります。

　            　また、「UNPROTO」コマンドのデジピート機能を利用して、他局経由

でビーコンを送信することもできます。

　            　多数の局が利用している周波数ではビーコンは出さないようにしてく

ださい。また、デジピーターを利用してビーコンを出すことは、なる

べくやめてください。特にエスケープシークエンスとデジピートを利

用して出すビーコンや、あまりにも短い間隔に設定することは、他の

局の迷惑になりかねませんので、使用には充分にご注意ください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＢＫＯＮＤＥＬ パケットモード専用 0767

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＢＫ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｃ

コマンド書式：　BKONDEL ON/OFF

　            　BK ON/OF

パラメーター： ON  … 文字消去を［Backspace］－［Space］－［Backspace］の手

順でおこないます。

　            　OFF … 文字消去をすると、「＼」を表示します。

文        例： BKONDEL ON

　            　BK OF

関連コマンド： なし

説        明： 文字の入力を間違えたときに、［BS(←)］キーを押した場合、文字消

去をおこなうためにターミナルが送り出すキャラクターの設定をしま

す。

ＣＲＴディスプレイを使用している場合は［ON］に設定すると、［BS

(←)］キーを押したとき、最後に入力した文字が消えます。

　            　１度入力した文字の消去ができないターミナル、例えばＣＲＴが付い

ていないプリンターだけのＴＴＹターミナルなどでは、［OFF］とし

てください。文字消去の印として「＼」を表示させます。

　            　(JISコードでは、「＼」の代わりに「\」を表示します。)

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＢＴＥＸＴ (BEACON TEXT) パケットモード専用 0797

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＢＴ 初期設定： － クラス：　Ｉ



コマンド書式： BTEXT ［テキスト文(最大半角２３９文字)］

　            　BT ［テキスト文］

パラメーター： ［テキスト文］ … ビーコン機能を使って送信したいメッセー

ジを半角２３９文字以内で入力します。

文        例： BTEXT This is JA1xxx

　            　BT どなたか応答ねがいます。

関連コマンド： ＢＥＡＣＯＮ，ＰＡＳＳ

説        明： ビーコンとして送信したいメッセージを２３９文字以内(半角文字)で

入力します。内容を消去したい場合には、「%」または、「&」をテキ

スト文の先頭に入力してください。２３９文字を超えるとエラーにな

ります。                                          　

　            　キャラクターの数は半角での数です。全角(2 ﾊﾞｲﾄコード)の場合は、

半分にしてください。

　            　複数行におよぶビーコンメッセージを送信したい場合には、「PASS」

コマンドで設定したコード(初期値：CTRL-V)を［CR］コードの前に挿

入し、続けて［CR］コードを入力すれば、この［CR］コードは、メッ

セージの終了ではなくメッセージの一部として扱われます。

多数の局が利用している周波数ではビーコンは出さないようにしてく

ださい。また、デジピーターを利用してビーコンを出すことは、なる

べくやめてください。特にエスケープシークエンスとデジピートを利

用して出すビーコンや、あまりにも短い間隔に設定することは、他の

局の迷惑になりかねませんので、使用には充分にご注意ください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＢＵＤＬＩＳＴ パケットモード専用 0832

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＢＵ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｍ

コマンド書式： BUDLIST ON/OFF

BU ON/OF

パラメーター： ON  … 「LCALLS」コマンドに登録された局のみモニターをします。

OFF … 「LCALLS」に登録されていない局のみモニターをします。

文        例： BUDLIST ON

BU OF

関連コマンド： ＬＣＡＬＬＳ，ＭＯＮＩＴＯＲ

説        明： 「MONITOR」コマンドを［ON］にした場合、どの局のパケットをモニ

ターするか指定します。

　            　このコマンドは、「LCALLS」コマンドを併用して使用します。

　            　「BUDLIST」が［OFF］で、「LCALLS」コマンドに何も書かれていない

ときには、すべての局のパケットをモニターします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＡＬＩＢＲＡ (CALIBRATE) パケットモード専用 0856

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＡＬ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： CALIBRA

CAL



パラメーター： コマンド入力後、直ちに動作を開始するダイレクトコマンドです。

文        例： CALIBRA

CAL

関連コマンド： なし

説        明： このコマンドはダイレクトコマンドです。コマンドの入力後、直ちに

動作を開始します。

　            　マークとスペースの周波数を５０％デューティーで送出します。伝送

路の周波数特性チェック、および内蔵モデムのＲＸＢＩＡＳのチェッ

ク用の信号源として使用します。

　            　※このコマンドの動作は、一度電源を切るか、キーボードから［A］

を入力することによって解除できます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＡＬＬ 　　　TTY ﾓｰﾄﾞ(ARQ,S-FEC)専用 0882

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＡ 初期設定：　－ クラス：　Ｉ

コマンド書式： CALL [CALL]

CA [CALL]

パラメーター：　[CALL] ：　ＡＲＱ,Ｓ－ＦＥＣで、通信の相手のＳＥＬＣＡＬを入力

　 します。

文        例： CALL JBCD

CA JXYZ

CA %

関連コマンド： なし

説        明： ＡＲＱ及び、ＳＥＬ－ＦＥＣで通信の相手のＳＥＬＣＡＬを入力しま

す。

　            　通常は、ＣＴＲＬ－ＡやＣＴＲＬ－Ｔを実行することによって、自動

的に設定モードになりますので、あらかじめ設定する必要はありませ

ん。

　            　｢%｣を先頭に書き込むことで、消去できます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＡＮＬＩＮＥ (CANCEL LINE) パケットモード専用 0909

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＡＮ 初期設定：　＄１８（CTRL-X） クラス：　Ｃ

コマンド書式： CANLINE n(0～$7F)

CAN n(0～$7F)

パラメーター： n … ＴＮＣに送ったデータを一行分キャンセルさせるための文字

コードを設定します。

文        例： CANLINE $17

CAN $15

関連コマンド： ＴＣＬＥＡＲ



説        明： このコマンドは、ＴＮＣに送ったデータを一行キャンセルする場合の

コマンドを設定します。このコマンドで設定したキーを入力すると、

［CR］を送る前の最後の一行全部がキャンセルされます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＡＮＰＡＣ (CANCEL PACKET) パケットモード専用 0930

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＡＮＰ 初期設定：　＄１９（CTRL-Y） クラス：　Ｃ

コマンド書式： CANPAC n(0～$7F)

CANP n(0～$7F)

パラメーター： n … 受信したパケットをキャンセルさせるための文字コードを設

定します。

文        例： CANPAC $19

CANP $19

関連コマンド： なし

説        明： このコマンドは、受信したパケットをキャンセルする場合のコマンド

を設定します。このコマンドで設定したキーを入力すると、受信した

パケットはキャンセルされ、表示は何もおこないません。ただし、パ

ケット送信待機中にはこのコマンドは受け付けません。

トランスペアレントモードでは、このコマンドは無効です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＢＥＬＬ (CONNECT BELL) パケットモード専用 0954

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＢ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｉ

コマンド書式： CBELL ON/OFF

CB ON/OF

パラメーター： ON  … コネクトされるとＴＮＣからターミナルへベルコードを送り

ます。

OFF … コネクトされてもＴＮＣはターミナルへベルコードを送りま

せん。

文        例： CBELL ON

CB OF

関連コマンド： なし

説        明： このコマンドを［ON］にすると、コネクトされたときにＴＮＣがター

ミナルに対してベルコード($07)を送ります。ターミナルは、ベルを

鳴らして、コネクトされたことを知らせます。

　            　ＴＮＣ自体がベルを鳴らすわけではありませんので、ベルを鳴らす機

能がないワープロなどでは動作しません。

　            　メッセージボード(「MYMCALL」)にコネクトされたときは、ストリーム

があらかじめ、Ｋストリームに設定されていたときのみ動作します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＨＥＣＫ パケットモード専用 0982

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＨ 初期設定：　３０ クラス：　Ｔ



コマンド書式： CHECK n(0～250)

CH n(0～250)

パラメーター： n … チェック時間を［n×10S］に設定します。［0］の場合は、

チェック動作はおこないません。

文        例： CHECK 50

CH 0

関連コマンド： ＡＸ２５Ｌ２Ｖ２，ＴＯＵＴ

説        明： コネクトしている状態で［n×10秒］の間、相手局のパケットが受信

できないとき、「AX25L2V2」コマンドの設定状態によって、２種類の

動作をします。

　            　「AX25L2V2」コマンドが［ON］のときは、相手の存在を確認するため

のパケットを送信し、相手局からの応答が無ければディスコネクトし

ます。

　            　「AX25L2V2」コマンドが［OFF］のときは、相手の存在を確認するた

めのパケットを送信することくディスコネクトします。

　            　パラメーターとしては、［0］から設定可能ですが、変更するときは

［6(1分)］以上の設定にしてください。［0］を設定するとチェック

動作はおこなわれません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＭＤＴＩＭＥ (COMMAND TIME) パケットモード専用 1013

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＭ 初期設定：　１ クラス：　Ｔ

コマンド書式： CMDTIME n(0～250)

CM n(0～250)

パラメーター： n … トランスペアレントモードからコマンドモードへ抜け出る時

間を［n×1S］で設定します。

文        例： CMDTIME 5

CM 3

関連コマンド： ＣＯＭＭＡＮＤ，ＴＲＡＮＳ

説        明： このコマンドは、トランスペアレントモードから［n×1秒］後に、コ

マンドモードに戻すためにあります。

トランスペアレントモードからコマンドモードに戻るためには、「COM

MAND」コマンドで指定したキー(初期値：CTRL-C)を３回入力すると、

「CMDTIME」コマンドで設定した時間後に、コマンドモードに移行し

ます。

［0］に設定すると、電源を切ることのみでしか、コマンドモードに

移行する方法がなくなります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＭＳＧ (CONNECT MESSAGE) パケットモード専用 1041

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＭＳ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｉ

コマンド書式： CMSG ON/OFF

CMS ON/OF



パラメーター： ON  … 「MYCALL」にコネクトされると、自動的に「CTEXT」、また

は、「DTEXT」に書き込まれたメッセージを送信します。

OFF … 「MYCALL」にコネクトされてもメッセージは送信しません。

文        例： CMSG ON

CMS OF

関連コマンド： ＣＭＳＧＤＩＳＣ，ＣＴＥＸＴ，ＤＴＥＸＴ

説        明： このコマンドを［ON］にすると、「MYCALL」に相手からコネクトされ

たとき、「CTEXT」または、「DTEXT」に書き込まれたメッセージを自

動的に送信します。

※ 「CMSGDISC」コマンドが［OFF］のときは、「CTEXT」を送信します。

「CMSGDISC」が［ON］のときは、「DTEXT(書き込みされていないとき

は「CTEXT」)」を送信したのちに自動的にディスコネクトをします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＭＳＧＤＩＳＣ　　　(CONNECT MESSAGE & DISCONNECTED) ﾊﾟｹｯﾄﾓｰﾄﾞ専用 1067

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＭＳＧＤ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｉ

コマンド書式： CMSGDISC ON/OFF

CMSGD ON/OF

パラメーター： ON  … 「MYCALL」にコネクトされると、自動的にディスコネクトし

ます。

OFF … 「MYCALL」にコネクトされても、自動ディスコネクトはおこ

ないません。

文        例： CMSGDISC ON

CMSGD OF

関連コマンド： ＣＴＥＸＴ，ＤＴＥＸＴ，ＣＭＳＧ

説        明： 「CMSG」コマンドが［ON］のときに、このコマンドを［ON］にすると

「MYCALL」に相手からコネクトされたとき、自動的にディスコネクト

します。ただし、「DTEXT」コマンドに書き込まれたメッセージがあ

るときは、「DTEXT」のメッセージを送信した後に、ディスコネクト

します。「DTEXT」に何も書き込まれていないで、「CTEXT」コマンド

に書き込まれているメッセージがあるときは、「CTEXT」のメッセー

ジを送信後にディスコネクトします。

　            　「CTEXT」と「DTEXT」のいずれにも何も書き込まれていないときは、

メッセージを送信しないでディスコネクトします。

※ ディスコネクトの動作は、「CMSG」コマンドの「ON」／［OFF］に関

係なく動作します。「CMSGDISC」を［ON］にしたときは、「CMSG」コ

マンドも必ず［ON］にしてください。(「CMSG」コマンドが［OFF］の

ときは、最初の情報パケットの伝送が終了した後にディスコネクトし

ます。)

※ このパラメーターは、自局から他局に対してコネクト要求を出すと、

自動的に［OFF］に設定されます。Ｋストリームを使ってコネクト要

求を送信しても同様に［OFF］になります。

(ディスコネクトしても［OFF］のままです。)

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＯＭＭＡＮＤ パケットモード専用 1108

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



略語：　ＣＯＭ 初期設定：　＄０３（CTRL-C） クラス：　Ｃ

コマンド書式： COMMAND n(0～$7F)

COM n(0～$7F)

パラメーター： n … 他のモードからコマンドモードへ移行するための文字コード

を設定します。

文        例： COMMAND $04

COM $02

関連コマンド： ＣＭＤＴＩＭＥ，ＣＯＮＶＥＲＳＥ，ＴＲＡＮＳ

説        明： コンバースモード、トランスペアレントモードからコマンドモードに

移行させるための文字コードを設定します。一般には、［CTRL-C］で

すが、ターミナルの都合で［CTRL-C］が使用できない場合には、この

コマンドでコードを変更してください。

※ ターミナルからＴＮＣへ向けて、ブレーク信号(ターミナルのＴＸＤ

出力を一定時間［SPACE ﾚﾍﾞﾙ］にする信号)を送って、コマンドモード

に移行します。一定時間は、０.２秒程で充分です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＯＮＭＯＤＥ (CONNECT MODE) パケットモード専用 1134

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＯＮＭ 初期設定：　ＣＯＮＶＥＲＳＥ クラス：　Ｌ

コマンド書式： CONMODE CONVERSE/TRANS

CONM C/T

パラメーター： CONVERSE … コネクトされるとコンバースモードになります。

TRANS    … コネクトされるとトランスペアレントモードになり

ます。

文        例： CONMODE CONVERSE

　            　CONM C

CONM T

関連コマンド： なし

説        明： コネクトされた直後に移行する、運用モードの指定をおこなうコマン

ドです。

　            　コンバースモードか、トランスペアレントモードのどちらかを指定し

ます。通常は、コンバースモードに指定して使用します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＯＮＮＥＣＴ パケットモード専用 1159

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｃ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： CONNECT ［コールサイン］

　            　C ［コールサイン］ VIA ［コール１］,［コール２］～［コール８］

C ［コールサイン］ V ［コール１］,［コール２］～［コール８］

パラメーター： ［コールサイン］ … コネクトしたい局のコールサイン

［コール１］～［コール８］

　　　　 … デジピートしたい局のコールサイン。最大

８局まで近い順に設定できます。



文        例： CONNECT JA1xxx

　            　C JA1xxx

　            　CONNECT JA1xxx VIA JA1+++,JA2---,JA2===

C JA1xxx V JA1+++,JA2---,JA2===

関連コマンド： ＤＩＳＣＯＮＮＥ

説        明： 他局に対してコネクト(回線接続)要求を出します。

デジピートを必要としない場合は、相手局のコールサインのみを入力

します。コールサインには、ＪＡ１＊＊＊－１のようなＳＳＩＤも使

用できます。

デジピートをしたい場合は、相手局の後ろに［VIA(V)］をつけ、デジ

ピートしたい局のコールサインを［，］で区切って入力します。

デジピートは最大８局まで設定でき、近い順に入力します。

相手局がその周波数にいなくて応答がない場合や、電波が届かないな

どの理由で設定したリトライカウントに達しても相手局にパケットが

正しく到達しなかった場合は、

＊＊＊　ｒｅｔｒｙ　ｃｏｕｎｔ　ｅｘｃｅｅｄｅｄ

＊＊＊　ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴＥＤ

と表示して、ディスコネクトします。

相手局コネクト中であったり、何らかの事情でコネクト要求を拒否さ

れた場合は、

＊＊＊　ＪＡ１◇◇◇　ｉｓ　ｂｕｓｙ

＊＊＊　ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴＥＤ

と表示して、ディスコネクトします。

コネクト要求を途中で停止したい時は、「NEWMODE」コマンドが［ON

］の場合は、そのまま「DISCONNE」コマンドを実行します。

「NEWMODE」コマンドが［OFF］の場合は、［CTRL-C］を入力してコマ

ンドモードに戻ってから、「DISCONNE」コマンドを実行します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＯＮＯＫ (CONNECT OK) パケットモード専用 1212

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＯＮＯ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｌ

コマンド書式： CONOK ON/OFF

　            　CONO ON/OF

パラメーター： ON  … 他局からのコネクト要求に応じます。

　            　OFF … 他局からのコネクト要求に応じません。

文        例： CONOK ON

　            　CONO OF

関連コマンド： ＣＯＮＭＯＤＥ，ＢＢＳＭＳＧＳ

説        明： このコマンドが［ON］の場合、相手局からコネクト要求があれば「CON

MODE」コマンドで指定したモードに移ってコネクトします。ただし、

［ON］であっても、すでに他局とコネクトしている場合と、［OFF］

設定の場合は、コネクト要求を送信した局に対して［busy］を送信し

ます。

　            　コンバースモードのとき、コネクト要求に「busy」を送信すると、



「connect request: xxxxxx」

　            　と表示され、［xxxxxx］局がコネクト要求を送信したことを知ること

ができます。ただし、「BBSMSGS」コマンドが［ON］の場合には、こ

のメッセージは表示されません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＯＮＰＥＲＭ (CONNECT PERMANENT) パケットモード専用 1243

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＯＮＰ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： CONPERM ON/OFF

　            　CONP ON/OF

パラメーター： ON  … コネクトした回線をディスコネクトさせません。

　            　OFF … コネクトした回線をディスコネクトさせられます。

文        例： CONPERM ON

　            　CONP OF

関連コマンド： ＲＥＬＩＮＫ，ＲＥＴＲＹ，ＴＲＩＥＳ

説        明： コネクト中にこのコマンドを［ON］にすることにより、ディスコネク

トできなくなります。

　            　例えば、電波状態が悪くリトライが多くても、１度コネクトしてしま

えば、ディスコネクトすることはできなくなります。

　            　このコマンドを［ON］にしたときは、ディスコネクトができませんの

で、［OFF］に戻してから、ディスコネクトを実行してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＯＮＳＴＡＭＰ (CONNECT STAMP) パケットモード専用 1269

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＯＮＳ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｍ

コマンド書式： CONSTAMP ON/OFF

　            　CONS ON/OF

パラメーター： ON  … コネクト表示に日付と時間を付加します。

　            　OFF … コネクト表示に日付と時間を付加しません。

文        例： CONSTAMP ON

　            　CONS OF

関連コマンド： ＤＡＹＴＩＭＥ，ＤＡＹＵＳＡ

説        明： コネクト時の時間と日付をＴＮＣ内の時計機能を使用して表示させる

コマンドです。

　            　時間と日付の表示は、「DAYTIME」コマンドであらかじめ設定してお

く必要があります。

　            　日付フォーマットは、「DAYUSA」コマンドによって決まります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＯＮＴ ＣＷモード専用 1294

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



略語：　ＣＯＮＴ 初期設定：　０　　 クラス：　Ｂ

コマンド書式： CONT n(0～65535)

パラメーター： n   … コンテスト番号を設定します。

文        例： CONT 1

　            　CONT 0

関連コマンド： なし

説        明： 電信のコンテストにおいて、００１，００２，００３のように１局

更新するたびに増えてゆくコンテストナンバーを使用することがあ

ります。このような時に使用するコマンドです。

　            　あらかじめメモリーチャンネルの中に「＃」キャラクターを書き込

んでおくと、そのメモリーチャンネルを送信するたびに｢CONT」コマ

ンドで設定されている番号を送信し、数値を＋１します。

｢0｣を設定すると番号の送出はおこなわれません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＯＮＶＥＲＳＥ パケットモード専用 1319

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＯＮＶ または Ｋ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： CONVERSE

　            　CONV

　            　K

パラメーター： コマンド入力後、直ちに動作を開始するダイレクトコマンドです。

文        例： CONVERSE

　            　CONV

　            　K 

関連コマンド： ＵＮＰＲＯＴＯ

説        明： このコマンド入力で、コマンドモードからコンバースモードに移行し

ます。コンバースモードでは、入力された文字は［ﾘﾀｰﾝ(Enter)］を

押したのちに、すべてパケットになって送信されます。

　            　コンバースモードからコマンドモードに戻る場合には、「COMMAND」

コマンドで設定された文字コード(初期値はCTRL-C)を入力します。

　            　コネクト中に、一時的にコマンドモードに戻り、コマンドを実行後、

再びこのコマンドによりコネクトの相手局との通信に戻ることもでき

ます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＰＡＣＴＩＭＥ (CONVERSE PACKET TIME) パケットモード専用 1347

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＰ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｔ

コマンド書式： CPACTIME ON/OFF

　            　CP ON/OF

パラメーター： ON  … コンバースモードで、「PACTIME」コマンドで設定した時間

ごとにパケットを送信します。

　            　OFF … コンバースモードで、「PACTIME」コマンドで設定した時間

が過ぎてもパケットは送信しません。



文        例： CPACTIME ON

　            　CP OF

関連コマンド： ＣＲ，ＰＡＣＴＩＭＥ

説        明： 通常は、［CR］コードで送信がおこなわれますが、このコマンドが［O

N］だと、「PACTIME」コマンドで設定した時間ごとに自動的にパケッ

トが送信されます。

　            　このコマンドを使用する場合は、「CR」コマンドを［OFF］で使用し

てください。「CR」コマンドを［OFF］にしないと、「SENDPAC」に設

定したキャラクターまで一緒に送信されてしまいます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＲ (CARRIAGE RETURN) パケットモード専用 1374

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＲ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｌ

コマンド書式： CR ON/OFF

　            　CR ON/OF

パラメーター： ON  … 送信するパケットに［CR］コードを付加します。

　            　OFF … 送信するパケットに［CR］コードを付加しません。

文        例： CR ON

　            　CR OF

関連コマンド： ＳＥＮＤＰＡＣ

説        明： このコマンドを［ON］にすると、パケットの最後に［CR］コードを付

加します。もし、「SENDPAC」コマンドで［CR］コードと同じ［$0D］

を指定すると、パケットの送信は［ﾘﾀｰﾝ(Enter)］入力後すぐに実行

され、なおかつ、パケットの最後に［CR］コードを付加します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＲＬＥＮ ＴＴＹモード専用 1396

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＲＬ 初期設定：　７２ クラス：　Ｂ

コマンド書式： CRLEN n(0～255)

　            　CRL n(0～255)

パラメーター： n   … ＲＴＴＹとＴＯＲモードで自動改行する文字数の設定をしま

す。

文        例： CRLEN 0

　            　CRL 80

関連コマンド： ＣＲＴＴＹ，ＬＦＴＴＹ，ＳＰＡＣＥＬＥＮ

説        明： 自動改行をおこなう文字数を設定します。送信文の１行の文字数が、

この数値に達すると、自動改行をおこないます。

自動改行をおこなう場合は、｢CRTTY」コマンド、｢LFTTY｣コマンドの

動作設定にしたがいます。

｢0｣を設定すると、自動改行はおこなわなくなります。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＲＴＴＹ ＴＴＹモード専用 1421

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＲＴ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： CRTTY ON/OFF

　            　CRT ON/OFF

パラメーター： ON  … 行末処理をＣＲ，ＣＲ，ＬＦとする。

OFF … 行末処理をＣＲ，ＬＦとする。

文        例： CRTTY ON

　            　CRT OF

関連コマンド： ＬＦＴＴＹ

説        明： （ＣＲ）の後に、（ＣＲ，ＬＦ）を追加して、（ＣＲ，ＣＲ，ＬＦ）

と送信します。

｢CRTTY｣コマンドが[ON]の場合は、｢LFTTY｣コマンドの設定は無効に

なります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＳＴＡＴＵＳ (CONNECT STATUS) パケットモード専用 1444

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＳ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： CSTATUS

　            　CS

パラメーター： コマンド入力後、直ちに動作を開始するダイレクトコマンドです。

文        例： CSTATUS

　            　CS

関連コマンド： なし

説        明： マルチコネクトの状況を知るためのコマンドです。どの局にどのよう

にコネクトされているか表示します。

　            　表示例は下記のとおりです。

　            　A stream - I  Link stat is: CONNECTED to JA1xxxP

　            　B stream -    Link stat is: CONNECTED to JA2xxx

　            　C stream -    Link stat is: CONNECTED to JA3xxx VIA JR3xxx-2

　            　D stream -  O Link stat is: CONNECT in progress ････････････

　            　E stream -    Link stat is: CONNECTED to JA1xxx

　            　F stream -    Link stat is: DISCONNECTED

　            　G stream -    Link stat is: DISCONNECTED

　            　H stream -    Link stat is: DISCONNECTED

　            　I stream -    Link stat is: DISCONNECTED

　            　J stream -    Link stat is: DISCONNECTED

　            　K stream -    Link stat is: DISCONNECTED

　            　［I］は最後に受信したパケットのストリーム。［O］は送信ストリー

ムを意味しています。

　            　「CONPERM」コマンドを使用したコネクト状態は、コールサインの後

に［P］を追加します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



ＣＴＥＸＴ (CONNECT TEXT) パケットモード専用 1482

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＴ 初期設定：　－ クラス：　Ｉ

コマンド書式： CTEXT ［テキスト文(最大半角２３９文字)］

　            　CT ［テキスト文(最大半角２３９文字)］

パラメーター： [テキスト文] … コネクトされたときに送信するメッセージを入力し

ます。

文        例： CTEXT I'm not here right now.

　            　CT コネクトありがとうございます。

関連コマンド： ＣＭＳＧ，ＣＭＳＧＤＩＳＣ，ＤＴＥＸＴ，ＰＡＳＳ

説        明： 「MYCALL」にコネクトされたときに、自動的に送信したいメッセージ

を２３９文字以内(半角文字)以内で入力します。内容を消去したい場

合には、「%」あるいは「&」をテキスト文の先頭に入力します。

　            　２３９文字を超えるとエラーとなります。複数行におよぶメッセージ

を送信したい場合には、「PASS」コマンドで設定した文字コード(初

期値 CTRL-V)を［CR］コードの前に挿入し、続けて［CR］コードを入

力すれば、この［CR］コードはメッセージの終了ではなくメッセージ

の一部として入力できます。

※ 「CMSG」コマンドが［OFF］の場合、このメッセージは送信されませ

ん。

※ 「CMSGDISC」コマンドと「DTEXT」の設定によって動作が変化します。

　      ※    　キャラクターの数は半角での数です。全角(2 ﾊﾞｲﾄコード)の場合は、

半分にしてください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＷ (CONNECT TEXT) 　ＣＷモード専用 1514

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＷ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： CW ON/OFF

　            　CW ON/OF

パラメーター： ON  … ＣＷモードにしたとき、通信モードでスタートします。

OFF … ＣＷモードにしたとき、コマンドモードでスタートします。

文        例： CW ON

　            　CW OF

関連コマンド： Ｋ，ＲＴＴＹ

説        明： このコマンドを[ON]にしておくと、ＣＷモードになったとき、通常

のコマンドモードからではなく、通信モードで開始します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＣＷＩＤ　 ＴＴＹモード専用 1534

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＣＷＩＤ 初期設定：　－  クラス：　Ｂ

コマンド書式： CWID [Text]

パラメーター： [Text]  …　ＣＷＩＤのテキスト文を書き込みます。

文        例： CWID DE JA1***

　            　CWID %



関連コマンド： なし

説        明： ＣＴＲＬ－Ｆで送信するＣＷＩＤの文章を、半角１６文字以内で設

定します。

ただし、設定できる文字はＣＷで送信できるものに限ります。

国内ではＣＷＩＤの送信の義務はありません。また、ＣＷの免許が

なければ使用することができません。

｢%｣を先頭に書き込むことによって、消去することができます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＡＹＳＴＡＭＰ パケットモード専用 1558

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＡＹＳ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｍ

コマンド書式： DAYSTAMP ON/OFF

　            　DAYS ON/OF

パラメーター： ON  … 「TIME」コマンドで送信される時刻データの前に、年月日を

挿入します。 

　            　OFF … 「TIME」コマンドで送信されるデータは時刻のみです。

文        例： DAYSTAMP ON

　            　DAYS OF

関連コマンド： ＤＡＹＴＩＭＥ，ＤＡＹＵＳＡ，ＴＩＭＥ，ＬＯＧ

説        明： 「TIME」コマンドによって送信される、時刻データのフォーマットを

変更するコマンドです。

　            　このコマンドを［ON］にすると、時刻データの出力の前に、年月日を

つけて送信します。

　            　［OFF］の場合は、時間だけの送出になります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＡＹＴＩＭＥ パケットモード専用 1583

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＡ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： DAYTIME yymmddhhmmss

　            　DA yymmddhhmmss

パラメーター： yymmddhhmmss … 年月日時分秒を入力します。

文        例： DAYTIME 870915121052

　            　DA 870915121052

関連コマンド： ＣＯＮＳＴＡＭＰ，ＤＡＹＵＳＡ，ＭＢＯＤ，ＭＳＴＡＭＰ

説        明：　yyが西暦の最後の２ケタ、mmが月(01～12)、ddが日(01～31)、hhが時

間(00～23)、mmが分(00～59)、ssが秒(00～59)を入力します。秒を省

略したときは、秒に00が設定されます。

　            　メッセージボードに日付を付けるには、必ず設定しておく必要があり

ます。

※ ＴＮＣ－５５５は、時計ＩＣを内蔵していますので、電源を切っても

設定した「DAYTIME」コマンドの内容は失われず、電源投入のたびに「

DAYTIME」コマンドを設定する必要はありませ。



ハードリセットあるいは「RAMTEST」コマンドを実行したときには、

再設定が必要です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＡＹＵＳＡ パケットモード専用 1611

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＡＹＵ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｍ

コマンド書式： DAYUSA ON/OFF

　            　DAYU ON/OF

パラメーター： ON  … 日付表示をアメリカ式にmm/dd/yyとする。

　            　OFF … 日付表示をヨーロッパ式にdd-mm-yyとする。

文        例： DAYUSA ON

　            　DAYU OF

関連コマンド： ＣＯＮＳＴＡＭＰ，ＤＡＹＴＩＭＥ，ＭＳＴＡＭＰ

説        明： ［ON］の場合は、09/29/89(月/日/年)のように表示され、［OFF］の

場合には、29-Sep-89(日-月-年)のように表示します。

※ 一部のフォーマットは固定されていて変更できない場合があります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＥＬＡＹ  TTY ﾓｰﾄﾞ(ARQ)専用 1633

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＥ  初期設定：　４０  クラス：　Ｔ

コマンド書式： DELAON/OF(0～120)

　            　DE n(0～120)

パラメーター： n  … ＡＲＱで、ＰＴＴをＯＮしてからデータの送信を始めるま

での時間をｎ×１ｍＳで設定します。

文        例： DELAY 25

　            　DE 9

関連コマンド： なし

説　　　　明： ＡＲＱの送信遅延時間を設定します。普通は自分の送信機に必要な

時間よりも、少し大きめに設定します。交信相手の送信から受信へ

の動作が遅い場合はさらに大きく設定します。

                大きく設定すると、通信可能な距離が短くなる場合もありますので、

通常は「５０」以下で設定します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＥＬＥＴＥ パケットモード専用 1657

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＥＬ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｃ

コマンド書式： DELETE ON/OFF

　            　DEL ON/OF

パラメーター： ON  … 文字を削除するのに［DELETE］キー($7F)を使用します。

　            　OFF … 文字を削除するのに［BS(←)］キー($08)を使用します。

文        例： DELETE ON



　            　DEL OF

関連コマンド： ＢＫＯＮＤＥＬ，ＣＡＮＬＩＮＥ

説        明： このコマンドで設定したキーを入力すると、１文字が消去されます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＥＬＥＴＥＤＢ パケットモード専用 1676

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＥＬＥＴＥＤ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｃ

コマンド書式： DELETEDB ON/OFF

　            　DELETED ON/OF

パラメーター： ON  … 「KNJ」コマンドが［ON］のとき、訂正(BS)コードを入力す

ると、前の文字を確認し、それが全角(２バイト)コードなら

ば、全角コード１文字分を消去します。

　            　OFF … 訂正(BS)コードを入力すると、常に、１バイト分を消去しま

す。

文        例： DELETEDB ON

　            　DELETED OF

関連コマンド： ＤＥＬＥＴＥ，ＫＮＪ

説        明： 通常は［ON］で使用しますが、ターミナルソフト側で全角１文字の消

去のために訂正コードを２つ続けて出力するため、２文字分が消去さ

れてしまうことがあります。その場合は［OFF］にしてください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＩＤＤＬＥ    TTY ﾓｰﾄﾞ(5単位 Baudot,ASCII) 1700

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＩＤ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： DIDDLE ON/OFF

　            　DID ON/OF

パラメーター： ON  … 送信するデータが無いとき、同期信号を送信する。

　            　OFF … 送信するデータが無いとき、同期信号を送信しない。

文        例： DIDDLE ON

　            　DID OF

関連コマンド： ＲＸＤＥＬＡＹ，ＴＸＤＥＬＡＹ

説        明： 送信バッファの中に、送信するデータが無くなったときに同期信号を

送信します。

ＲＴＴＹ（５単位Ｂaudot）のきは、ＬＴＲＳ（５単位の１ＦＨ）、

ＡＳＣＩＩの時は、ＮＵＬ（００Ｈ）を送信します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＩＧＩＰＥＡＴ パケットモード専用 1722

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＩＧ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｌ

コマンド書式： DIGIPEAT ON/OFF

　            　DIG ON/OF

パラメーター： ON  … 他局のデジピート要請を受け付けます。



　            　OFF … 他局のデジピート要請を受け付けません。

文        例： DIGIPEAT ON

　            　DIG OF

関連コマンド： ＭＹＡＬＩＡＳ，ＭＹＣＡＬＬ

説        明： このコマンドが［ON］の場合、他局からのデジピート(自動中継)要請

を受け付け、音声レピーターのように他局のパケットを中継します。

デジピートは、コールサインを入力した順に中継されます。

※ デジピートは、「MYCALL」と「MYALIAS」のみがおこない、「MYMCALL

」では、デジピートできません。

もし「MYMCALL」でデジピートする必要がある場合は、「MYALIAS」に

「MYMCALL」に設定したものと同じコールサインを書き込んでくださ

い。

「MYCALL」と「MYMCALL」、あるいは「MYCALL」と「MYALIAS」に同じ

コールサインを設定することは、動作に不都合を生じますが、「MYMC

ALL」と「MYALIAS」に同じコールサインを設定することは、差し支え

ありません。

※ デジピーターの蒸発現象が起きることがあるため、「MODE」コマンド

が［AUTO］に設定されている場合は、なるべく「DIGIPEAT」は［OFF］

で使用してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＩＳＣＯＮＥ パケットモード専用 1759

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＩＳＣＯＮＥ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｌ

コマンド書式： DISCONE ON/OFF

　            　DISCONE ON/OF

パラメーター： ON  … ディスコネクトしたとき、［*** DISCONNECTED］のメッセー

ジの後に、［$00］を追加します。

　            　OFF … ディスコネクトしたとき、［$00］は追加しません。

文        例： DISCONE ON

　            　DISCONE OF

関連コマンド： なし

説        明： ＴＮＣが、［*** DISCONNECTED］の文字列を出すとき、ＴＮＣによっ

て、文字列の後に［CTRL-@($00)］を出す機種と出さない機種とがあ

ります。

　            　パケット用のターミナルソフトによっては、この文字列でディスコネ

クトの判断をするものがありますのでターミナルソフトに合わせて、

適切な設定をおこなってください。

　            　ターミナルソフトによっては、［CTRL-@］は画面に表示しない場合が

あります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＩＳＣＯＮＮＥ (DISCONNECT) パケットモード専用 1787

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｄ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： DISCONNE



　            　D

パラメーター： なし

文        例： DISCONNE

　            　D

関連コマンド： ＣＯＮＮＥＣＴ，ＣＯＮＰＥＲＭ

説        明： コネクト中に、このコマンドを相手局に送信し受け付けられるとディ

スコネクトします。

　            　この場合は、

*** DISCONNECTED

　            　と表示します。コネクト中に相手がディスコネクトの操作をした場合

も同様です。

　            　電波状態が悪く設定したリトライカウントに達してもパケットが正し

く到達しなかった場合にも同ように、

*** retry count exceeded

*** DISCONNECTED

　            　と表示しディスコネクトします。

　            　この表示はトランスペアレントモードでは表示いたしません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＩＳＰＬＡＹ 1822

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＩＳＰ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： DISPLAY ［クラス］

　            　DISP ［クラス］

パラメーター： ［クラス］

ASON/OFC (A)=ＲＳ－２３２Ｃポートパラメーターの表示 

(B)=各モードの専用パラメーターの表示

CHARACTER (C)=特殊キャラクターの表示

HEALTH (H)=ＨＥＡＬＴＨカウンターの表示

ID (I)=ＩＤパラメーターの表示

LINK (L)=ＬＩＮＫパラメーターの表示

MONITOR (M)=ＭＯＮＩＴＯＲパラメーターの表示

TIMING (T)=ＴＩＭＩＮＧパラメーターの表示

文        例： DISPLAY

　            　DISPLAY ASON/OFC

　            　DISP M

関連コマンド： なし

説        明： コマンドの状態を表示させるためにあります。各クラス別に表示させ

たり、クラスを入力せずに「DISPLAY(DISP)」だけを入力すると全部

のコマンドを表示します。

　            　(A)=ＲＳ２３２Ｃポートパラメーターの表示

パソコンとの接続に関して、必要なコマンド

　            　(B)=各モードの専用パラメーターの表示

各モード専用のコマンドの一覧です。使用モードによって表



示するコマンドは違います。

　            　(C)=特殊キャラクターの表示

使用するターミナルソフトのプログラム上、変更が必要にな

るキャラクター、およびＴＮＣの動作に必要なキャラクター

コマンドです。

　            　(H)=ＨＥＡＬＴＨカウンターの表示

カウンターコマンドを一覧表示させます。ＴＮＣの動作状況

の確認に使用します。

　            　(I)=ＩＤパラメーターの表示

ＴＮＣに登録をするＩＤ関連の一覧表示です。

　            　(L)=ＬＩＮＫＦパラメーターの表示

ＴＮＣ動作におけるリンク状況を一覧表示します。

　            　(M)=ＭＯＮＩＴＯＲパラメーターの表示

ＴＮＣのモニター関連コマンドの一覧表示です。

　            　(T)=ＴＩＭＩＮＧパラメーターの表示

ＴＮＣのタイミングコマンドの一覧表示をします。

※ クラスの覧は、この「DISP ?(?の所をクラス名にする)」のコマンド

で表示されることを示しています。ただし、クラスＤだけは、「DISP

LAY」で表示はされないダイレクトコマンドです。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＤＴＥＸＴ (DISCONNECT TEXT) パケットモード専用 1883

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＴ 初期設定：　－ クラス：　Ｉ

コマンド書式： DTEXT ［テキスト文(最大半角２３９文字)］

　            　DT ［テキスト文］

パラメーター： [テキスト文] … 不在時にコネクトされたとき、送信するメッセージ

を入力します。

文        例： DTEXT I'm not here right now.

　            　DT メッセージボードにメッセージを書き込んでください。

関連コマンド： ＣＭＳＧ，ＣＭＳＧＤＩＳＣ，ＣＴＥＸＴ，ＰＡＳＳ

説        明： 不在時に「MYCALL」にコネクトされたときに、自動的に送信するメッ

セージを２３９文字以内(半角文字)で入力します。

　            　内容を消去したい場合には、「%」あるいは「&」をテキスト文の先頭

に入力してください。

　            　２３９文字を超えるとエラーとなります。複数行におよぶメッセージ

を送信したい場合には、「PASS」コマンドで設定したコード(初期値 CT

RL-V)を［CR］コードの前に挿入し、続けて［CR］コードを入力すれ

ば、この［CR］コードは、メッセージの終了ではなくメッセージの一

部としてあつかわれます。

※ 「CMSG」コマンドが［OFF］、または「CMSGDISC」コマンドが［OFF］

の場合は、このメッセージは送信されません。

このメッセージが送信された後、自動的にディスコネクトします。

　      ※    　キャラクターの数は半角での数です。全角(2 ﾊﾞｲﾄコード)の場合は、

半分にしてください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



ＤＷＡＩＴ (DIGIPEAT WAIT) パケットモード専用 1916

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＤＷ 初期設定：　１６ クラス：　Ｔ

コマンド書式： DWAIT n(0～250)

　            　DW n(0～250)

パラメーター： n … ＴＮＣがパケットを送信しようとするとき、チャンネルが空

になった後、ＰＴＴをＯＮにするまでのウェイトタイム(待

時間)を［n×10mS］で設定します。

文        例： DWAIT 48

　            　DW 33

関連コマンド： ＡＸＤＥＬＡＹ，ＡＸＨＡＮＧ，ＰＰＥＲＳＩＳＴ，ＴＸＤＥＬＡＹ

説        明： デジピート局にチャンネルを優先して使用させ、また、用途により各

局が送信するパケットに優先順位を付けるためにあります。デジピー

ターとして動作するＴＮＣは、この設定に関係なく、自動的に「DWAI

T」を［0］として動作します。

　            　キーボード送信局は、初期値の［16］で、RBBS局は［32］に、ファイ

ルを転送する局は、［48］とすれば良いでしょう。

　            　なお、「PPERSIST」コマンドを［ON］にしますと、常に、「DWAIT」

を［0］として動作します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＥＣＨＯ 1943

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｅ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ａ

コマンド書式： ECHO ON/OFF

　            　E ON/OF

パラメーター： ON  … ターミナルにエコーバックがかかります。

　            　OFF … ターミナルにエコーバックがかかりません。

文        例： ECHO ON

　            　E OF

関連コマンド： なし

説        明： 使用しているターミナルが、入力した文字を表示できない場合に、［O

N］にします。入力した文字が重複して表示される場合には、［OFF］

にして使用します。

　            　使用するターミナルソフトによっては、「ECHO」を［OFF］にして使

用しなければ動作しないものもあります。使用するターミナルソフト

の説明書をよくご覧になって設定してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＥＳＣＡＰＥ 1968

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＥＳ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： ESCAPE ON/OFF

　            　ES ON/OF

パラメーター： ON  … ［ESC］キー($1B)の表示は、［$］となります。

　            　OFF … ［ESC］キーの表示は、そのまま［$1B］となります。



文        例： ESCAPE ON

　            　ES OF

関連コマンド： なし

説        明： このコマンドは［ESC］キーを押したときに、ターミナルに対しての

表示出力を決めるものです。

　            　このコマンドは、ターミナルによって［ESC］コードが特殊な意味を

持っていて、動作がおかしくなることを、［$］キャラクターにする

ことによって防ぐことができます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＡＤＪＵＳＴ  ＦＡＸモード専用 1992

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＡ 初期設定：　８０００    クラス：　Ｂ

コマンド書式： FADJUST n(0～65535)

　            　FA n(0～65535)

パラメーター： n   … 動作の基準時間のカウントのとき、設定した数のカウント

ごとに、１カウント分短く計数します

文        例： FADJUST 7800

　            　FA 2500

関連コマンド： ＡＤＪＵＳＴ

説        明： ＴＮＣ－５５５には、メインクロックの調整用トリマーコンデンサが

ありません。正確なクロックが必要なモードでは、このパラメーター

で補正をして下さい。

ＦＡＸモードでは、設定誤差は画面の歪みとなって現れます。垂直の

線が左にずれる場合はパラメーターを大きく、右にずれる場合は小さ

くしてください。

各ＴＮＣの機器ごとや、送信局ごとに微妙に値が異なる場合がありま

すので、ＪＭＨのような正確な回転数の信号を利用して設定されると、

正確に設定できます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＤＯＴ  ＦＡＸモード専用 2021

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＤ 初期設定：　１１        クラス：　Ｂ

コマンド書式： FDOT n(1～11)

　            　FD n(1～11)

パラメーター： n   … １スキャンあたりのドット数を１～１１のパラメーターで

設定します。

　１＝３２０　２＝４００　３＝４８０　４＝６００

　５＝６４０　６＝８００　７＝９６０　８＝１２００

　９＝１２８０　１０＝１６００　１１＝１９２０

文        例： FDOT 5

　            　FD 9

関連コマンド： ＡＳＰＥＣＴ，ＦＳＰＥＥＤ

説        明： ＴＮＣが出力するデータの、１スキャンあたりの分解数（水平解像



度）を設定します。コンピュータの処理速度が許す限り、パラメー

タを大きく設定して下さい。ただし、以下の組み合わせでは使用で

きませんので、注意が必要です。

｢FSPEED｣コマンドの設定が９０r.p.mと１８０r.p.mの場合

　　｢FDOT｣が４８０，６００，９６０，１２８０，１９２０の設定

｢FSPEED｣コマンドの設定が１８０r.p.mの場合

　　　｢FDOT｣が１６００の設定

｢FSPEED｣コマンドの設定が２４０r.p.mの場合

　｢FDOT｣が１２８０，１６００，１９２０の設定

＊　｢FPEED」コマンドの設定が２４０r.p.m、｢FDOT｣１２００の場合

　　は、｢ASPECT｣を｢２｣以上にして下さい。

＊　以上のデータは全て、シリアルの通信ボーレートを９６００ｂ

　　ｐｓの設定にした場合を前提にしています。ボーレートを下げ

　　た場合は、使用可能なＦＤＯＴの上限が下がります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＩＧＡＤＤ ＴＴＹモード専用 2060

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＩＧ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： FIGADD ON/OFF

　            　FIG ON/OF

パラメーター： ON  … スペースを送信した後に、ＦＩＧＳケースの文字の前にＦＩ

ＧＳを追加して送信する。

　            　OFF … スペースを送信した後に、ＦＩＧＳケースの文字をそのまま

送信する。

文        例： FIGADD ON

　            　FIG OF

関連コマンド： ＵＳＯＳ

説        明： 通信の相手局が｢USOS｣コマンドを[ON]にしている場合、その局がスペ

ースを受信すると次の文字は英文字として受信してしまいます。この

ような誤動作を防ぐために、スペースの次にＦＩＧＳケース（数字、

記号）の文字を送信する場合はその文字の送信の前に、ＦＩＧＵＲＥ

Ｓ（ケースをＦＩＧＳに設定する符号）を送信するように設定します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＩＬＥ 2085

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＩ 初期設定：　なし クラス：　Ｄ

コマンド書式： FILE

　            　FI

パラメーター： なし

文        例： FILE

　            　FI

関連コマンド： ＫＩＬＬ，ＬＩＳＴ，ＭＩＮＥ，ＲＥＡＤ，ＷＲＩＴＥ

説        明： メッセージボード内にあるすべてのメッセージのリストを表示する

直接コマンドです。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＩＲＭＲＮＲ 2104

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＩＲＭＲ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｔ

コマンド書式： FIRMRNR ON/OFF

　            　FIRMR ON/OF

パラメーター： なし

文        例： FIRMRNR ON

　            　FIRMR N

関連コマンド： ＦＲＡＣＫ

説        明： これを［ON］にしますと、ＲＮＲ－フレームを受信した時に、相手か

らの次のフレームを受信するまでパケットの送信をおこないません。

［OFF］にしますと、ＲＮＲ－フレームを受信後、「FRACK」コマンド

で設定した時間ごとにＩ－フレームを送信し、相手からは、再びＲＮ

Ｒ－フレームが送信されます。この繰り返しが、結果的にチャンネル

の使用効率が悪化します。

※ 混んでいない無線チャンネルで高速データ通信をおこないたい場合は

［OFF］に設定した方が良いかもしれません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＬＯＶＥＲ 　ＦＡＸモードを除く各モード 2130

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＬ 初期設定：　０ クラス：　Ａ

コマンド書式： FLOVER n(0～120)

　            　FL n(0～120)

パラメーター： n 　…　ＲＳ－２３２Ｃの受信バッファー（ＴＮＣが受信したデー

タをターミナルに送信するためのバッファー）が、いっぱ

いになってからハードウェアのフロー制御(DTRまたはRTS)

を無視して、ＲＳ－２３２Ｃのデータを破棄するまでの時

間を［n×1分］に設定します。

文        例： FLOVER 10

　            　FL 6

関連コマンド： ＦＬＯＷ，ＲＳＦＬＯＷ， ＳＴＡＲＴ，ＳＴＯＰ，ＸＦＬＯＷ

説        明： ＴＮＣからターミナルへ向けて送られる、データのバッファー(受信

バッファー)がいっぱいになると、ＴＮＣはそれ以上のデータの受け

取りができないことを、相手のＴＮＣに知らせるためにパケット(Ｒ

ＮＲ)を送信します。

　            　パソコンの電源を切って、メッセージボードだけを動作させている時

にこれが起きると、メッセージボードも動作しなくなり、メッセージ

ボードにコネクトしても、メッセージボードはコマンドに応答しなく

なります。このコマンドでデータを自動消去ください。

　            　このコマンドで設定された時間、ＲＳ－２３２Ｃの受信バッファーが

いっぱいになった状態が続くと、ＲＳ－２３２Ｃのバッファーのデー

タ(送受信両方)が捨てられます。ＲＳ－２３２Ｃのデータだけを捨て

ますので、メッセージボードに書き込まれるデータが失われることは

ありません。あまりにも小さな設定をおこなうと、通常のフロー制御

の動作によってデータが止まっていても作動してしまい、文字抜けや

文字化けの原因になります。少なくとも［6］以上に設定することを



おすすめします。

　            　［0］を設定するか、「XFLOW」コマンドを［OFF］にすると、データ

を捨てる動作はおこなわれません。また、［STOP］キャラクター(初

期値はCTRL-S)で停止しているときも、データを捨てることはありま

せん。もしも、ＢＢＳ用のＴＮＣとして使用し、「XFLOW」コマンド

も［ON］で動作させるなら、文字化けや文字抜けを防ぐために、「FLO

VER」は［0］に設定することをお勧めします。

　            　受信バッファーがいっぱいになりやすい設定は、「RSFLOW」コマンド

［ON］、「FLOW」コマンドが［ON］、「XFLOW」コマンドが［OFF］、

「MONITOR」コマンドが［ON］で、この状態でパソコンの電源を切る

前に、キーボードから１文字分のデータをＴＮＣに送り込んでから、

パソコンの電源を切ると、「FLOW」コマンドを［ON］の効果で、確実

にデータがたまります。ターミナルソフトの設定によっては、リター

ンキーを押すまではデータを送信しない設定になっていても、パソコ

ンの電源をＯＮ／ＯＦＦすることにより、ＲＳ－２３２Ｃからノイズ

がデータとしてＴＮＣに入り込むことも考えられます。

　            　ＲＢＢＳ用のＴＮＣとしては使用せず、常にメッセージボードを動作

させるため、ＴＮＣの電源をＯＮにしておくときは、「XFLOW」コマ

ンドを［ON］、「RSFLOW」コマンドを［OFF］、「FLOVER」を［6］に

設定することをおすすめします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＬＯＷ パケットモード専用 2190

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｆ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ａ

コマンド書式： FLOW ON/OFF

　            　F ON/OF

パラメーター： ON  … 受信表示のフロー制御をおこないます。

　            　OFF … 受信表示のフロー制御をおこないません。

文        例： FLOW ON

　            　F OF

関連コマンド： なし

説        明： フロー制御が［ON］のとき、キー入力を開始しすると、受信パケット

の表示が止まります。

　            　この表示停止状態は、下記の状態になるまで続きます。

(1)コンバースモードになるまで

(2)コマンドモードで行の入力が終了したとき

(3)パケットの長さを越えるまで

(4)ターミナルのﾊﾞｯﾌｧ-がいっぱいになるまで

このコマンドによって文字入力中に、受信パケット文字と表示が混在

して見にくくなることを防ぎます。

※ ＴＮＣに内蔵されているメッセージボードを動作させたまま、パソコ

ンの電源をＯＦＦにする場合は、「XFLOW」、「FLOW」、「RSFLOW」

「FLOVER」の各コマンド設定に注意が必要です。適切な設定をおこな

わないとメッセージボードが正常な動作をしない場合があります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＲＡＣＫ パケットモード専用 2225



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＲ 初期設定：　３ クラス：　Ｔ

コマンド書式： FRACK n(0～15)

　            　FR n(0～15)

パラメーター： n … パケット送信後、相手局からの確認パケット受け取り、イン

ターバルタイムを［n×1S］で設定します。

文        例： FRACK 2

　            　FR 5

関連コマンド： ＦＩＲＭＲＮＲ

説        明： パケット送信後、相手局からの確認パケット受け取り待ちのインター

バルを設定します。タイムアウトすると同じデータを再送、または、

応答要求パケットの送出をおこないます。

　            　デジピートを利用する場合には、この時間は自動的に、

リトライインターバル＝ｎ×(２×ｍ＋１)

　            　として動作します。(ｍはデジピート局の数です。)

　            　キーボード送信局は初期値の［3］で、ＲＢＢＳ局は［6］に、ファイ

ルを転送する局は［10］に設定することをおすすめいたします。

チャンネルが混雑している時は、キーボード送信局は［6］に設定す

ることをおすすめいたします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＳＰＥＥＤ ＦＡＸモード専用 2256

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＳ 初期設定：　３　 クラス：　Ｂ

コマンド書式： FSPEED n(1～5)

                FS n(1～5)

パラメーター： n　… 回転数を１～５のパラメータで設定します。

１＝６０r.p.m　２＝９０r.p.m　３＝１２０r.p.m

４＝１８０r.p.m　５＝２４０r.p.m

文        例： FSPEED 1

FS 5

関連コマンド： ＡＳＰＥＣＴ，ＦＤＯＴ

説        明： １分あたりのスキャン行数を設定します。

国内の気象ＦＡＸのほとんどは１２０r.p.mですから、｢３｣を設定し

ます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＦＵＬＬＤＵＰ (FULL DUPLEX) パケットモード専用 2279

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＦＵ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： FULLDUP ON/OFF

　            　FU ON/OF

パラメーター： ON  … ＦＵＬＬＤＵＰＬＥＸ（全二重）モードに設定します。

　            　OFF … ＨＡＬＦＤＵＰＬＥＸ（半二重）モードに設定します。



文        例： FULLDUP ON

　            　FU OF

関連コマンド： なし

説        明： 通常は｢FULLDUP OFF｣の半二重モードで使用します。半二重の場合

はＤＣＤ ＬＥＤが点灯していないときにパケットの送信ができ、

モデム内でのデータの衝突が起こらないようになっています。

｢FULLDUP ON｣の全二重モードではＤＣＤ ＬＥＤの点灯に関係なく

送信がおこなえます。

全二重モードは、衛星通信などを行うとき、アップリンクとダウ

ンリンクとで周波数が別々の場合使用することができます。ただ

し、その場合相手局も全二重に設定されている必要があります。

＊　衛星通信を行う場合には、この｢FULLDUP｣コマンドが[ON]され

　　ていないと送信ができません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＨＥＡＤＥＲＬＮ パケットモード専用 2310

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＨＥ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｍ

コマンド書式： HEADERLN ON/OFF

　            　HE ON/OF

パラメーター： ON  … ヘッダーラインをパケットと別のラインに表示します。

　            　OFF … ヘッダーラインをパケットと同じラインに表示します。

文        例： HEADERLN ON

　            　HE OF

関連コマンド： なし

説        明： このコマンドを［ON］にすると、ヘッダー部(送信局、受信局、デジ

ピート局、などを表す部分)を、モニターしたパケットの次の行へ表

示させます。

JA1xxx>JA2+++:

sorry, I'm not quite ready yet.

　            　［OFF］にすると同じ行へ表示します。

JA1xxx>JA2+++:Go ahead and transfer the file.

［:］を境にして、前の部分がヘッダー、後ろの部分が情報部分です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＨＩＤ (HDLC ID) パケットモード専用 2340

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＨＩ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｉ

コマンド書式： HID ON/OFF

　            　HID ON/OF

パラメーター： ON  … 自動的にＨＤＬＣ－ＩＤを送信します。

　            　OFF … 自動的にＨＤＬＣ－ＩＤを送信しません。



文        例： HID ON

　            　HI OF

関連コマンド： ＩＤ，ＭＹＡＬＩＡＳ，ＭＹＣＡＬＬ，ＵＮＰＲＯＴＯ

説        明： このコマンドが［ON］の場合、ＴＮＣがデジピーターとして使用され

た後、約９.５分毎にＩＤコードを自動的に送信します。この場合の

ヘッダー部は、「UNPROTO」コマンドで設定した局で、「MYCALL」コ

マンドで設定されているコールサインに［/R］を付けたものが送信さ

れます。その例としては、

JA1xxx>ID:JA2+++/R

　            　のようになります。

　            　「MYALIAS」コマンドにコールサイン以外の文字、数字を設定したと

きは、「HID」を［ON］にして、どの局がデジピートしているのかを

表示してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＩＤ (INDENTFICATION) パケットモード専用 2371

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

 略語：　Ｉ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： ID

　            　I

パラメーター： なし

文        例： ID

　            　I

関連コマンド： ＨＩＤ，ＭＹＣＡＬＬ，ＵＮＰＲＯＴＯ

説        明： このコマンドを入力すると、ＩＤコードを入力毎に送信します。この

場合のヘッダー部は、「UNPROTO」コマンドで設定した局で、「MYCAL

L」コマンド設定されているコールサインに［/R］を付けたものが送

信されます。その例としては、

JA1xxx>ID:JA2+++/R

　            　のようになります。このコマンドは、「HID」コマンドと本質的には

変わりませんが、「HID」コマンドは自動送信ですが、「ID」は入力

毎に送信をおこないます。

ＩＤコード送信後、デジピーターとして使用されないと、「ID」は無

効です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＩＤＬＥ 　ＴＴＹモード（C-FEC)専用 2401

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＩＤ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｂ

コマンド書式： IDLE ON/OFF

ID ON/OF

パラメーター： ON  … 改行ごとに同期信号を挿入して送信する。

　            　OFF … データがある間は、同期信号を送信しない。

文        例： IDLE ON



ID OF

関連コマンド： なし

説        明： Ｃ－ＦＥＣ（コレクティブＦＥＣ＝普通のＦＥＣ）のとき[ON]にす

ると、改行をおこなったあと、新しい行の最初の文字を送信する前

に、強制的にＳＹＮＣ　ＩＤＬＥを４サイクル分挿入し、待機して

いる局が受信を開始できるようにします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＩＴＡ＃２ 　　TTY ﾓｰﾄﾞ(ASCIIを除く)専用 2423

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＩＴＡ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｂ

コマンド書式： ITA#2 ON/OFF

ITA ON/OF

パラメーター： ON  … ＣＣＩＴＴ－ＩＴＡ＃２として符号を解読します。

　            　OFF … ＵＳ符号として符号を解読します。

文        例： ITA#2 ON

ITA OF

関連コマンド： なし

説        明： ＣＣＩＴＴ－ＩＴＡ＃２（ヨーロッパ）符号とＵＳ（米国）符号と

を切り替えるコマンドです。コマンドに従って、下記の文字が切り

変わります。

文字　 　　ＩＴＡ＃２　ＵＳ

ＦＩＧＳ－Ｄ ＣＴＲＬ－Ｅ（ＷＲＵ）＄

ＦＩＧＳ－Ｆ            なし 　　　！

ＦＩＧＳ－Ｇ なし 　　　＆

ＦＩＧＳ－Ｈ なし 　　　＃

ＦＩＧＳ－Ｊ ＣＴＲＬ－Ｇ（Ｂｅｌｌ）

ＦＩＧＳ－Ｓ ＣＴＲＬ－Ｇ（Ｂｅｌｌ）

ＦＩＧＳ－Ｖ 　　　；

ＦＩＧＳ－Ｚ 　　＋”

＊　ＣＴＲＬ－Ｅ、ＣＴＲＬ－Ｇの送信は必ずＣＴＲＬ－Ｖを前置

　　するようにしてください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Ｋ パケットモード専用 2457

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｋ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： Ｋ

パラメーター： なし

文        例： Ｋ

関連コマンド： ＣＯＮＶＥＲＳＥ，ＴＲＡＮＳ

説        明： コマンドモードからコンバースモードへ移行します。

　            　「CONVERSE」コマンドの略語です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



Ｋ パケットモードを除く 2474

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｋ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： Ｋ

パラメーター： なし

文        例： Ｋ

関連コマンド： ＣＷ，ＲＴＴＹ

説        明： コマンドモードから通信モードへ移行します。

コマンドモードのままでは、送信や受信をおこなうことはできませ

ん。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＫＩＬＬ パケットモード専用 2492

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＫＩ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｂ/Ｄ

コマンド書式： KILL n

　            　KILL n,n,n,n,......n

　            　KI ［パラメーター］

KI ON/OFF

KI ON/OF

パラメーター： n   … 消去するメッセージの番号。

　            　%   … メッセージ番号の小さい順に、１０個のメッセージを消去す

る。

　            　K   … 「KILL」指定のメッセージをすべて消去する。

　            　R   … 「KILL」指定を解除する。

　            　ON  … メッセージボードから「KILL」を実行すると、ただちに消去

を実行します。

　            　OFF … メッセージボードから「KILL」を実行しても、ただちには消

去せず、「KILL」指定ファイルとして登録します。

文        例： KILL 1

　            　KI 2

　            　KI %

　            　KI 1,2,3,5,8,10,7...15

　            　KI ON

　            　KI N

関連コマンド： ＦＩＬＥ，ＬＩＳＴ，ＭＩＮＥ，ＲＥＡＤ，ＷＲＩＴＥ

説        明： コンソールからメッセージボード内のメッセージを消去したり、消去

の方法を設定します。

　            　「KILL」を［OFF］に設定しているときは、コネクト局が「K」コマン

ドを実行し、ファイルを消去しようとしても、ファイルの［TS］欄に

は［K］マークが表示され、コネクト局からは指定ファイルが存在し

ないように見えます。しかし、実際には、「KILL」は実行されずに、

ファイルは存在しています。

　            　［K］マークの指定されたファイルは、コンソールからの読み出し、

ファイルの復帰、およびファイルの完全消去の操作ができます。

　            　［K］マークのついた「KILL」指定ファイルは、「KILL」が［ON］の

状態で「RESTERT」コマンドを実行するか、電源スイッチのＯＮ／Ｏ

ＦＦをすると、すべて消去されます。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＫＩＳＳ パケットモード専用 2539

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＫＩＳＳ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： KISS ON/OFF

　            　KISS ON/OF

パラメーター： ON  … リスタート後は、ＴＣＰ／ＩＰ対応の特殊動作になります。

　            　OFF … ＴＮＣは、通常の動作をします。

文        例： KISS ON

　            　KISS OF

関連コマンド： ＲＥＳＴＡＲＴ

説        明： ＴＣＰ／ＩＰ(KA9Q ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)を使用する特別モードのとき、「K

ISS」を［ON］にしてから、「RESTART」コマンドを実行するか、また

は、ＴＮＣの電源をＯＦＦ／ＯＮをおこなうことにより、以後ＫＩＳ

Ｓモードで動作します。

　            　「KISS」が［ON］になっているときに、「RESTART」コマンドを実行

するか、ＴＮＣの電源をＯＦＦ／ＯＮすると、ＳＴＡとＣＯＮの2つ

のランプが同時に３度点滅します。

ＲＳ－２３２Ｃは、ＫＩＳＳモードでの使用に合わせて、事前に設定

しておいてください。(通常、9600または19200)

　            　使用方法は、ＫＩＳＳ－ＴＮＣに対応するパソコンソフトを入手され

たのち、その指示にしたがってご使用ください。(使用するソフトに

よって、使い方が違います。常にバージョンアップを繰り返している

ようですので、ここでは説明ができません。

誤って、「KISS」を［0N］にして、「RESTART」コマンドを実行した

ＴＮＣの電源のＯＦＦ／ＯＮをした場合には、パソコンから

$C0、$FF、$C0

をＴＮＣに送るか、または、ハードリセットをおこなわなければ、通

常のモードに復帰することができません。

※ ハードリセットは、メッセージボードを含む、すべてのコマンドを初

期設定に戻します。

くわしくは、本ドキュメントの「 新しいＫＩＳＳモードについての

説明」を参照ください。（５９５５行）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＫＮＪ 2586

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＫＮＪ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： KNJ ON/OFF

KNJ ON/OF

パラメーター： ON  … 漢字用の特別動作をする。

　            　OFF … 通常の動作となる。

文        例： KNJ ON

　            　KNJ OF



関連コマンド： ＭＢＯＤ，ＳＴＲＥＡＭＳＷ，ＢＫＯＮＤＥＬ

説        明： ＴＮＣ－５５５は、日本語用の特別コマンドとして、このコマンドを

持っています。

　            　［OFF］のときは、通常のＴＮＣとして動作します。［ON］にしたと

きは、日本向けに次の動作をします。

①主なエラーメッセージを漢字(ｼﾌﾄ JIS)で表示します。

②漢字の入力文字(全角文字)を訂正時に、１度のキー操作で２バイト

　(漢字１文字)を消去します。(ｼﾌﾄ JISのみ)

③メッセージボードのHELP文を、?コマンド入力時に半角のｶﾀｶﾅで表

　示します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＣＡＬＬＳ (LIST CALLS) パケットモード専用 2615

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＬＣＡ 初期設定：　－ クラス：　Ｍ

コマンド書式： LCALLS call1,call2,call3,～call8

　            　LCA call1,call2,call3,～call8

パラメーター： call1～call8 … モニターしたい局、またはモニターしたくない局の

コールサインを最大８局まで設定できます。

文        例： LCALLS call1,call2,call3,call4,call5,call6,call7,call8

　            　LCA call1,call2,call3,call4,call5,call6,call7,call8

関連コマンド： ＢＵＤＬＩＳＴ

説        明： このコマンドによってモニターしたい局を制限することができます。

設定した局のみをモニターしたいときは、「BUDLIST」を［ON］にし

ます。

設定した局のみをモニターしたくないときは、「BUDLIST」を［OFF］

にします。

　            　すべての局をモニターしたいときは、［%］または［&］で、リストを

消してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＣＯＫ パケットモード専用 2641

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｌ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ａ

コマンド書式： LCOK ON/OFF

　            　L ON/OF

パラメーター： ON  … 小文字データを小文字のままターミナルに出力します。

　            　OFF … 小文字データを大文字データに変換して、ターミナルに出力

します。

文        例： LCOK ON

　            　L OF

関連コマンド： なし

説        明： 小文字を表示できないターミナルを使用する場合に、受信したパケッ

トの中の小文字データを大文字データに変換してターミナルに出力し

ます。



［OFF］にすると、漢字(ｼﾌﾄ JIS)は正常に表示できなくなります。

ローカルエコーバックモード、あるいはトランスペアレントモードで

は動作しません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＣＳＴＲＥＡＭ パケットモード専用 2668

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＬＣＳ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｃ

コマンド書式： LCSTREAM ON/OFF

　            　LSC ON/OF

パラメーター： ON  … 「STREAMSW」コマンドで設定したキーを入力した直後の１文

字は、大文字に変換されます。

　            　OFF … 「STREAMSW」コマンドで設定したキーを入力した直後の１文

字は、そのまま出力されます。

文        例： LCSTREAM ON

　            　LCS OF

関連コマンド： ＳＴＲＥＡＭＳＷ

説        明： コマンド［ON］のときは、マルチコネクトでストリームを切り替える

ときに、「STREAMSW」コマンドで設定したキーに続けて入力する切り

替え先のストリーム名「A」～「J」の文字が、もし小文字で入力され

た場合は、大文字に変換してくれます。これで「STREAMSW」コマンド

に続く「A」～「J」がたとえ小文字で入力されても、ストリームが切

り替えられるようになります

　            　［OFF］の設定で小文字を入力してしまうと、ＴＮＣが切り替え先の

ストリームが理解できず、

?Link out of range

あるいは、「KNJ」コマンドが［ON］のときは、

マルチコネクトの範囲を越えています

　            　とエラーメッセージを表示します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＦＡＤＤ パケットモード専用 2705

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＬＦ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： LFADD ON/OFF

　            　LF ON/OF

パラメーター： ON  … ［CR］コードの後に、［LF］を追加して送信します。

　            　OFF … ［CR］コードの後に、［LF］を追加して送信しません。

文        例： LFADD ON

　            　LF OF

関連コマンド： なし

説        明： この機能は「AUTOLF」コマンドに似ていますが、「AUTOLF」コマンド

では自局のターミナルに［LF］を追加するのに対して、「LFADD」で



は、送信パケットに［LF］を追加することによって、相手局に影響を

与えます。

　            　相手局が自動改行できないターミナルを使用している場合には、この

コマンドで改行させることができます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＦＩＧＮＯＲＥ パケットモード専用 2730

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＬＦＩ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： LFIGNORE ON/OFF

　            　LFI ON/OF

パラメーター： ON  … ＲＳ－２３２Ｃの通信データの中の［LF］コードを削除しま

す。

　            　OFF … ＲＳ－２３２Ｃの通信データの中の［LF］コードを削除しま

せん。

文        例： LFIGNORE ON

　            　LFI OF

関連コマンド： なし

説        明： このコマンドが［ON］であると、パソコンがＴＮＣに送る文字列中の

［LF］コードを無視します。

　            　この機能はトランスペアレントモードでは作動しません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＦＴＴＹ ＴＴＹモード専用 2754

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＬＦＴ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｂ

コマンド書式： LFTTY ON/OFF

　            　LFT ON/OF

パラメーター： ON  … ＣＲの後にＬＦを追加して送信する。

　            　OFF … ＣＲの後にＬＦを追加しない。

文        例： LFTTY ON

　            　LFT OF

関連コマンド： ＣＲＴＴＹ

説        明： ＣＲのあとにＬＦを追加して（ＣＲ，ＬＦとして）送信するかどう

かを設定します。

｢CRTTY｣コマンドを[ON]にすると、このコマンドの設定は無視されま

す。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＩＳＴ パケットモード専用 2777

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＬＩ 初期設定：　なし クラス：　Ｄ

コマンド書式： LIST

　            　LI



パラメーター： なし

文        例： LIST

　            　LI

関連コマンド： ＦＩＬＥ，ＫＩＬＬ，ＭＩＮＥ，ＲＥＡＤ，ＷＲＩＴＥ

説        明： メッセージボード内にある、他局発で他局宛のメッセージを除く、

メッセージＬＩＳＴを全て表示します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＯＣＫ ＣＷモード専用 2796

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＬＯ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： LOCK ON/OFF

　            　LO ON/OF

パラメーター： ON  … ＣＷの受信速度は｢SPEED｣コマンドで設定された速度に固定

されます。

　            　OFF … ＣＷの受信速度は｢SPEED｣コマンドの設定に関係なく、受信

信号または、ＰＡＤＤＬＥ端子に接続された電鍵で送信す

る速度に自動追従します。

文        例： LOCK ON

　            　LO OF

関連コマンド： ＳＰＥＥＤ

説        明： ＣＷの受信信号によっては、自動追従をおこなわない方が良い場合

があります。そのようなときに、このコマンドで受信速度の固定が

できます。

受信速度を固定しても、ある程度の余裕を持たせて解読をおこなう

ようになっていますので、多少のスピードのばらつきでも問題無く

解読ができます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＯＧ パケットモード専用 2824

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　 ＬＯＧ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式：LOG

パラメーター： なし

文        例： LOG

関連コマンド： ＭＨＥＡＲＤ

説        明： メッセージボードにコネクトした局のリストを最大１８局まで表示

します。１８局以上コネクトしたときは、古い順に抹消されます。

　            　「DAYTIME」コマンドで日付を設定している場合は、リストにコネク

トした時間を付加します。

　            　このリストは、「RESTART」コマンドの実行や、電源を切ったときに

消去されます。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＬＯＯＰ パケットモード専用 2847

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＬＯＯＰ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： LOOP ON/OFF

　            　LOOP ON/OF

パラメーター： ON  … ＴＮＣ内部で送信と受信をループバックします。

　            　OFF … 通常の動作。外部との通信ができます。

文        例： LOOP ON

　            　LOOP OF

関連コマンド： なし

説        明： これは、ループバックテスト用のコマンドです。したがって、ループ

バックテストを実行する場合は、ＴＮＣのＲＡＤＩＯ端子、ならびに

ハンディトランシーバー用のＭＩＣ端子とＳＰ.ＩＮ端子には、無線

機を接続しないでください。

［ON］にすると、ＴＮＣ内部でループバックをおこないますので、自

分で自分のメッセージボードにコネクトしたり、自分自身の送信デー

ターのモニターをすることもできます。

＊　動作は、１２００ｂｐｓ固定でおこなわれます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＡＩＬ (MAIL INDICATOR) パケットモード専用 2875

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＡＩ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： MAIL ON/OFF

　            　MAI ON/OF

パラメーター： ON  … メールインジケーター機能を使用します。

　            　OFF … メールインジケーター機能を使用しません。

文        例： MAIL ON

　            　MAI OF

関連コマンド： ＭＢＯＤ，ＭＹＭＣＡＬＬ

説        明： メッセージボード内に自局宛のメッセージが存在するとき、ＬＣＤに

＂ＭＡＩＬ＂と表示され，メッセージの着信を知らせます。

＂ＭＡＩＬ＂をＬＣＤに表示するのは，ＴＮＣの電源を入れたとき、

メッセージボードにコネクトしていた局がディスコネクトしたとき、

および、「MAIL」を［ON］に変えたときです。

　            　自局宛のメッセージがすべて消去されたとき、「MAIL」を［OFF］に

設定したとき、または、そのメッセージを読んだときに＂ＭＡＩＬ＂

表示は消えます。

　            　この機能を使えば、パソコン電源をＯＦＦにしたままで、パーソナル

メッセージの着信を知ることができます。

　            　コンソールから自局宛のメールを書き込んだ場合には、＂ＭＡＩＬ＂

　　　　　　　　表示はおこないません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



ＭＡＬＬ (MONITOR ALL) パケットモード専用 2908

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＡ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MALL ON/OFF

　            　MA ON/OF

パラメーター： ON  … モニターするパケットは、コネクトされたものとコネクトさ

れないものの両方を表示します。

　            　OFF … モニターするパケットは、コネクトされていない局のものだ

けを表示します。

文        例： MALL ON

　            　MA OF

関連コマンド： ＢＵＤＬＩＳＴ，ＬＣＡＬＬＳ，ＭＯＮＩＴＯＲ

説        明： モニターするパケットの条件を指定します。

このコマンドが［ON］の場合、コネクトされたパケットとコネクトさ

れていないパケットの両方を表示します。

　            　［OFF］では、まだコネクトされていないパケットを送信した局(例え

ばCQを出した局)だけモニターします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＡＸＦＲＡＭＥ パケットモード専用 2934

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＡＸ 初期設定：　４ クラス：　Ｌ

コマンド書式： MAXFRAME n(1～7)

　            　MAX n(1～7)

パラメーター： n … １度に送信できるパケットの最大フレーム数を設定します。

文        例： MAXFRAME 5

　            　MAX 3

関連コマンド： ＰＡＣＬＥＮ

説        明： 送信パケットの長さは、「PACLEN」コマンドで設定しますが、ＴＮＣ

は１回の送信で複数個のパケットをまとめて送ることができます。そ

のための、１回の送信で何個のパケットを送るかを設定します。これ

は上限の設定ですので、必ずしも設定した数のパケットが送信される

とは限りません。

　            　送信データが多い場合には、「MAXFRAME」が大きいほうが伝送効率が

あがりますが、相手局のターミナルの能率や電波状態による誤り発生

率を考慮して設定する必要があります。

　            　混雑した無線チャンネルでメッセージボードを運用する局は、なるべ

く変更しないで使用してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＢＯＤ パケットモード専用 2963

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＢ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： MBOD ON/OFF

　            　MB ON/OF



パラメーター： ON  … メッセージボードを使用可能にします。

(Ｋストリームをメッセージボードとして使用します。)

OFF … メッセージボードを使用禁止にします。

(Ｋストリームにコネクトを禁止します。)

文        例： MBOD ON

MB OF

関連コマンド： ＭＹＭＣＡＬＬ，ＤＡＹＴＩＭＥ

説        明： このコマンドを［ON］にすると、伝言板およびミニＢＢＳとして使用

できるメッセージボード機能を使用することができます。この場合、

必ず「MYMCALL」に専用のコールサインを設定しておいてください。

［OFF］のときは、メッセージボード機能は使用できません。また、

外部から「MYMCALL」にコネクトしようとすると、必ず［Busy］を返し

ます。

「MYMCALL」にコネクトされているときに、「MBOD」を［OFF］にして

も、ディスコネクトはおこないません。

また、コネクト中に「MBOD」を［OFF］から［ON］に切り換えても、

コネクトしている間は、メッセージボードは動作しません。ディスコ

ネクト後に動作を開始します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＣＯＭ パケットモード専用 2997

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＣＯＭ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MCOM ON/OFF

MCOM ON/OF

パラメーター： ON  … Ｉ、ＵＡ、Ｃ、Ｄ、ＤＭ等のすべてのフレームがモニターで

きます。

　            　OFF … Ｉ－フレームのみモニターできます。

文        例： MCOM ON

　            　MCOM OF

関連コマンド： ＭＡＬＬ，ＭＯＮＩＴＯＲ

説        明： ［OFF］時は、Ｉ－情報フレームだけを表示します。［ON］にすると、

Ｉ－情報、Ｃ－コネクト要求、Ｄ－ディスコネクト要求、ＵＡ－確認

応答、ＤＭ－拒否応答、その他Ｐ／Ｆ－ポール／ファイナルビット、

コマンド／レスポンスの別、シークエンス番号等を表示します。接続

状態の確認には大変便利です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＣＯＮ (MONITOR CONNECT) パケットモード専用 3021

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＣ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MCON ON/OFF

　            　MC ON/OF

パラメーター： ON  … コネクトされても他局のモニターを続行します。

　            　OFF … コネクトされたら他局のモニターをおこないません。

文        例： MCON ON



　            　MC OF

関連コマンド： ＭＡＬＬ，ＭＯＮＩＴＯＲ

説        明： このコマンドが［ON］のときには、コネクトされた後も、他局のモニ

ターを継続します。［OFF］のときにコネクトされると、他局のモニ

ターを中止しますが、ディスコネクトするとモニターを再開します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＥＭ ＦＡＸモードを除く 3042

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＥＭ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： MEM ON/OFF

　            　MEM ON/OF

パラメーター： ON  … ＣＷやＴＴＹのモードにおいて、ＭＥＭ機能が使用できる

メモリーエリアを確保します。

　            　OFF … パケットモードでメッセージボードの容量が最大限に利用

できます。

文        例： MEM ON

　            　MEM OF

関連コマンド： ＭＥＭｎ

説        明： ＣＷやＴＴＹモードで使用するメッセージメモリー用のＲＡＭ領域

を２．５ＫＢ分確保するためのコマンドです。

このコマンドを[0N]にすると、メッセージボードの容量が2,560バ

イト分減り、それが｢MEMn｣のメッセージメモリーに使用されます。

メッセージメモリーの残量が2,560バイト未満の場合は[ON]にする

ことはできません。

＊　このコマンドを[OFF]にしたままでも、メッセージメモリーを

　　使用できることがありますが、不安定な状態ですので、動作の

　　保証はされません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＥＭｎ（０～９） ＣＷ，ＴＴＹモード専用 3073

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＥＭn(０～９) 初期設定：　－ クラス：　Ｂ

コマンド書式： MEMn Text(240 Charactor MAX)

パラメーター： n 　…（０～９）のメッセージメモリーのチャンネル番号。

Text…送信する文章を半角で２４０文字以内で入力します。

文        例： MEM1 CQ CQ CQ

　            　MEM6 VVV VVV ﾎﾝｼﾞﾂﾊ ｾｲﾃﾝﾅﾘ

関連コマンド： ＭＥＭ

説        明： ｎはメッセージメモリーのチャンネル番号です。

テキスト文は半角文字で書き込みます。

ＣＷモードの場合は、テキスト文の中に＾のキャラクターを書き込

んでおくと、そのキャラクターを読み出したとき、送信を一時停止

します。停止時間は１８短点分の時間です。一時停止中にキー入力

をすると、その文字を送信したあと、再度１８短点分の停止時間に



もどって一時停止を続けます。

ＰＡＤＤＬＥ端子を使用して送信する場合も同様に動作します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＦＩＬＴＥＲ パケットモード専用 3100

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：ＭＦ 初期設定：　＄００ クラス：　Ｍ  

コマンド書式： MFILTER n1,n2,n3,n4

　            　MF n1,n2,n3,n4

パラメーター： n1,n2,n3,n4 … モニター中の受信パケットの中から、指定した文字(

n1～n4)を除去します。

文        例： MFILTER $1A

　            　MF $05、$1A

関連コマンド： ＡＦＩＬＴＥＲ

説        明： 受信パケットを表示するターミナルの都合上、送信されては困る文字

がある場合があります。特に制御コードには注意が必要で、表示がお

かしくなったりすることがあります。そこで、事前に受信パケットか

ら取り除きたい文字を指定しておことができます。指定は、最大４文

字で、カンマで区切って入力します。

　            　［$80］を設定すると、［CR］と［LF］以外の制御コードをすべて取

り除きます。

　            　モニター中に、突然にパソコンが異常な表示をするときは、一度［$8

0］に設定することをおすすめします。

　            　モニター中の受信パケットに対してのみ動作し、コネクト中の受信文

字に対しては動作しません。コネクト中の受信文字に対しては、「AFI

LTER」コマンドを使います。「MFILTER」を［0］にすることにより解

除できます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＨＣＬＥＡＲ (MONITOR HEADER CLEAR) パケットモード専用 3132

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＨＣ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： MHCLEAR

　            　MHC

パラメーター： なし

文        例： MHCLEAR

　            　MHC

関連コマンド： なし

説        明： モニターした局のリストをクリアーしたい場合に、このコマンドを実

行します｡

本機の電源を切った時も、リストは同様にクリアーされます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＨＥＡＲＤ (MONITOR HEADER) パケットモード専用 3152

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＨ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ



コマンド書式： MHEARD

　            　MH

パラメーター： なし

文        例： MHEARD

　            　MH

関連コマンド： ＤＡＹＴＩＭＥ，ＭＨＣＬＥＡＲ，ＭＳＴＡＭＰ

説        明： モニターした局のリストを表示することができます。

リストアップできる最大局数は１８局で、古い順に抹消されます。

デジピーターを介して受信した局には、* 印が付きます｡

「DAYTIME」コマンドで日付を設定している場合は、リストに時間が

付加されます。

このリストは、「MHCLEAR」コマンドを実行するか、本機の電源を切

るとクリアーされます。

※ 「MHEARD」の動作は、「MONITOR」コマンドが［OFF］の場合でも、常

時動作しています。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＩＮＥ パケットモード専用 3180

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＩ 初期設定：　なし クラス：　Ｄ

コマンド書式： MINE

　            　MI

パラメーター： なし

文        例： MINE

　            　MI

関連コマンド： ＦＩＬＥ，ＫＩＬＬ，ＬＩＳＴ，ＲＥＡＤ，ＷＲＩＴＥ

説        明： メッセージボード内にある自分宛、または自分発のメッセージをリス

ト表示します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＭＵＩ パケットモード専用 3199

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＭＵＩ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MMUI ON/OFF

MMUI ON/OF

パラメーター： ON  … 「MTCALL」コマンドで設定した局のＵＩ－フレーム(アンプ

ロト)のパケットをモニターします。

　            　OFF … 「MTCALL」コマンドで設定した局のＵＩ－フレームのパケッ

トはモニターしません。

文        例： MMUI ON

　            　MMUI OF

関連コマンド： ＭＣＯＭ，ＭＯＮＩＴＯＲ，ＭＴＣＡＬＬ，ＭＴＲ

説        明： 「MTCALL」コマンドによるモニターは、コネクト状態のデータのみを

モニターの対象としますが、そのままではアンプロトでＣＱなどを出



したことがわかりません。この機能は、対象局がディスコネクトし、

モニターしている局に対し、コネクトを促すためにＣＱ等を出したこ

とを知るためのものです。

※ 「MMUI」を［ON］にしたとき、「MCOM」コマンドも［ON］になってい

ると、Ｉ－フレームとＵＩ－フレーム以外のパケットもモニターしま

す。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＯＤＥ 3228

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＯＤＥ 初期設定：　ＡＵＴＯ クラス：　Ｌ

コマンド書式： MONITOR パラメータ

パラメーター： AUTO … ＦＳＫ１２００ボーと２４００ボー通信の自動切

り替え

CW … ”ＭＯＤＥ｢ＣＷＥ｣”と同じ

　            　CWE … 欧文ＣＷ

CWJ … 和文ＣＷ

CWA … 和文ＣＷで、和文／欧文の自動切り替え

TTY … ＴＴＹコマンドで設定されているモード

TTY R … ５単位ＲＴＴＹ（ＢＡＵＤＯＴ）

TTY A … ＡＳＣＩＩ

TTY T … ＴＯＲ（ＡＭＴＯＲ）Ｃ－ＦＥＣ

TTY S … ＴＯＲ（ＡＭＴＯＲ）Ｓ－ＦＥＣ

TTY L … ＴＯＲ（ＡＭＴＯＲ）モニターモード

WFAX … 受信専用の２階調の無線ＦＡＸ

FAX … モデムスルーモード

1200 … ＦＳＫの１２００ボーのパケット通信

2400 … ＦＳＫの２４００ボーのパケット通信

HF … ＳＳＢ用の通信ボーレート３００ボーのパケット

PSK … ＳＳＢとＦＭで１２００ボーの通信モード

JAS … マンチェスターコードで送信、ＰＳＫで受信

GMSK … ＧＭＳＫ互換、９６００ボーの高速パケット

9600 … ＦＩＲ方式（Ｇ３ＲＵＨ互換）、９６００ボーの

高速パケット

文        例： MODE 1200

MODE GMSK

MODE TTY S

関連コマンド： ＴＴＹ

説        明： 動作モードを切り替えるコマンドです。

＊　モードを切り替えるときは、メッセージボードにコネクトして

　　局が無いことを確認してから切り替えるようにして下さい。

　　（メッセージボードが動作するのはパケットモードだけです。

　　ＣＷモードなどに切り替わっている間は、動作が停止します。）

＊　ＪＡＳモードは受信はＰＳＫモードと同じですが、送信がアマ

　　チュア衛星との通信用にマンチェスターコードになります。

＊　｢MODE HF｣を使用して、３００ボーのパケット通信をおこなう場

　　合の同調操作は大変シビアです。２０Ｈｚ以上離調すると通信は

　　不能になると考えて下さい。しかし、それがこのモードの魅力

　　の一つなのかもしれません。

＊　通常、ＲＴＴＹと呼ばれているものは｢TTY R｣です。

＊　通常、ＡＭＴＯＲと呼ばれているものは｢TTY T｣です。

＊　｢TTY L｣は、ＡＭＴＯＲでのモードＡ（ＡＲＱモード）での通

　　信をモニターするための、受信専用のモードです。

＊　｢TTY T｣は、ＡＭＴＯＲでのモードＢ（ＦＥＣモード）での通



　　信で、送信にセルコールを使わない”コレクティブＦＥＣ”を

　　設定します。

＊　｢TTY S｣は、ＡＭＴＯＲでのモードＢ（ＦＥＣモード）での通

　　信で、送信にセルコールを使う”セレクティブＦＥＣ”を設定

　　します。ただし、アマチュア局ではほとんどは使われてはいな

　　いようです。

＊　｢TTY T｣と｢TTY S｣はモードＡ（ＡＲＱモード）での動作はどち

　　らも同じです。

＊　｢MODE WFAX｣はＦＡＸ専用のソフトが自動的に操作するためのモ

　　ードです。

＊　｢MODE 1200｣はＦＳＫ１２００ボーのパケット通信を行うモード

　　です。（今までの弊社のＴＮＣでは”ＭＯＤＥ　ＦＳＫ”でこの

　　モードになっていました）

                ＊　｢MODE 2400｣は２値ＦＳＫ２４００ボーのパケット通信をおこな

　　うモードです。

＊　｢MODE 9600｣はＧ３ＲＵＨ方式の９６００ボー高速パケットです。

＊　｢MODE GMSK]はＧ３ＲＵＨ方式に互換性のある９６００ボー高速

　　パケットです。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＯＮＩＴＯＲ パケットモード専用 3301

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｍ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MONITOR ON/OFF

　            　M ON/OF

パラメーター： ON  … パケット通信のモニターをする。

　            　OFF … パケット通信のモニターをしない。

文        例： MONITOR ON

　            　M OF

関連コマンド： ＢＵＤＬＩＳＴ，ＨＥＡＤＥＲＬＮ，ＬＣＡＬＬＳ，ＭＡＬＬ

ＭＣＯＮ，ＭＲＰＴ，ＭＳＴＡＭＰ，ＭＴＲ

説        明： ［ON］にすると、自局宛以外のパケットもモニターすることができま

す。

このコマンドを［OFF］にすると、「MHEARD」コマンド以外のすべて

のモニターを中止します。

※ パソコンによっては、電源を切る時に、このコマンドを［OFF］にし

ないと、メッセージボードが正常に動作しないことがあります。

くわしくは、「ＲＳＦＬＯＷ」コマンドの説明を参照してください。

※ このコマンドは、音声をモニターするためのものではありません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＲＣＡＬＬ (MONITOR RECEIVE CALL) パケットモード専用 3331

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＲＣ 初期設定：　－ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MRCALL ［コールサイン］

　            　MRC ［コールサイン］

パラメーター： ［コールサイン］ … 「MTCALL」コマンドの［コールサイン１］

 がコネクトしている相手のコールサイン。

文        例： MRCALL JA0xxx-1



　            　MRC JA1xxx-2

関連コマンド： ＭＭＵＩ，ＭＯＮＩＴＯＲ，ＭＴＣＡＬＬ，ＭＴＲ

説        明： 「MTCALL」コマンドは、データの送信局を指定し、単独で動作しまし

たが、このコマンドは、「MTCALL」の［コールサイン１］と組み合わ

せて使用し、コネクトの相手局を指定するためのものです。

　            　「MTR」を［OFF］にしてモニターしたときに、下記のように表示され

た場合を例にとると、

　            　　　JA1△△△>JA0○×△-2:　(デジピートされてきたときには、ここ

　　 にデジピートの局名がでます。)

　            　というようにモニターされた場合には、JA1△△△とJA0○×△-2の２

局がコネクト状態にあり、JA1△△△がJA0○×△-2に向けてパケット

を送信したことを示しています。

　            　「MRCALL」にJA0○×△-2を設定したときに、「MTCALL」コマンドの

［コールサイン１］にJA1△△△が設定されていれば、JA1△△△とJA

0○×△-2の間のパケットがモニターされます。

　            　なお、「MRCALL」に局名が設定されたときは、「MTCALL」コマンドの

［コールサイン２］と「MMUI」の機能は意味を持ちません。つまり、

「MTCALL」コマンドの［コールサイン１］と「MRCALL」の２局がコネ

クト状態で送受信するデータのみモニターします。

　            　この機能はどちらかが、ＮＥＴ／ＲＯＭの場合を考慮したものです。

「MTCALL」コマンドの［コールサイン１］と「MRCALL」に書き込みす

る局名は、それぞれを入れ替えても同等に作動します。

　            　このコマンドは、「MTCALL」コマンドの補助パラメーターを設定する

ものですので、単独で使用することはできません。

　            　設定を解除したい場合には、先頭に［%］あるいは［&］を入力してく

ださい。

※ ＮＥＴ／ＲＯＭは、米国のSOFTWARE 2000 INCの商標です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＲＰＴ (MONITOR REPEATER) パケットモード専用 3382

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＲ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MRPT ON/OFF

　            　MR ON/OF

パラメーター： ON  … デジピートルートを含めてヘッダーを表示します。

　            　OFF … デジピートルートを含まないヘッダーを表示します。

文        例： MRPT ON

　            　MR OF

関連コマンド： ＨＥＡＤＥＲＬＮ

説        明： ［ON］にすると、ヘッダーにデジピートルートを含めて表示するよう

になります。デジピートルートが表示されていて、かつ受信パケット

がデジピーター局からのものであれば、［*］が付加されます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＳＴＡＭＰ (MONITOR STAMP) パケットモード専用 3403



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＳ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MSTAMP ON/OFF

　            　MS ON/OF

パラメーター： ON  … モニターしたフレームヘッダーに日付と時間を付けます。

　            　OFF … モニターしたフレームヘッダーに日付と時間を付けません。

文        例： MSTAMP ON

　            　MS OF

関連コマンド： ＣＯＮＳＴＡＭＰ，ＤＡＹＴＩＭＥ，ＤＡＹＵＳＡ

ＨＥＡＤＥＲＬＮ

説        明： ［ON］にすると、モニターしたフレームヘッダーにタイムスタンプ(

日付と時間)を付加しまうす。ただし、「DAYTIME」コマンドによって

内部時計を合わせておく必要があります。

［OFF］の場合、

　            　  JA1◇◇◇>JA1☆☆☆:Hi ken !

　            　  JA1☆☆☆>JA1◇◇◇:How are you?

［ON］の場合

JA1◇◇◇>JA1☆☆☆ 08/25/90 21:08:19:Hi ken !

JA1☆☆☆>JA1◇◇◇ 08/25/90 21:09:00:How are you?

となります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＴＣＡＬＬ 　　　(MONITOR TRANSMIT CALL) パケットモード専用 3435

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＴＣ 初期設定：　－ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MTCALL ［コールサイン１］,［コールサイン２］

　            　MTC ［コールサイン１］,［コールサイン２］

パラメーター： ［コールサイン１］

［コールサイン２］ … 対象とするコールサイン

文        例： MTCALL JA1△△△ MTC JA0○×△-2

　            　MTC JA1△△△,JA0○×△-2

関連コマンド： ＭＴＲ，ＭＲＣＡＬＬ，ＭＭＵＩ，ＭＯＮＩＴＯＲ

説        明： 特殊モニターのコールサイン設定用。モニタートランスミットステー

ションコールの設定コマンドです。

　            　ここで設定するコールサインは、交信中の送信側として動作している

局を設定することによって、その局が送信するデータのヘッダー、フ

レーム番号、リトライ時の重復等を処理してモニターします。

ＲＢＢＳのコールサインを設定しておけば、ＲＢＢＳが他局に向けて

送出しているデータを、すぐに利用可能な状態でモニターすることが

できます。(JA1△△△>JA0○×△-2のとき、JA1△△△を指定すると

その局の送出するデータをモニターします。)

　            　この機能自体のＯＮ／ＯＦＦは、通常「MTR」コマンドでおこないま

すが、コールサインが未設定のときに、コールサインを設定すれば、

自動的に「MTR」コマンドを［ON］にします。また、コールサインを

取り消せば、自動的に「MTR」コマンドは［OFF］になります。



　            　［コールサイン１］と［コールサイン２］は同時に動作します。また

［コールサイン１］だけの設定も可能です。

JA1△△△>JA0○×△-2のとき、

　            　      MTC JA1△△△,JA0○×△-2

　            　と設定すれば、この２局間のチャットなどが、そのままモニターでき

ます。

　            　なお、同一周波数で対象の２局が、それぞれ別の局とコネクトしてい

るときには、モニターされる文書が混同することがあります。通常は

別の周波数のＢＢＳ局名を２局分設定して使います。

　            　この機能は、対象局がコネクト状態のときにのみ機能します。対象局

以外の送信するパケットはすべて無視します。「MTCALL」に設定した

コールサインは、相手が誰であろうと、その局がコネクト状態で送信

するデータをモニターしてしまいます。

　            　特定の２局間でおこなわれる通信のみをモニターしたいときは、「MTC

ALL」の［コールサイン１］と「MRCALL」コマンドの［コールサイン

］に、その２局のコールサインを設定してください。

　            　パラメーターを消去したい場合は、先頭に［%］あるいは［&］を入力

してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＴＥＸＴ (MESSAGE BOARD TEXT) パケットモード専用 3494

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＴ 初期設定：　標準メッセージ クラス：　Ｂ

コマンド書式： MTEXT ［テキスト文(最大半角２３９文字)］

　            　MT ［テキスト文］

パラメーター： ［テキスト文］ … メッセージボードにコネクトされたときに

標準メッセージ文章に送信したいメッセー

ジを半角２３９文字以内で入力します。

文        例： MTEXT Welcome to JA1□□□'s message board

　            　MT Welcome to JA1□□□'s message board

関連コマンド： ＭＢＯＤ，ＰＡＳＳ

説        明： メッセージボードにコネクトされたときに出すメッセージは、文例に

示す部分を書き替えることがきます。書き替える文章は、最大半角２

３９文字以内で入力します。内容を消去して、標準メッセージ文章に

戻したい場合には、［%］あるいは［&］をテキスト文の先頭に入力

します。

　            　２３９文字を超えるとエラーとなります。複数行におよぶメッセージ

を送信したい場合 には、「PASS」コマンドで設定したコード(初期値 C

TRL-V)を［CR］コードの前に挿入し、つづけて［CR］コードを入力す

れば、この［CR］コードはメッセージの終了ではなく、メッセージの

一部として扱われます。

※ 標準メッセージ文章の中で、"JA1□□□"の部分には、自動的に「MYMC

ALL」コマンドせ設定したコールサインから、ＳＳＩＤの部分を削除

したコールサインが使用されます。

※ 文字数は半角の数です。全角(２バイトコード)の場合は、半分にして

ください。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＴＲ パケットモード専用 3531

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＴＲ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｍ

コマンド書式： MTR ON/OFF

MTR ON/OF

パラメーター： ON  … 「MTCALL」コマンドで設定された２局以内の対象局と「MRCAL

L」コマンドで設定された対象局を、特殊機能でモニターし

ます。

　            　OFF … 特殊モニターを中止する。

文        例： MTR ON

　            　MTR OF

関連コマンド： ＭＴＣＡＬＬ，ＭＲＣＡＬＬ，ＭＯＮＩＴＯＲ，ＭＭＵＩ

説        明： 「MTCALL」、「MRCALL」コマンドで設定した対象局のモニターをＯＮ

／ＯＦＦするコマンドです。

　            　「MTCALL」コマンドが設定されていないときには、［ON］指定はでき

ません。「MTCALL」の局名を変更したときには、自動的に［ON］にな

り、消去したときには自動的に［OFF］になります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＹＡＬＩＡＳ パケットモード専用 3557

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＹＡ 初期設定：　－ クラス：　Ｉ

コマンド書式： MYALIAS ［コールサイン］

　            　MYA ［コールサイン］

パラメーター： ［コールサイン］ … デジピーター専用のコールサインを設定し

ます。ＳＳＩＤが必要なら設定します。

文        例： MYALIAS JA1xxx

　            　MYA YOK-2

関連コマンド：　ＨＩＤ，ＩＤ，ＤＩＧＩＰＥＡＴ，ＭＹＣＡＬＬ，ＭＹＭＣＡＬＬ

説        明： 「MYCALL」コマンドで設定するコールサインとは別に、デジピーター

として使用されるときだけに有効な専用のコールサインを設定できま

す。ＳＳＩＤ(ｻﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ ID)は、０～１５までオプションとして付ける

ことができます。

コールサインの消去は、先頭に［%］または［&］を入力することで消

去できます。

※ 「MYALIAS」に自分のコールサイン以外のものを設定したときは、「H

ID」コマンドを［ON］にして、どの局がデジピートしているのかを表

示してください。このコールサインは設定しなくても、ＴＮＣ体の動

作には問題ありません。

※ 「MYCALL」コマンドとは、別コールサイン(－ｎ)にしてください。「M

YCALL」コマンドは「MYALIAS」と同じように、デジピーターのコール

サインとして動作します。同じ周波数に同じコールサインが存在する

ことになると、本機は正常な動作をいたしません。ただし、「MYMCAL

L」コマンドと同じコールサインに設定して、「MYMCALL」コマンドを



デジピーターとして動作させることはできます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＹＣＡＬＬ パケットモード専用 3594

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＹ 初期設定：　ＮＯＣＡＬＬ クラス：　Ｉ

コマンド書式： MYCALL ［コールサイン］

　            　MY ［コールサイン］

パラメーター： ［コールサイン］ … 自局のコールサイン

文        例： MYCALL JA1◇◇◇

　            　MY JA1◇◇◇-2

関連コマンド： ＣＯＮＮＥＣＴ，ＨＩＤ，ＩＤ，ＭＹＡＬＩＡＳ，ＭＹＭＣＡＬＬ

　            　ＸＭＩＴＯＫ

説        明： 自局のコールサインを設定します。

コールサインは、最大６文字まで入力でき、必ず半角・英数文字で入

力します。 また、ＳＳＩＤ(ｻﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ ID)を０～１５までオプション

として付けることができます。これは１つしかないコールサインを、

通常運用、デジピーター用、メッセージボード用などに使い分ける場

合に付加します。なお、「MYCALL」はデジピーター用のコールサイン

としても動作します｡

※ 「MYCALL」が設定されていないと、送信はできませんので注意してく

ださい。「MYCALL」を設定せずに「CONNECT」コマンドを実行すると、

　　？ｎｅｅｄ　ＭＹＣＡＬＬ

　　(「KNJ」コマンドが［ON］の場合は、MYCALLを設定してください)

と警告文を表示します。

※ 「MYMCALL」および「MYALIAS」と同じコールサインは設定しないでく

ださい。ＳＳＩＤを付加するなどして、別のコールサインを設定しな

いと、本機は正常な動作をおこないません。

「MYMCALL」と同じコールサインを設定すると、

　　Ｃａｌｌ　Ｄｕｐｌｉｃａｔｅ！

　　(「KNJ」コマンドが［ON］の場合は、ｺｰﾙｻｲﾝが重複しています)

と警告文を表示します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＭＹＭＣＡＬＬ パケットモード専用 3637

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＭＹＭ 初期設定：　－ クラス：　Ｉ

コマンド書式： MYMCALL ［コールサイン］

　            　MYM ［コールサイン］

パラメーター： ［コールサイン］ … メッセージボード用の自局のコールサイン

文        例： MYMCALL JA1△△△

　            　MYM JA1△△△-2

関連コマンド： ＭＹＡＬＩＡＳ，ＭＢＯＤ，ＭＹＣＡＬＬ

説        明： メッセージボード専用のコールサインを設定します。



このコールサインが設定されていないと、メッセージボードは使用で

きません。通常は、自局のコールサインの後に、［-1］、［-2］等の

ＳＳＩＤを付けて使用します。ＳＳＩＤ(ｻﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ ID)は、０～１５

までオプションとして付けることができます。

メッセージボードを使用する場合には、「MBOD」コマンドを［ON］に

設定してください。

コールサインの消去は、先頭に［&］または［%］を入力することで消

去できます。

※ 「MYCALL」コマンドと同じコールサインは設定しないでください。

「MYCALL」コマンドと同じコールサインを設定すると、

　　Ｃａｌｌ　Ｄｕｐｌｉｃａｔｅ！

　　(「ＫＮＪ」コマンドがＯＮの場合は、ｺｰﾙｻｲﾝが重複しています)

と警告文を表示します。

※ 「MYMCALL」と「MYCALL」コマンドに同じコールサインを設定すると

本機は正常な動作をおこないません。ＳＳＩＤを付加したコールサ

インを設定してください。

※ ＳＳＩＤに「-0」を設定することはできますが、「-0」はＳＳＩＤの

ないコールサインと同じと見なしますので、「MYCALL」コマンドにＳ

ＳＩＤのないコールサインを設定している場合は、コールサインが重

複していることになります。

※ メッセージボードは、Ｋストリームです。「MYCALL(Ａストリーム～

Ｊストリーム)」と同時に、マルチタスクで動作します。 このため、

「MYCALL」と同じコールサインを設定すると、同じ周波数に同名のＴ

ＮＣが存在することになり、動作に不都合が発生します。

※ 「MYMCALL」は、デジピーターとしては動作しません。ただし、「MYA

LIAS」コマンドに「MYMCALL」と同じコールサインを設定して、「MYM

CALL」をデジピーターとして動作させることはできます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＮＥＷＭＯＤＥ パケットモード専用 3692

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＮＥ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： NEWMODE ON/OFF

NE ON/OF

パラメーター： ON  … コネクトコマンドを入力すると、「CONMODE」コマンドで

指定したモードに直ちに移行します。ディスコネクトされる

と、自動的にコマンドモードに戻ります。

　            　OFF … コネクトコマンドを入力し、相手局からの確認パケットが

送信され、コネクトが完了すると「CONMODE」コマンドで

指定したモードに移行します。ディスコネクトされてもコマ

ンドモードには戻りません。

文        例：　NEWMODE ON

NE OF

関連コマンド： ＣＯＮＭＯＤＥ，ＮＯＭＯＤＥ，ＣＯＮＮＥＣＴ

説        明： このコマンドは、「CONNECT」コマンドを入力したときと、実際に

コネクト、ディスコネクトするときに、ＴＮＣのモードをどのよう



に変化させるかを設定します。

マルチコネクトを使用するときは、これを［OFF］にするか、あるい

は「NOMODE」コマンドを［ON］にしておかないと、1つの局とディス

コネクトするたびにコマンドモードに戻ってしまいます。

　            　※Ａ～Ｋのいずれのストリームに切り替えられていたとしても、メッ

　セージボード(Ｋストリーム)に対してコネクトやディスコネクトが

　起きても、それに起因するモードの変化は起きません。

　ただし、Ｋストリームを使ってコネクトコマンドを実行すると、

　「NEWMODE」コマンドの設定にもとずき「CONMODE」コマンドでで指

　定したモードへの移行だけはおこなわれますが、ディスコネクトさ

　れてもコマンドモードへは戻りません。

　            　※あらかじめ作成したデータや文書等をアップロードするときは、

　「NEWMODE」コマンドを［OFF］にするか、Ｋストリームを使うと、

　突然に予期せぬディスコネクトが起きたときにＴＮＣのパラメー

　ターを書き換えてしまう等の事故を防ぐ事ができます。

　このとき「TXUIFRAM」コマンドを［OFF］にしておくと、余分な

　アンプロトのパケットの送信を防ぐことができます。ただし、

　Ｋストリームを使うと、「TOUT」コマンドの動作によってチェック

　をおこなわずにディスコネクトすることがありますのでご注意くだ

　さい。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＮＯＭＯＤＥ パケットモード専用 3740

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＮＯ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： NOMODE ON/OFF

NO ON/OF

パラメーター： ON  … 「CONMODE」、「NEWMODE」コマンドで設定したモードへ自動

移行させません。

OFF …　「CONMODE」、「NEWMODE」で設定したモードへ自動移行させ

ます。

文        例： NOMODE ON

NO OF

関連コマンド：　ＣＯＮＭＯＤＥ，ＮＥＷＭＯＤＥ

説        明： ＴＮＣはコネクト要求を出したり受けたりすると、「CONMODE」、

「NEWMODE」にしたがって自動的にモードを移行させます。このよう

な自動モード移行をしたくない場合は、このコマンドを［ON］にする

と自動移行しなくなります。

通常は［OFF］で使用するのが一般的です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＮＵＣＲ パケットモード専用 3766

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＮＵ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： NUCR ON/OFF

NU ON/OF

パラメーター： ON  … ＣＲコードを受信すると、「NULLS」コマンドで設定した数の

ヌルコードをターミナルへ送ります。

OFF … ＣＲコードにヌルコードを加えません。



文        例： NUCR ON

NU OF

関連コマンド：　ＮＵＬＦ，ＮＵＬＬＳ

説        明： 使用するターミナルが特殊で、ＣＲコードを受けとってから改行動作

が遅く、ＣＲコードに続く文字が表示できない場合には［ON］にしま

す。「NULLS」コマンドで設定した数のヌルコードをターミナルに送

り時間調整をおこないます。

　            　通常は［OFF］で使用します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＮＵＬＦ パケットモード専用 3791

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＮＵＬ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： NULF ON/OFF

NUL ON/OF

パラメーター： ON  … ＬＦコードを受信すると、「NULLS」コマンドで設定した数の

ヌルコードをターミナルへ送ります。

OFF … ＬＦコードにヌルコードを加えません。

文        例： NULF ON

NUL OF

関連コマンド： ＮＵＣＲ，ＮＵＬＬＳ

説        明：　「NUCR」コマンド同様、使用するターミナルが特殊で、ＬＦコードを

受け取ってから改行動作が遅く、ＬＦコードに続く文字が表示できな

い場合には［ON］にします。「NULLS」コマンドで設定した数のヌル

コードをターミナルに送り時間調整をおこないます。

　            　通常は［OFF］で使用します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＮＵＬＬＳ パケットモード専用 3816

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＮＵＬＬ 初期設定：　０ クラス：　Ａ

コマンド書式： NULLS n(0～30)

NULL n(0～30)

パラメーター： n  … 「NUCR」、「NULF」コマンドで使用するヌルコードの数を

設定します。

文        例： NULLS 10

NULL 15

関連コマンド： ＮＵＣＲ，ＮＵＬＦ

説        明： 「NUCR」、「NULF」コマンドを［ON］で使用する場合の時間調整の

ヌルコードの数を設定します。

実際に何個のヌルコードが必要かは、使用する特殊ターミナルのマ

ニュアルを確認して設定してください。

最近のターミナルを使用していれば、このコマンドは使用する必要は

ないと思います。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＡＣＬＥＮ (PACKET LENGTH) パケットモード専用 3841

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｐ 初期設定：　１２８ クラス：　Ｌ

コマンド書式： PACLEN n(0～255)

　            　P n(0～255)

パラメーター： n … パケットの最大データ数の設定をします。入力文字が［n］

で設定された数になると、自動的にパケットを構成して送信

します。

文        例： PACLEN 250

　            　P 64

関連コマンド： ＭＡＸＦＲＡＭＥ

説        明： 送信するパケットの最大文字数をバイト数で設定します。パケット送

信条件は、［CR］コードを入力するか、この「PACLEN」で設定した最

大文字数に入力文字が達した場合です。

　            　コンバースモード、トランスペアレントモードのどちらのモードでも

意味を持ちます。

　            　「PACLEN」で設定する文字数は大きくすれば伝送効率は上がります。

しかし、使用する環境、周波数などによる誤り発生を考慮した最適値

を設定する必要があるのです。この最適値は、時間と共に変化する可

能性があります。

　            　混雑した無線チャンネルでメッセージボードを運用する局は、なるべ

くこの値を変えないでください。もしも、変えるときには、［160］

程度にしておくのがよいでしょう。

　            　［0］を設定しますと最大値の［255］として動作します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＡＣＴＩＭＥ パケットモード専用 3875

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＰＡＣＴ 初期設定：　ＡＦＴＥＲ  １０ クラス：　Ｔ

コマンド書式： PACTIME EVERY/AFTER n(0～250)

　            　PACT E/A n(0～250)

パラメーター： EVERON/OF  … ［n×100mS］毎にパケットを自動送信します。

　            　AFTER n … ［n×100mS］以上の時間、入力がなくなるとパケッ

トを送信します。

文        例： PACTIME EVERY 50

　            　PACT A 20

関連コマンド： ＣＰＡＣＴＩＭＥ，ＴＲＡＮＳ

説        明： このコマンドは、トランスペアレントモードでパケットを送信するタ

イミングを設定します。

　            　［EVERY］では、入力データは［n］で設定した時間ごとにパケットに

して送信します。もちろん、入力がなければ送信しません。

　            　［AFTER］では、［n］で指定した時間の間、入力が中断すると、それ

までに入力した部分を送信します。［n］の単位は１００ミリ秒です。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＡＲＩＴＹ 3901

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＰＡＲ 初期設定：　０ クラス：　Ａ

コマンド書式： PARITON/OF(0～3)

　            　PAR n(0～3)

パラメーター： n … パリティーチェックの方式を設定します。

0 … ﾊﾟﾘﾃｨｰなし

1 … 奇数ﾊﾟﾘﾃｨｰ

2 … ﾊﾟﾘﾃｨｰなし

3 … 偶数ﾊﾟﾘﾃｨｰ

文        例： PARITY 0

　            　PAR 3

関連コマンド： ＡＷＬＥＮ，８ＢＩＴＣＯＮＶ，ＲＥＳＴＡＲＴ

説        明： ターミナルのパリティーチェックの方式を設定します。パリティーは

［パリティーなし］、［奇数パリティー］、［偶数パリティー］を設

定できます。このコマンドは、「RESTART」コマンドを実行するか電

源を切ると、設定されたパリティー方式になります。

この時点で、当然ターミナル側も設定に合わせます。

　            　国産のパソコンでの使用は、初期設定の［0］のままで差し支えあり

ません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＡＳＳ パケットモード専用 3930

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＰＡＳ 初期設定　＄１６（CTRL-V） クラス：Ｃ

コマンド書式： PASS n(0～$7F)

　            　PAS n(0～$7F)

パラメーター： n … パス機能を実行させるキーを設定します。

文        例： PASS $17

　            　PAS $15

関連コマンド： ＢＴＥＸＴ，ＣＴＥＸＴ，ＤＴＥＸＴ，ＭＴＥＸＴ

説        明： ＴＮＣには、特定の動作のためにいくつかの制御コードがあります。

この制御コードは、パケットデータとして送ることができません。例

えば、［CTRL-C］を送ろうとすると、ＴＮＣはコマンドモードへ移行

してしまいます。そこで、たとえ制御コードがあってもデータとして

送ることができるように、この「PASS」が用意されています。

「PASS」で設定したキーを、送りたい制御コードの前に入力し続けて

制御コードを入力すると、この制御コードは、データとして送信する

ことができます。

　            　「PASS」の機能を使うと、「BTEXT」、「CTEXT」、「DTEXT」や、「MT

EXT」の各コマンドの中に、［CR(改行)］コードを含めたメッセージ

にすることが可能になります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＡＳＳＡＬＬ パケットモード専用 3960

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



略語：　ＰＡＳＳＡ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： PASSALL ON/OFF

　            　PASSA ON/OF

パラメーター： ON  … 受信パケットにエラーがあってもパケットを受け取ります。

　            　OFF … 受信パケットにエラーがあればパケットを受け取りません。

文        例： PASSALL ON

　            　PASSA OF

関連コマンド： ＭＨＥＡＲＤ，ＲＥＴＲＹ

説        明： ＡＸ.２５パケット通信では、ＣＲＣコードと呼ばれる誤り制御方式

を用いたＦＣＳ(フレームチェックシークエンス)で、各フレームの誤

り検出をします。通常は、［OFF］にすると、ＣＲＣ演算の結果、エ

ラーと判断されると、そのパケットはデータとして受付ません。再送

要求します。

　            　電波状態が悪く何回再送しても、エラーが多く能率が上がらないとき

には、「PASSALL」を［ON］とすると、エラーパケットでも受け入れ

ます。このときは、「MHEARD」コマンドの記録はおこないません。一

時的に［ON］にしたとしても、エラーフリー通信の特徴を出すために

その通信が終了した後には、必ず［OFF］に戻しておいてください。

使用するターミナルソフトによっては、ハングアップ状態になる場合

がありますのでご承知ください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＥＲＳＩＳＴ パケットモード専用 3991

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＰＥ 初期設定：　１２７ クラス：　Ｔ　

コマンド書式： PERSIST n(0～255)

  PE n(0～255)

パラメーター： n … P-persisten CAMS方式の確率を設定します。

文　　　　例： PERSIST 70

PER 50

関連コマンド： ＰＰＥＲＳＩＳＴ，ＳＬＯＴＴＩＭＥ

説        明： ＣＳＭＡ(Carrier Sense Multiple access)搬送波検出の略です。

通常の方式(Persisten CSMA)、とＰ－Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎ方式の２方

式が切り替え使用できるようになっています。このコマンドは送出の

確率Ｐを設定するコマンドです。確率Ｐとパラメーター［n］の関係

は、次の方式で計算されます。

Ｐ＝（ｎ＋１）／２５６

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＰＥＲＳＩＳＴ 4015

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＰＰ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｔ

コマンド書式： PPERSIST ON/OFF

PP ON/OF

パラメーター： ON  …　「PERSIST」コマンドと「SLOTTIME」コマンドで設定された

ランダム値にて、ＰＴＴをＯＮにする。



OFF …　一般の搬送波検出方式でＰＴＴをＯＮにする。

文        例： PPERSIST ON

PP OF

関連コマンド： ＤＷＡＩＴ，ＰＥＲＳＩＳＴ，ＳＬＯＴＴＩＭＥ

説        明： 通常のＣＳＭＡでは、「DWAIT」コマンドの設定時間を待って搬送波

検出をして、空いていればすぐにＰＴＴをＯＮにします。

このコマンドを［ON］にすると、空いたときから「SLOTTIME」コマン

ドと「PERSIST」コマンドによって計算されたランダム時間を待って

からＰＴＴをＯＮにします。

　            　ＢＢＳの多い周波数では、このコマンドを［ON］にした方がパケット

の衝突は少なくなると思われます。

「PPERSIST」を［ON］にしますと、「DWAIT」コマンドの設定値は常

に［0］として動作します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＰＴＴ ＣＷモード専用 4044

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語： ＰＴＴ        初期設定：　０ クラス：　Ｂ

コマンド書式：　PTT n(0～120)

パラメーター： n　… 送信データが無くなってから、ＰＴＴをＯＦＦにするまで

の時間を、ｎ×１００ｍＳで設定します。

文        例： PTT 15

PTT 0

関連コマンド： なし

説        明： ＰＴＴ出力を自動的にＯＮ／ＯＦＦしたいとき、送信データがなくな

ってからＰＴＴをＯＦＦにするまでの時間を設定します。

｢０｣を設定すると、ＰＴＴ出力は下記のコンピュータのキーボードか

らの直接コマンドのみで制御されます。

ＣＴＲＬ－Ｔ　　ＰＴＴをＯＮ

ＣＴＲＬ－Ｒ　　ＰＴＴをＯＦＦ

尚、この制御ができるのはパラメータに｢０｣を設定した場合のみであ

り、その他のパラメータでは動作の保証はいたしません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＡＤＩＯ 4070

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語： ＲＡＤ 初期設定：　１ クラス：　Ｌ

コマンド書式：　RADIO n(1～2)

パラメーター： n　… 使用するＲＡＤＩＯポートの選択

文        例： RADIO 1

RAD 2

関連コマンド： なし

説        明： ＴＮＣ－５５５は通信出使用できるＲＡＤＩＯポートが２系統用意

されていますので、そのどちらを使用するかの選択をするコマンド

です。



ハンディ端子を使用するときはＲＡＤＩＯ２を選択して下さい。

（接続の詳細は、ＴＮＣ－５５５説明書の各「無線機のつなぎかた

」を参照してください。）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＡＭＴＥＳＴ パケットモード専用 4092

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語： ＲＡＭＴＥＳＴ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式：　RAMTEST

パラメーター： なし

文        例： RAMTEST

関連コマンド： ＡＢＡＵＤ，ＲＥＳＥＴ，ＲＥＳＴＡＲＴ

説        明： 本来は、ＴＮＣの中で使われているＲＡＭの動作テストのためのコマ

ンドです。このコマンドの実行によりＴＮＣに設定されているデータ

をすべて消去し、パラメーターを初期値に戻し約１０秒後にＲＥＳＴ

ＡＲＴします。

　            　メッセージボードはすべて消去され、「DAYTIME」コマンドの再設定

も必要になります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＡＮＤ ＣＷモード専用 4113

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語： ＲＡＮＤ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式：　RAND

パラメーター： なし

文        例： RAND

関連コマンド： なし

説        明： ＣＷの受信練習用のランダムジェネレータを起動させます。

ランダムコードは、そのときのモードに対応します。ＣＷＡモードの

ときは、欧文となります。

動作の停止は、ＣＴＲＬ－Ｃで行われ、同時にコマンドモードに復帰

します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＡＤ パケットモード専用 4134

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｒ 初期設定：　なし クラス：　Ｄ

コマンド書式： READ パラメーター

R n

R n,n,n,...n

パラメーター： n  … 読もうとするメッセージ番号

文        例： READ 1

R 2

R 3,4,5.....7



関連コマンド： ＦＩＬＥ，ＫＩＬＬ，ＬＩＳＴ，ＭＩＮＥ，ＷＲＩＴＥ

説        明： メッセージボード内のメッセージを読むためのコマンドです。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＣＯＮＮＥＣ (RE-CONNECT) パケットモード専用 4154

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＥＣ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： RECONNEC call VIA call1,call2,call3,～call8

REC call VIA call1,call2,call3,～call8

パラメーター： デジピートルートを変更したい局を入力します。

文        例： RECONNEC JA1◇◇◇VIA JA1☆☆☆,JA1◎◎◎

REC JA1◇◇◇VIA JA1☆☆☆,JA1◎◎◎

関連コマンド： ＣＯＮＮＥＣＴ，ＤＩＳＣＯＮＮＥ

説        明：　相手局とコネクト状態にあるときディスコネクトしないでデジピート

ルートなどを変更する場合に、このコマンドを使用します。例えば、

直接コネクトしていて、途中電波状態が悪くなりリトライが多く相手

局との間にデジピート局を入れたいときなどに使用します。

　            　このコマンドは、コネクトしていないと動作しません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＤＩＳＰＬＡ (RE-DISPLAY) パケットモード専用 4177

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＥＤ 初期設定：　＄１２（ＣＴＲＬ－Ｒ） クラス：　Ｃ

コマンド書式： REDISPLA n(0～$7F)

RED n(0～$7F)

パラメーター： n　…　入力途中でデータを再表示させる文字コードを設定します。

文        例： REDISPLA $13

RED $11

関連コマンド： ＦＬＯＷ

説        明： コンバースモードでＱＳＯしている場合、キー入力はその行が完全に

入力し終るまでパケットを受信しても、表示されません。

(「FLOW」コマンドが［ON］の時）

特に、長い文章を入力していると受信パケットが気になります。

このような場合、入力途中で「REDISPLA」で設定した文字コードを入

力すると、受信パケットを表示するとともに、今まで、入力した文章

を改めて表示します。もちろん、入力は続けておこなえます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＬＩＮＫ パケットモード専用 4201

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＥＬ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： RELINK ON/OFF

　            　REL ON/OF

パラメーター：　ON  …　再送信回数が規定回数となると、再びコネクト要求を送信し

ます。



OFF …　再送信回数が規定回数となると、ディスコネクトする。

文        例： RELINK ON

REL OF

関連コマンド：　ＣＯＮＰＥＲＭ，ＲＥＴＲＹ，ＴＲＩＥＳ

説        明：　Ｉフレームを送信した後に、「RETRY」コマンドで設定された回数だ

け再送信をおこない、その後どのような動作をするかを指定します。

「CONPERM」コマンドは、コネクト中でなければ［ON］にはできませ

んが、このコマンドは、いつでも［ON］することができます。ただ

し、このコマンドはマルチコネクトによってチャットをしているとき

に、ディスコネクトを防止するために作られたコマンドです。使用に

は注意が必要です。

　            　「CONPERM」コマンドとは違って、再コネクト要求が規定回数になっ

たときはディスコネクトします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＰＴ CW､TTY ﾓｰﾄﾞ(ARQ,S-FECは除く)専用 4231

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＥＰＴ 初期設定：　０ クラス：　Ｂ

コマンド書式： REPT n(0～65535)

パラメーター：　n　… メモリーチャンネルのリピート送信間隔をｎ×１秒で設定

します。

文        例： REPT 30

REPT 0

関連コマンド：　なし

説        明：　このパラメータを｢０｣以外にすると、メモリーチャンネル１をリピ

ート送信することができます。

ｎの値は、メモリーチャンネル１を送信終了するのに必要な時間よ

りも大きく設定してください。

＊　リピートを中止するには、次のいずれかの方法で行うことがで

　　きます

１．　キーボードのいずれかのＫＥＹを押す。

２．　ＰＡＤＤＬＥをＯＮする。

３．　ＣＴＲＬ－Ｃでコマンドモードに戻す。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＳＥＴ パケットモード専用 4258

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＥＳＥＴ 初期設定：  － クラス：　Ｄ

コマンド書式： RESET

パラメーター： なし

文        例： RESET

関連コマンド： ＲＡＭＴＥＳＴ，ＲＥＳＴＡＲＴ

説        明： ＴＮＣに設定されているパラメーターを初期値に戻すコマンドです。

このコマンドを実行しても、メッセージボードに書き込まれている



データは消えません。「DAYTIME」コマンドの設定も変わりません。

しかし、それ以外のパラメーターは消去され初期値に戻ります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＳＰＴＩＭＥ パケットモード専用 4277

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＥＳ 初期設定：　５ クラス：　Ｔ

コマンド書式： RESPTIME n(0～250)

RES n(0～250)

パラメーター： n …　確認パケットの遅延時間を［n×100mS］で設定します。

文        例：　RESPTIME 5

RES 10

関連コマンド：　ＤＷＡＩＴ

説        明： 自局宛の情報パケットを受信してから、確認パケットを送信するまで

の時間を［n×0.1秒］で設定します。ただし、これは何らかの原因で

情報パケットを受信直後に確認パケットを送信できなかったときに動

作します。また、時間をカウント中にＲＲまたはＲＮＲフレームを

受信するとその時点でカウント動作を停止し、ただちに確認パケット

を送信します。

このタイマーによる確認パケットの送信は非常に希な事です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＳＴＡＲＴ パケットモード専用 4302

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＥＳＴＡＲＴ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： RESTART

パラメーター： なし

文        例： RESTART

関連コマンド： ＲＡＭＴＥＳＴ，ＲＥＳＥＴ

説        明： ＴＮＣの電源を一度ＯＦＦにして、再びＯＮにするのと同じ効果があ

ります。

バッテリーバックアップされたＲＡＭのパラメーターの内容や、

メッセージボード、マクロテキスト、メモリーデータなどの内容は

そのまま保存されます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＥＴＲＹ パケットモード専用 4322

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＥ 初期設定：　１０ クラス：　Ｌ

コマンド書式： RETRON/OF(0～15)

RE n(0～15)

パラメーター： n …　リトライ送信の回数を設定します。

文        例： RETRY 15

RE 5



関連コマンド： ＣＯＮＰＥＲＭ，ＦＲＡＣＫ，ＴＲＩＥＳ

説        明： ＴＮＣはパケットを送信すると、相手局からの確認パケットを待ちま

す。「FRACK」コマンドで設定した時間が経過しても、確認パケット

を受信できないと、「RETRY」コマンドで設定した回数まで、再度パ

ケットの送信を試みます。この回数を越えると、

　            　  *** retry count exceeded

　            　  *** DISCONNECTED

　            　と表示されディスコネクトします。ＲＥＴＲＹ ［0］と設定すると、

確認パケットを受信するまで永久にリトライを繰り返します。［0］

の設定には注意が必要です。

※ 「MODE」コマンドが、［AUTO］に設定されている場合。

コネクト要求時にリトライが発生した場合、「RETRY」の設定が［10

］であれば、最初の５回までを２４００ｂｐｓで、６回目からは１２

００ｂｐｓでパケットを送信します。仮に、「RETRY」が［7］に設定

されている場合は、２４００ｂｐｓで５回、１２００ｂｐｓで２回、

リトライをおこないます。

「MODE」コマンドが［AUTO］の場合、「RETRY」が［5］以下の設定は

無視され、すべて５回に設定されます。

コネクト成立後は、ボーレートの変更はおこないません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＯＵＴＥ パケットモード専用 4362

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＯＵ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｂ

コマンド書式： ROUTE ON/OFF

ROU ON/OF

パラメーター： ON  …　転送ルートの行を入れてＦＷＤ転送を受ける。

　            　OFF …　転送ルートの行を削除してＦＷＤ転送を受ける。

文        例：　ROUTE ON

ROU OF

関連コマンド：

説        明： 転送型ＢＢＳからＦＷＤ転送を受けると、そのメッセージの中には転

送局１局あたり１行分の転送局情報（ヘッダー）が含まれています。

そのため、本文が３行なのに転送局のデータが３０行などというメッ

セージも存在します。このコマンドは、余分な転送局のデータ行を削

除して、メモリーの有効利用をはかるためのものです。

そのメッセージがどのようなルートで転送されてきたかを知りたいと

きは、転送を受ける前に［ON］に設定しておいてください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＳＦＬＯＷ ＦＡＸモードを除く 4388

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＳ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ａ

コマンド書式： RSFLOW ON/OFF

RS ON/OF

パラメーター： ON  …　ハード（ＲＴＳ　ｏｒ　ＤＴＲ）によるフロー制御を常に



おこなう。

　            　OFF …　「XFLOW」コマンドが［ON］のときは、ハードによるフロー

制御はおこなわない。

文        例： RSFLOW ON

RS OF

関連コマンド： ＸＦＬＯＷ

説        明： ＴＮＣからターミナルに送られるデータをターミナル側から制御する

方法を変更します。

　            　［ON］に設定すると、ＴＡＰＲのＴＮＣ-2用のＲＯＭの動作や弊社の

１．１．４ＴＪと同じで、「XFLOW」コマンドを［ON］にするとソフ

トフロー制御とハードフロー制御が同時におこなわれます。

［OFF］に設定すると、弊社の１．１．５ＴＪと同様に「XFLOW」コマ

ンドが［ON］のときは、ソフトフロー制御だけ（「START」コマンド

と、「STOP」コマンドで設定されたコードによりＴＮＣからターミナ

ルへ送る送信データのフロー制御）がおこなわれ、そして「XFLOW」

コマンドが［OFF］のときには（ＲＴＳ　ｏｒ　ＤＴＲ）によるハー

ドフロー制御だけがおこなわれます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＴＢＡＵＤ 　TTYモード(5単位Ｂaudot)専用 4419

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＴＢ 初期設定：　４５ クラス：　Ｂ

コマンド書式： RTBAUD n(45,50,75)

RTB n(45,50,75)

パラメーター： n … TTY（５単位Ｂaudot）モード時の通信ボーレートを設定。

45…45.45ボー　（６０ＷＰＭ）

50…50ボー     （６７ＷＰＭ）

75…74.2ボー   （１００ＷＰＭ）

文        例： RTBAUD 50

RTB 45

関連コマンド： ＳＨＩＦＴ

説        明： ＴＴＹ（５単位Ｂaudot）モード時の通信ボーレートの設定。

                ３種のボーレートと｢SHIFT｣コマンドによるシフトの変更で以下の

パターンがあります。

45.45ボー　　（６０ＷＰＭ）　170Hz ｼﾌﾄ

50ボー　　　 （６７ＷＰＭ）　170,425,850Hz ｼﾌﾄ

74.2ボー　　 （１００ＷＰＭ）170,425,850Hz ｼﾌﾄ

※　アマチュア局によるＲＴＴＹ通信は、

４５.４５ボーの１７０Ｈｚシフト

が主流になっています。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＴＴＹ ＴＴＹモード専用 4448

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＴＴＹ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： RTTY ON/OFF

RTTY ON/OF

パラメーター： ON  …　ＴＴＹモードになったとき、通信モードでスタートします。

　            　OFF …　ＴＴＹモードになったとき、コマンドモードでスタートし

ます。



文        例：　RTTY ON

RTTY OF

関連コマンド： Ｋ，ＣＷ

説        明： ＴＴＹモードへ移行したとき、スタート時のモードを設定します。  

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＸＢＬＯＣＫ パケットモード専用 4468

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＸ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： RXBLOCK ON/OFF

RX ON/OF

パラメーター： ON  …　ターミナルに送る受信パケットの最初に＄ＦＦを付加した

識別ブロックを構成しＲＢＢＳなどで使いやすくします。

　            　OFF …　識別ブロックを付加しません。

文        例： RXBLOCK ON

RX OF

関連コマンド：

説        明：　このコマンドは、「RXBLOCK」コマンドをサポートしているＴＮＣ用

のターミナルソフトやＢＢＳソフトを使用する場合に使用します。

このコマンドを［ON］にすると、ＴＮＣからのメッセージ、モニター

しているデータやトランスペアレントモード（透過モード）でコネク

トしている相手局からのデータは従来どおりで、コンバースモードで

コネクトしている相手局がデータに限り、先頭に＄ＦＦを加えた識別

ブロックを構成します。

ＲＢＢＳなどのプログラムを設計するのにたいへん便利です。

※識別ブロックは＄ＦＦ，ＬＨ，ＬＬ，ＰＩＤ，ＤＡＴＡ－ＵＮＩＴ

の順になります。

＄ＦＦ ：　ブロック先頭識別コード（１ｂｙｔｅ）

ＬＨ ：　ブロックレングスハイバイト

（１ｂｙｔｅ上位４ＢＩＴ １１１１固定）

ＬＬ ：　ブロックレングスロウバイト（１ｂｙｔｅ）

ＰＩＤ ：　ＰＩＤ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ Ｉｄｅｎｔ）

受信制御フィルド値

ＤＡＴＡ－ＵＮＩＴ：

　　受信パケット内容となります。

［ON］にするときは、「AUTOLF」コマンドと「MFILTER」コマンドの

設定に注意が必要です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＸＤＥＬＡＹ 　 ＴＴＹモード専用 4509

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＸＤ 初期設定：　１０ クラス：　Ｔ

コマンド書式： RXDELAY n(0～120)

RXD n(0～120)

パラメーター： n … ＴＴＹモード時、送信状態から受信に切り替えるとき、Ｐ

ＴＴがＯＦＦになってから（送信が止まってから）受信を

開始するまでの時間（ｎ：１＝０.１秒））



文        例： RXDELAY 120

RXD 20

関連コマンド： ＴＸＤＥＬＡＹ

説        明： ＴＴＹモード時、送信状態から、ＣＴＲＬ－Ｒで受信状態に切り替

えるとき、送信状態から、受信状態へ変わるまでの時間の設定。

通常、このコマンドを変更する必要はありませんが、まれに送信か

らＰＴＴがＯＦＦになって受信するまでの送信ディレイタイム（送

信成分が無くなるまでの時間）が長い物（真空管使用の送信機など

の一部がこれにあたる）があり、これらについての受信段の保護の

ためにこのコマンドがあります。

時間の設定は[n×0.1秒]です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＲＸＲＥＶ ＴＴＹモード専用 4539

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＲＸＲ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： RXREV ON/OFF

RXR ON/OF

パラメーター： ON  …　逆（リバース）シフトで受信します。

OFF …　正（ノーマル）シフトで受信します。

文        例：　RXREV ON

RXR OF

関連コマンド： ＥＸＴＭ，ＴＸＲＥＶ

説        明： 使用する送信機の送信モード、ＳＨＩＦＴ幅に合わせて設定します。

＊　ＬＳＢモードでは、ＡＭＴＯＲと｢SHIFT N｣でアマチュアのＲＴ

　　ＴＹ、ＡＳＣＩＩを受信する場合は、[ON]。

　　ＵＳＢモードでは、ＡＭＴＯＲと｢SHIFT N｣でアマチュアのＲＴ

　　ＴＹ、ＡＳＣＩＩを受信する場合は、[OFF]です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＣＲＥＥＮＬＮ ＦＡＸモードを除く 4563

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｓ 初期設定：　０ クラス：　Ａ

コマンド書式： SCREENLN n(0～255)

S n(0～255)

パラメーター： n　…　ターミナルに表示させる1行の文字数を設定します。

文        例：　SCREENLN 74

S 40

関連コマンド：

説        明：　自動改行機能があるターミナルの場合には初期値で問題ないです。

このコマンドで、文字数を設定するとＴＮＣはその文字数でターミナ

ルに自動的にＣＲ、ＬＦコードを送ります。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＥＬＡＬＬ    　　　TTY ﾓｰﾄﾞ(AMTOR/TOR)専用 4583

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＥＬ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｂ

コマンド書式： SELALL ON/OFF

SEL ON/OF

パラメーター： ON  …　自分宛以外のＳ－ＦＥＣも受信する。

　            　OFF …　自分宛以外のＳ－ＦＥＣは受信しない。

文        例：　SELALL ON

SEL OF

関連コマンド： ＳＥＬＣＡＬ，ＡＳＥＬＣＡＬ

説        明： このパラメーターを｢ＯＮ｣にすると、自分宛以外のすべてのＳ－Ｆ

ＥＣ（セルコールを使用してのＦＥＣ）を受信することができます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＥＬＣＡＬ 　　　TTY ﾓｰﾄﾞ(AMTOR/TOR)専用 4603

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＥ 初期設定：　－ クラス：　Ｉ

コマンド書式： SELCAL (CALL)

SE (CALL)

パラメーター： CALL  …　４文字のアルファベットによる自分のセルコールを設定

文        例：　SELCAL JABC

SE JXYZ

関連コマンド： ＡＳＥＬＣＡＬ

説        明： パケットモードでのＭＹＣＡＬＬに相当します。ただし、ＳＥＬＣＡ

Ｌを設定しなくても送信は可能です。

先頭に｢％｣を書き込むことにより、消去することができます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＥＮＤＣＷ ＣＷモード専用 4624

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＥＮＤＣＷ 初期設定：　＄００ クラス：　Ｃ

コマンド書式： SENDCW n($00～$FF)

パラメーター： n　… 送信のきっかけとなるキーコードを設定します。

文        例：　SENDCW $20

関連コマンド：　ＳＥＮＤＴＴＹ

説        明：　｢SENDCW｣コマンドには初期設定として｢$00｣が設定されています。こ

の状態では、キーを押すとすぐにそのキーに該当するモールス信号

を送信します。

｢$00｣以外を設定すると、そのキーまたはＣＲ（ＲＥＴＵＲＮ）キー

が押されるまで送信は保留されます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



ＳＥＮＤＯＫ    ＣＷ，ＴＴＹモード専用 4644

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＥＮＤＯＫ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｂ

コマンド書式： SENDOK ON/OFF

SENDOK ON/OF

パラメーター： ON  …　ＰＴＴとＣＷのＫＥＹ－ＯＵＴをＯＮにできる。

　            　OFF …　ＰＴＴとＣＷのＫＥＹ－ＯＵＴをＯＮしない。

文        例：　SENDOK ON

関連コマンド： Ｋ，ＰＴＴ

説        明： 送信する必要がないとき、謝って送信することを防ぐコマンドです。

送信の必要がない場合はこのコマンドを｢ＯＮ｣にすることによって、

ＫＥＹ－ＯＵＴ端子からの出力が停止します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＥＮＤＰＡＣ パケットモード専用 4665

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＥ 初期設定：　＄０Ｄ（ＣＲ） クラス：　Ｃ

コマンド書式： SENDPAC n(0～$7F)

SE n(0～$7F)

パラメーター： n　…　パケットを送信させるキーコードを設定します。

文        例：　SENDPAC $0E

関連コマンド：　ＣＰＡＣＴＩＭＥ，ＣＲ，ＰＡＣＬＥＮ

説        明：　コンバースモードで、このコマンドで設定されたキーを入力すると、

それまで入力した文字をパケットにして送信します。通常は、初期

値のＣＲコードを使用します。長い文章を入力すると、「PACLEN」

コマンドで設定した文字数になり送信されることがあります。「SEND

PAC」コマンドと合わせて複数のパケットになることもあります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＥＮＤＴＴＹ ＴＴＹモード専用 4686

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＥＮＤＴＴＹ 初期設定：　＄００ クラス：　Ｃ

コマンド書式： SENDTTON/OF($00～$FF)

パラメーター： n　… 送信のきっかけとなるキーコードを設定します。

文        例：　SENDTTY $20

関連コマンド：　ＳＥＮＤＣＷ

説        明：　｢SENDCTTY｣コマンドには初期設定として｢$00｣が設定されています。

この状態では、キーを押すとすぐにそのキーに該当するＲＴＴＹ信

号を送信します。

｢$00｣以外を設定すると、そのキーまたはＣＲ（ＲＥＴＵＲＮ）キー

が押されるまで送信は保留されます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－



ＳＨＩＦＴ    ＴＴＹモード専用 4706

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＨＩ 初期設定：　Ｎ クラス：　Ｂ

コマンド書式： SHIFT N

SHI M

SHI W

パラメーター： N　 …　内蔵モデムの動作をマーク2,125Ｈｚ、スペース2,295Ｈｚ

に設定します（170Ｈｚシフト）。

　            　M 　…　内蔵モデムの動作をマーク1,700Ｈｚ、スペース2,125Ｈｚ

に設定します（425Ｈｚシフト）。

W 　…　内蔵モデムの動作をマーク1,275Ｈｚ、スペース2,125Ｈｚ

に設定します（850Ｈｚシフト）。

文        例：　SHIFT N

SHI M

関連コマンド： ＲＸＲＥＶ，ＴＸＲＥＶ

説        明： ＲＴＴＹ、ＡＳＣＩＩモードのシフト幅の選択を行います。

選択できるシフト幅は

　　　　　　　　　　Ｎ　１７０Ｈｚシフト

　　Ｍ　４２５Ｈｚシフト

　　Ｗ　８５０Ｈｚシフト

となります。

ＡＭＴＯＲモードでは｢Ｎ｣と｢Ｍ｣のみで、｢Ｗ｣は選択できません。

                マークとスペースは｢RXREV｣、｢TXREV｣を[ON]にすると逆になります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＬＯＴＴＩＭＥ パケットモード専用 4739

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＬ 初期設定：　３ クラス：　Ｔ

コマンド書式： SLOTTIME n(0～250)

SL n(0～250)

パラメーター：　n　 …　「PPERSIST」コマンドを［ON］にして使用時に、「PERSIST

］で外れると再度ランダム発生をおこないます。この間隔を

［n×10mS］で設定します。

文        例：　SLOTTIME 10

SL 3

関連コマンド：　ＰＥＲＳＩＳＴ，ＰＰＥＲＳＩＳＴ

説        明：　「PPERSIST」コマンドを［ON］にして使用しているとき、ＰＴＴのＯ

Ｎになる確率を「PERSIST」コマンドの値と「SLOTTIME」の値で設定

します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＯＦＴＤＣＤ パケットモード専用 4761

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＯＦＴＤＣＤ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： SOFTDCD ON/OFF

SOFTDCD ON/OF



パラメーター：　ON  …　送信の待機をソフトウェアによる有効データ検出でおこな

います。

OFF … 送信の待機をハードウェアの信号キャリア検出でおこない

ます。

文        例：　SOFTDCD ON

SOFTDCD OF

関連コマンド：　なし

説        明：　ＳＳＢモードで使用するとき、スケルチがなくても｢SOFTDCD｣コマン

ドを[ON]にすれば送信可能となります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＰＡＣＥＬＥＮ ＴＴＹモード専用 4784

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＰＡ 初期設定：　５８ クラス：　Ｂ

コマンド書式： SPACELEN n(0～255)

SPA n(0～255)

パラメーター：　n　 …　ＳＰＡＣＥ後に自動改行する文字数を設定します。

文        例：　SPACELEN 0

SPA 65

関連コマンド：　ＣＲＬＥＮ，ＣＲＴＴＹ，ＬＦＴＴＹ

説        明：　送信文１行の文字数が、この数値に達した後にＳＰＡＣＥを入力す

ると、自動改行をおこないます。

自動改行をおこなうときは、｢CRTTY｣コマンド、｢LFTTY｣コマンドの

動作設定にしたがいます。

｢０｣を設定すると、自動改行の機能は停止します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＰＥＥＤ ＣＷ､ＴＴＹモード専用 4808

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＰ 初期設定：　１５ クラス：　Ｂ

コマンド書式： SPEED n(4～50)

SP n(4～50)

パラメーター：　n　 …　モールス符号の送信速度を設定します。

尚、パラメータの数値は直接ＷＰＭを表しています。

文        例：　SPEED 20

SP 5

関連コマンド：　ＬＯＣＫ，ＣＷＩＤ

説        明：　ＣＷの送信速度を設定します。｢LOCK｣コマンド[ON]のとき、受信速

度もこの設定に従います。

ＴＴＹモードの｢CWID｣の送信速度もこの設定に従います。

分速への換算は、欧文では５倍、和文では４．５倍にすれば、ほぼ

合致するでしょう。



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＴＡＲＴ パケットモード専用 4833

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＴＡ 初期設定：　＄１１（ＣＴＲＬ－Ｑ） クラス：　Ｃ

コマンド書式： START n(0～$7F)

STA n(0～$7F)

パラメーター：　n　…　停止中の表示データの伝送を再開させるコードを設定します。

文        例：　START $12

STA $10

関連コマンド：　ＳＴＯＰ，ＸＦＬＯＷ，ＴＲＦＬＯＷ，ＸＯＦＦ，ＸＯＮ

説        明：　受信パケットが多く「STOP」コマンドで表示を一旦停止している場合

表示を再スタートさせるためのコードを設定します。

一般的には初期値の［CTRL-Q］を使用します。

※「START」と「STOP」の両コマンドを［0］に設定すると、ソフト

　ウェアによるフロー制御は無効となり、ＤＴＲ(またはＲＴＳ)の

　ハードウェアによるフロー制御のみが有効となります。

　            　※「START」と「STOP」の両コマンドのパラメーターを同じに設定す

　ると、そのキーを入力するたびに停止と再開が繰り返されます。

　            　※「START」と「STOP」の両コマンドのパラメーターを［0］に設定し

　さらに「XFLOW」コマンドを［ON］に設定すると一旦停止はおこな

　われません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＴＢＹＴＩＭＥ TTY ﾓｰﾄﾞ(AMTOR/TOR)専用 4862

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＴＢ 初期設定：　６４ クラス：　Ｂ

コマンド書式： STBYTIME n(0～240)

STB n(0～240)

パラメーター：　n　… ＡＭＴＯＲのＡＲＱモード時、エラーで再同期を行うとき、

データ送信中であったことを記憶している時間の設定です。

文        例：　STBYTIME 64

STB 220

関連コマンド：　ＡＲＱＴＩＭＥ

説        明：　ＡＭＴＯＲのＡＲＱモードでスレーブとして動作中、データ送信局

として動作している場合、通信エラーによって再同期をおこなう時、

データ送信中であったことを本機が記憶している時間を設定します。

通常は初期値から変更は不要ですが、変更する場合、｢ARQTIME｣コマ

ンドで設定した値の２倍程度に設定するのが良いでしょう。

なお、設定値１当たり、０．４５秒換算です。

表示を再スタートさせるためのコードを設定します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＴＯＰ パケットモード専用 4887

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＴＯ 初期設定：　＄１３（ＣＲＴＬ－Ｓ） クラス：　Ｃ

コマンド書式：　STOP n(0～$7F)



STO n(0～$7F)

パラメーター：　n　…　表示を一時停止させるためのコードを設定します。

文        例：　STOP $14

STO $12

関連コマンド：　ＳＴＡＲＴ，ＸＦＬＯＷ，ＴＲＦＬＯＷ，ＸＯＦＦ，ＸＯＮ

説        明：　受信パケットが多く表示が進みすぎて読みにくいため、表示を一旦

停止したい場合に使用するキーコードを設定します。

一般的には初期値の［CTRL-S］を使用します。

　            　※「START」と「STOP」の両コマンドを［0］に設定するとソフトウェ

　アによるフロー制御は無効となり、ＤＴＲ（またはＲＴＳ）のハー

　ドウェアによるフロー制御のみが有効となります。

　            　※「START」と「STOP」の両コマンドのパラメーターを同じに設定す

　ると、そのキーを入力するたびに停止と再開が繰り返されます。

　            　※「START」と「STOP」の両コマンドのパラメーターを［0］に設定し

　さらに「XFLOW」コマンドを［ON］に設定すると一旦停止はおこな

　われません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＴＲＥＡＭＣＡ パケットモード専用 4918

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＴＲＥＡＭＣ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｃ

コマンド書式： STREAMCA ON/OFF

STREAMC ON/OF

パラメーター：　ON  …　マルチコネクト時ストリームだけでなくコールサインも表示

します。

OFF … マルチコネクト時ストリームだけでコールサインは表示しま

せん。

文        例：　STREAMCA ON

STREAMC OF

関連コマンド：　ＣＳＴＡＴＵＳ，ＵＳＥＲＳ，ＳＴＲＥＡＭＳＷ，ＳＴＲＥＡＭＤＢ

説        明：　マルチコネクト時にパケットを受信すると、ストリーム名を表示しま

す。このときに、このコマンドを［ON］にしておくと、ストリーム名

だけでなく、そのストリームでコネクトしている局のコールサインを

同時に表示します。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＴＲＥＡＭＤＢ パケットモード専用 4942

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＴＲＥＡＭＤ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｃ

コマンド書式： STREAMDB ON/OFF

STREAMD ON/OF

パラメーター： ON  …　ストリームスイッチ文字をダブルで表示します。

OFF …　ストリームスイッチ文字をダブルで表示しません。

文        例： STREAMDB ON

STREAMD OF



関連コマンド： ＣＳＴＡＴＵＳ，ＵＳＥＲＳ，ＳＴＲＥＡＭＳＷ，ＳＴＲＥＡＭＣＡ

，ＬＣＳＴＲＥＡＭ

説        明：　マルチコネクトのとき受信パケットの中にストリームの切替えコード

が入っていたりすると、本来ターミナルからキー入力でストリームを

切り替えるものが、判断できなくなってしまいます。

そこで、ストリームスイッチコードを受信した場合、２バイト続けて

表示し本来のストリーム切り替えなのか、単なる受信データなのか

判別できます。このコマンドはマルチコネクトによるチャットをする

とき以外は、［OFF］に設定しておく方が無難です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＳＴＲＥＡＭＳＷ パケットモード専用 4968

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＳＴＲ 初期設定　＄０１（ＣＴＲＬ－Ａ） クラス：　Ｃ

コマンド書式： STREAMSW n(0～$7F)

STR n(0～$7F)

パラメーター： n　…　ストリームスイッチコードを設定します。

文        例： STREAMSW $7D

STR $7C

関連コマンド：　ＣＳＴＡＴＵＳ，ＵＳＥＲＳ，ＳＴＲＥＡＭＣＡ，ＳＴＲＥＡＭＤＢ

，ＬＣＳＴＲＥＡＭ

説        明： マルチコネクトは最大１０局までできます。それぞれのチャンネルを

ストリームと呼んでいます。ストリームの切り替えは、「STREAMSW」

コマンドで設定したコードを入力し、続けてＡ～Ｊを入力すれば、

目的のストリームに切り替わります。パケットを受信した場合、

異なるストリームからのパケットであっても、ＴＮＣはストリーム

スイッチ文字とストリーム名を表示します。

　            　また、タスコ電機(株)のＴＮＣにはＫストリームがあります。

これはメッセージボード専用に割り当てられていて、「MYMCALL」で

使用するようになっています。

ストリームの指定を間違えると、下記のエラーメッセージを表示して

警告してきます。      　

　            　 「?link out of range」(KNJ ［ON］の場合には、「マルチコネクト

の範囲を越えています)　

　            　※マルチコネクトは、最大10局からの割り込みができます。また、

　コネクトしたままで他局にコネクトすることができます。

　同一番号で１０回線を持つ電話機を想像してください。電話機は

　１台だけですので回線を切り替える必要がありそのためにストリー

　ムスイッチコードの次にストリーム名を指定して切替えをします。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＣＬＥＡＲ パケットモード専用 5004

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＣ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： TCLEAR

TC

パラメーター： なし

文        例： TCLEAR

TC



関連コマンド：　ＣＡＮＬＩＮＥ

説        明：　通信バッファー内のデータを消去するための直接コマンドです。

　            　送信したデータに対して、相手局からの確認パケットが受信されて

いない送出パケット以外の送信バッファー内の全データを消去する

ことができます。

このコマンドはコマンドモードだけで有効です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＥＣＨＯ ＣＷ､ＴＴＹモード専用 5027

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｔ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： TECHO ON/OFF

T ON/OF

パラメーター： ON  …　データが送信されてからターミナルにエコー表示をする

OFF …　データが送信バッファーに書き込まれると同時に、ターミ

ナルにエコー表示をする。

文        例： TECHO ON

T OF

関連コマンド：　ＥＣＨＯ

説        明：　ターミナルで使用する通信ソフトによっては、エコーバックするデ

ータは、実際に送信された物のほうが良い場合があります。このよ

うな通信ソフトを使用するときには｢TECHO｣コマンドを[ON]に設定し

ます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＩＭＥ パケットモード専用 5050

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＩ 初期設定：　＄１４（ＣＴＲＬ－Ｔ） クラス：　Ｃ

コマンド書式： TIME n(0～$7F)

TI n(0～$7F)

パラメーター：  n　…　ＴＩＭＥを送信させるキーを設定します。

文        例： TIME $1C

TI $14

関連コマンド： ＤＡＹＳＴＡＭＰ，ＤＡＹＴＩＭＥ

説        明： 送信バッファー内や「BTEXT」、「CTEXT」、「DTEXT」、「MTEXT」内

に、時刻データの代わりに書き込むコマンド文字を設定します。

　            　初期設定値は［CTRL-T］になっていますので、この文字を送信データ

に中に書き込むと、送信中にこのコマンド文字を読みだした時点で、

内蔵の時計を読取り、その瞬間の時間を送信データとしてコマンド文

字のかわりに送信します。

　            　時刻データの前後には、何も追加されませんので必要な場合はスペー

ス等を前後に入れてください。時分の桁まで送信され、秒の桁は送信

されません。

「BTEXT」、「CTEXT」、「DTEXT」、「MTEXT」内で使用する時は、実

際送信されるデータをそのTEXTの最大値以内となるようにしてくださ

い。



　            　「DAYUSA」コマンドが［OFF］、「DAYSTAMP」コマンドが［ON］の時

は１６文字と計算されます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＯＵＴ パケットモード専用 5083

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＯＵＴ 初期設定：　３０ クラス：　Ｔ

コマンド書式： TOUT n(0～250)

パラメーター： n 　…　メッセージボードのタイムアウト時間を［n×10S］に設定し

ます。

文        例：　TOUT 6

関連コマンド：　ＣＨＥＣＫ，ＲＥＬＩＮＫ

説        明：　メッセージボードは、コネクトされている状態で［n×10秒］の間、

相手のパケットが受信できないとき、自動的に無条件にディスコネク

トします。

パラメーターとしては［0］から設定可能ですが、変更するときは、

「６(１分)」以上にしてください。

　            　「RELINK」コマンドを［ON］にしていると、ディスコネクトがおこな

われず、そのために、メッセージボードがいつまでもＢｕｓｙの状態

となることがありますので、ご注意してください。

実際の動作は、設定時間に１０～２０秒が加算されます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＲＡＣＥ 5110

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＲＡＣ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： TRACE ON/OFF

TRAC ON/OF

パラメーター： ON  …　メッセージ内容とフレーム内容のすべてを表示します。　

OFF …　メッセージ内容と一部のフレームを表示します。

文        例： TRACE ON

TRAC OF

関連コマンド：

説        明：　このコマンドを［ON］すると、パケットの内容をくわしく見ることが

できます。表示は１６進コードとシフトＡＳＣＩＩコード、

ＡＳＣＩＩコードが表示されます。シフトＡＳＣＩＩコードは、ＡＳ

ＣＩＩコードを１Ｂｉｔシフトしたものです。

このトレース機能はプロトコルのデバッグのために作られたもので、

一般には使用する必要はありません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＲＡＮＳ パケットモード専用 5134

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｔ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： TRANS

T



パラメーター： なし

文        例： TRANS

T

関連コマンド：　ＣＯＭＭＡＮＤ，ＣＭＤＴＩＭＥ

説        明： このコマンドでトランスペアレントモードに移行します。トランス

ペアレントモードからコマンドモードに戻るには、まず、１秒以上

なにもしないで待ち(「CMDTIME」コマンドの初期設定は［1（１秒）

］になっています。)、次に１秒以内に３回、コマンドモードへの移

行コード(通常 CRTL-C)をキーインします。そして、その後１秒間は、

何もしないで待つことによりコマンドモードに復帰します。

　            　※そのほかにコンソールからＴＮＣに向けてブレーク信号を送ること

により、コマンドモードに復帰させることもできます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＲＦＬＯＷ パケットモード専用 5160

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＲＦ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： TRFLOW ON/OFF

TRF ON/OF

パラメーター： ON  …　トランスペアレントモードでソフトフロー制御します。

OFF …　トランスペアレントモードでソフトフロー制御しません。

文        例： TRFLOW ON

TRF OF

関連コマンド： ＳＴＡＲＴ，ＳＴＯＰ，ＸＦＬＯＷ，ＴＸＦＬＯＷ

説        明： 「TRFLOW」はターミナルとＴＮＣのトランスペアレントモードでのソ

フトフロー制御を設定します。このコマンドを［ON］にすると、コン

バースモードと同ように、［START］、［STOP］コードによるソフト

フロー制御ができるようになります。

　            　このコマンドを［ON］にすると不完全なトランスペアレントモードに

なります。

　            　※「XFLOW」コマンドが［OFF］のときは、このパラメーターは常に［O

　FF］とみなされます。「TXFLOW」コマンドが「OFF」のとき、およ

　び［START］と［STOP］のパラメーターがともに［0］のときも同様

　です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＲＩＥＳ 5190

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＲＩ 初期設定：　０ クラス：　Ｌ

コマンド書式： TRIES n(0～15)

TRI n(0～15)

パラメーター： n　…　リトライカウンターの内容を変更します。

文        例：　TRIES 10

TRI 5



関連コマンド：　ＲＥＴＲＹ

説        明：　「RETRY」コマンドによってリトライの最大回数が設定できますが、

これに対して「TRIES」は何回リトライが発生したか表示させること

もできます。リトライカウンターの内容を書き換えることもできま

す。ただし「TRIES」は、一時的にリトライカウンターの内容を変更

するだけで「RETRY」コマンドの設定内容を変更する訳ではありませ

ん。リトライカウンターの内容確認は「TRIES」とだけ入力すると回

数が表示されます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＴＹ ＴＴＹモード専用 5214

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＴＹ 初期設定：　Ｒ クラス：　Ｉ

コマンド書式： TTY ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

パラメーター： R　…　５単位ＲＴＴＹ（Ｂａｕｄｏｔ）

A　…　ＡＳＣＩＩ

T　…　ＴＯＲ（ＡＭＴＯＲ）Ｃ－ＦＥＣ

S　…　ＴＯＲ（ＡＭＴＯＲ）Ｓ－ＦＥＣ

L　…　ＴＯＲ（ＡＭＴＯＲ）受信専用

文        例：　TTY T

TTY L

関連コマンド：　ＭＯＤＥ

説        明：　ＴＴＹモードの中での動作モードを指定するコマンドです。

＊　通常、ＲＴＴＹと呼ばれているものは正確には５単位Ｂａｕｄ

　　ｏｔコードのことを指します。設定は｢TTY R｣です。

＊　通常、ＡＭＴＯＲと呼ばれているものは、ＡＲＱとＦＥＣ(Ｃ

　　－ＦＥＣのみ）です。設定は｢TTY T｣です。

＊　｢TTY L｣は、ＡＭＴＯＲでのモードＡ（ＡＲＱモード）での通

　　信をモニターするための、受信専用のモードです。

＊　｢TTY T｣は、ＡＭＴＯＲでのモードＢ（ＦＥＣモード）での通

　　信で、送信にセルコールを使わない”コレクティブＦＥＣ”を

　　設定します。

＊　｢TTY S｣は、ＡＭＴＯＲでのモードＢ（ＦＥＣモード）での通

　　信で、送信にセルコールを使う”セレクティブＦＥＣ”を設定

　　します。ただし、アマチュア局ではほとんどは使われてはいな

　　いようです。

＊　｢TTY T｣と｢TTY S｣はモードＡ（ＡＲＱモード）での動作はどち

　　らも同じです。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＵＮＥ ＣＷモード専用 5251

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＵＮＥ 初期設定：　－ クラス：　Ｄ

コマンド書式： TUNE

パラメーター：　なし

文        例：　TUNE

関連コマンド：　なし

説        明：　ＣＷ送信機の終段部調整用のコマンドです。



このコマンドが実行されると

１．　ＣＷ　ＫＥＹ－ＯＵＴがＯＮになる。

２．　ＡＦＳＫに８００Ｈｚの音が出力される。

３０秒後に自動的に終了しますが、キーボードのいずれかのキーを押

すか、ＰＡＤＤＬＥ（電鍵）をＯＮにすることにより直ちに終了しま

す。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＸＤＥＬＡＹ 5275

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＸ 初期設定：　５０ クラス：　Ｔ

コマンド書式： TXDELAON/OF(0～120)

TX n(0～120)

パラメーター：　n　… ＰＴＴをＯＮにしてから、データを送信開始するまでの時間

を［n×10mS］で設定する。

文        例：　TXDELAY 30

TX 30

関連コマンド：　ＡＸＤＥＬＡＹ，ＡＸＨＡＮＧ

説        明：　ＰＴＴをＯＮにしてから、データを送信開始するまでの時間設定を

します。

無線機によって、送信の立ち上がり時間に違いがあります。この立ち

上がり時間を設定することによって、データの先頭部分の欠落を防止

します。

一般的なトランシーバーは初期設定値の［50（０.５秒）］よりも早い

立ち上がりをしていますので問題はないと思いますが、ハンディトラ

ンシーバーの一部には、比較的遅い機種もありますので注意してくだ

さい。

　            　受信の立ち上がりの遅いトランシーバーを相手に通信をおこなう場合

にも相手に合わせて大きくしなければならない場合があります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＸＦＬＯＷ パケットモード専用 5306

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＸＦ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ａ

コマンド書式： TXFLOW ON/OFF

TXF ON/OF

パラメーター： ON  …　トランスペアレント（透過）モードでパソコンからＴＮＣへ

のデータのソフトフロー制御をする。

OFF …　トランスペアレント（透過）モードでパソコンからＴＮＣへ

のデータのソフトフロー制御をしない。

文        例：　TXFLOW ON

TXF OF

関連コマンド： ＸＯＮ，ＸＯＦＦ，ＸＦＬＯＷ，ＴＲＦＬＯＷ

説        明： 「TXFLOW」はトランスペアレントモードのとき、パソコンからＴＮＣ

への［XON］、［XOFF］コードによるデータのソフトウェアフロー制

御をするか、しないかを切り替えるコマンドです。



　            　このコマンドを［ON］にすると不完全なトランスペアレントモードに

なります。

　            　※「XFLOW」コマンドが［OFF］のときは、このパラメーターは常に［O

　FF］とみなされます。

　「TRFLOW」コマンドが［OFF］のとき、および［XON］と［XOFF］の

　パラメーターがともに「0」のときも同様です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＸＲＥＶ ＴＴＹモード専用 5337

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＸＲ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： TXREV ON/OFF

TXR ON/OF

パラメーター： ON  …　逆（リバース）シフトで送信します。

OFF …　正（ノーマル）シフトで送信します。

文        例：　TXREV ON

TXR OF

関連コマンド： ＥＸＴＭ，ＲＸＲＥＶ

説        明： 使用する送信機の送信モード、ＳＨＩＦＴ幅に合わせて設定します。

＊　ＬＳＢモードでは、ＡＭＴＯＲと｢SHIFT N｣でアマチュアのＲＴ

　　ＴＹ、ＡＳＣＩＩを送信する場合は、[ON]。

　　ＵＳＢモードでは、ＡＭＴＯＲと｢SHIFT N｣でアマチュアのＲＴ

　　ＴＹ、ＡＳＣＩＩを送信する場合は、[OFF]です。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＴＸＵＩＦＲＡＭ パケットモード専用 5361

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＴＸＵ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ｌ

コマンド書式： TXUIFRAM ON/OFF

TXU ON/OF

パラメーター：　ON　…　アンプロトでＣＱなどのパケットを送信できます。

OFF …　デジピートとビーコン以外のアンプロトのパケットは送信

しません。

文        例：　TXUIFRAM ON

TXU OF

関連コマンド：　ＮＥＷＭＯＤＥ，ＮＯＭＯＤＥ

説        明：　このパラメーターを［OFF］にすると、デジピートおよび、ビーコン

以外のアンプロトのパケット（コネクトしている特定の相手向けでは

なくて、不特定多数向けのパケット）を送信しません。

ターミナル（パソコン、ワープロ等）から送られて来た送信データは

コネクト中にはそのまま相手局に向けて送信されますが、ディスコネ

クト中には送信されることなくすべて捨てられます。

ＲＢＢＳ用のＴＮＣとして使用するとき、またはメッセージボードの

ファイルを送出中等にディスコネクトが起きても、「TXUIFRAM」を［O

FF］、そして「NEWMODE」コマンドが［OFF］に設定されていれば未送

信のデータを延々とアンプロトで送出し続けることがなくなります。



ＣＱを送信したり、アンプロトでチャットをするときは、［ON］に

してください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＵＮＰＲＯＴＯ パケットモード専用 5394

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｕ 初期設定：　ＣＱ クラス：　Ｉ

コマンド書式： UNPROTO call VIA call1,call2,call3,～call8

U call VIA call1,call2,call3,～call8

パラメーター： call VIA call1,～call8: アンプロトで使用する相手局の名や、デジ

ピートルートを設定します。

文        例：　UNPROTO JA1xxx VIA JA1===,JA1---

U JA1xxx VIA JA1+++,JA1===

関連コマンド：　ＣＯＮＮＥＣＴ

説        明：　コネクトしないでパケットの送先やデジピートルートを指定します。

これはデジピートルートを含めてCQを出したりビーコンを送信したり

するのに使用します。

初期値ではＣＱとなっていますがこのままではデジピートができませ

ん。特にデジピートを望まなければ、初期値で設定されている便宜上

のコールＣＱでもかまいません。デジピートでＣＱを送信する場合に

は、

　            　UNPROTO CQ VIA JA1xxx,JA1===

　            　とすればよいでしょう。ただし、デジピートを利用してＣＱを出した

り、ビーコンを送信することは、できるかぎり避けてください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＵＳＥＲＳ パケットモード専用 5425

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＵＳ 初期設定：　１ クラス：　Ｌ

コマンド書式： USERS n(0～10)

US n(0～10)

パラメーター： n　…　マルチコネクトの使用チャンネル数を設定します。

文        例：　USERS 5

US 3

関連コマンド：　ＳＴＲＡＭＳＷ

説        明：　マルチコネクトの最大使用チャンネルを設定します。［0］を設定す

ると１０チャンネルの設定となります。［10］も１０チャンネルの設

定になります。チャンネルはストリームと呼ばれ、Ａ～Ｊの呼び名が

付けられています。

ＴＮＣに慣れていない場合には「USERS」を「1」にして混乱を避ける

のが得策です。メッセージボード専用のＫストリームは対象外です。

　            　このコマンドは外部からのコネクト(マルチコネクト)局数を制限する

ためのものです。この設定にかかわらず、自局から他局へのコネクト

はＡ～Ｊストリームすべてで可能です。



　            　※マルチコネクトは、最大10局からの割り込みができます。

　また、コネクト中でも別の局に自分からコネクトもできます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＵＳＯＳ 　TTY ﾓｰﾄﾞ(ASCIIを除く)専用 5455

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＵＳＯ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｂ

コマンド書式： USOS ON/OFF

USO ON/OF

パラメーター： ON　…　ＳＰＡＣＥを受信すると、受信ケースをＬＴＲＳにする。

OFF …　受信ケースの変更はおこなわない。

文        例：　USOS ON

USO OF

関連コマンド：　なし

説        明：　ＳＰＡＣＥを受信した時、受信ケースをＬＴＲＳ（英文字）にするか

どうかを設定する。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＷＡＩＴ TTY ﾓｰﾄﾞ(5単位 Baudot,ASCII)専用5475

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＷＡ 初期設定：　０ クラス：　Ｔ

コマンド書式： WAIT n(0～120)

WA n(0～120)

パラメーター： n　…　追加するストップビットのビット数。

文        例：　WAIT 5

WA 2

関連コマンド：　なし

説        明：　１文字送信するごとに、ストップビット、（ＭＡＲＫ信号）に、ここ

で設定したビット数を追加して、文字の送信間隔を引きのばす。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＷＥＩＧＨＴ ＣＷモード専用 5494

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＷＥ 初期設定：　０ クラス：　Ｂ

コマンド書式： WEIGHT n(0,1～255)

WE n(0,1～255)

パラメーター： n　…　 標準は｢128｣になります。パラメータの値を｢128｣から小さく

すると長点(ＤＡＳＨ)の長さは標準より短くなり、｢128｣よ

り大きくすると長くなります。

文        例：　WEIGHT 160

WE 90

関連コマンド：　なし

説        明：　長点(ＤＡＳＨ)の長さは、通常は短点(ＤＯＴ)の長さの３倍ですが、

このコマンドにより長点の長さが変更できます。



ｎが｢１｣の場合、長点は短点の１．５倍の長さ

ｎが｢２５５｣の場合、６倍の長さ

標準の３倍にするには｢128｣を設定してください。

＊　初期設定の｢０｣はパラメータの値｢128｣と同じ意味をもち、長さ

　　は標準の３倍になります。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＷＲＩＴＥ 5523

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｗ 初期設定：　なし クラス：　Ｄ

コマンド書式： WRITE Cal

W Call

パラメーター： Call　…　相手先のコールサイン

文        例：　WRITE JA1xxx

W

関連コマンド：　ＦＩＬＥ，ＫＩＬＬ，ＬＩＳＴ，ＭＩＮＥ，ＲＥＡＤ

説        明：　メッセージボードにメッセージを書き込む場合のコマンドです。

パラメーターとして、Ｃａｌｌを追加し書き込みをすると、

その局だけが読むことのできるパーソナルメッセージになります。

単に［W］とだけすると相手先は自動的にＡＬＬになり、誰でも読む

ことのできるメッセージになります。

　            　WRITE JA1xxx (CR)や、W JA1xxx (CR)あるいは、W(CR)として書き込

み指定をすると、「Subject:」と表示されて、タイトルの入力の要求

があります。３２バイト（半角は３２文字、全角時は１６文字）以内

で、見出しを書いてください。

見出しを書き込むと、「Message:」と表示されます。メッセージの

本文を書き込んでください。メッセージボードの残容量を越えたメッ

セージの入力をおこなうと、自動的に書き込みを終了して、そのメッ

セージは消去されます。あらかじめ、「FILE」コマンドで残容量の

確認をおこなってください。

　            　書き込みの終了は、(CR)(CTRL-Z)(CR)または、(CR)/EX(CR)と入力し

ます。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＸＦＬＯＷ 5557

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　Ｘ 初期設定：　ＯＮ クラス：　Ａ

コマンド書式： XFLOW ON/OFF

X ON/OF

パラメーター： ON　…　ソフトウェア（［XON］、［XOFF］、［START］、［STOP］）

でのフロー制御をおこなう。

OFF …　ハードウェアでのフロー制御をおこなう。

文        例：　XFLOW ON

X OF

関連コマンド：　ＸＯＮ，ＸＯＦＦ，ＴＲＦＬＯＷ，ＴＸＦＬＯＷ，ＳＴＡＲＴ，

ＳＴＯＰ



説        明：　「XFLOW」を［ON］で［XON］／［XOFF］コードによるフロー制御がお

こなわれます。これはＴＮＣからターミナルに対してソフトウェアに

よるフロー制御をおこなうことで、ターミナルからＴＮＣに対しては

［START］、［STOP］パラメーターでソフトフロー制御をおこないま

す。

ＴＮＣがターミナルに向けて［XON］または、［XOFF］のコードを送出

することにより、ターミナルがＴＮＣへ向けて出すデータが制御され

ます。「XFLOW」が［OFF］のときには、この制御はハードウェアのＣ

ＴＳ出力だけでおこなわれます。また、ＤＴＲ（またはＲＴＳ）入力

により、ＴＮＣがターミナルに向けて出すデータの制御がおこなわれ

ます。

　            　※トランスペアレントモードで使用するときに、「XFLOW」を［OFF］

　にすれば、完全なトランスペアレントモードになります。

　            　※「XFLOW」を［ON］にした場合に、「RSFLOW」コマンドも［ON］に

　なっていると、TAPRのＴＮＣ－２の動作と同様に、ソフトフロー制

　御とハードフロー制御の２つのフロー制御を同時におこないます。

　            　※ＴＮＣに内蔵のメッセージボードを動作させたまま、パソコンの

　電源をＯＦＦにする場合は、「XFLOW」と、「FLOW」、「RSFLOW」、

　「FLOVER」の各コマンドの設定に注意が必要です。適切な設定をお

　こなわないと、メッセージボードが正常な動作をしない場合があり

　ます。

　            　※RS-232Cを 4800 ﾎﾞｰ以上に設定する場合は、ハードウェアフロー制御

　をおこなってください。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＸＭＩＴＯＫ 5603

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＸＭ 初期設定：　ＯＦＦ クラス：　Ｌ

コマンド書式： XMITOK ON/OFF

XM ON/OF

パラメーター：  ON　…　パケットの送信ができます。

OFF …　パケットの送信ができません。

文        例：　XMITOK ON

XM OF

関連コマンド：　ＣＯＮＯＫ，ＤＩＧＩＰＥＡＴ，ＭＹＣＡＬＬ

説        明：　「XMITOK」コマンドはパケットの送信を許可／禁止をします。

［OFF］すると無線機のＰＴＴは動作しなくなります。デジピーターの

ＰＴＴ動作もしなくなります。「MYCALL」を設定すると、自動的に

［ON］に設定されます。

ＴＡＰＲのＲＯＭの初期値は［ON］です。［OFF］の状態において、

「MYCALL」を設定しても［ON］に変わることはありません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＸＯＦＦ 5627

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＸＯ 初期設定：　＄１３（ＣＴＲＬ－Ｓ） クラス：　Ｃ

コマンド書式： XOFF n(0～$7F)

パラメーター：　 n  …  ターミナルのデータ伝送を一時停止させるためのコードを

設定します。



文        例：　XOFF $14

XO $12

関連コマンド：　ＳＴＡＲＴ，ＳＴＯＰ，ＸＦＬＯＷ，ＸＯＮ，ＴＸＦＬＯＷ

説        明：　［XON］、［XOFF］は、ターミナル側からのＴＮＣへデータ伝送のと

きにＴＮＣが、使用するフロー制御コードです。これはターミナルが

早すぎて、ＴＮＣ側のバッファーが一杯になると[XOFF]コマンドで設

定されたコードをターミナルへ送ります。ターミナルはこのコマンド

を受けたら一旦停止しなければなりません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＸＯＮ 5649

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

略語：　ＸＯＮ 初期設定：　＄１１（ＣＴＲＬ－Ｑ） クラス：　Ｃ

コマンド書式： XON n(0～$7F)

パラメーター：  n 　…　一旦停止しているターミナルに伝送を再開させるためのコー

ドを設定します。

文        例：　XON $12

関連コマンド：　ＳＴＡＲＴ，ＳＴＯＰ，ＸＦＬＯＷ，ＸＯＦＦ，ＴＸＦＬＯＷ

説        明：　［XON］、［XOFF］は、ターミナル側からのＴＮＣへデータ伝送のと

きにＴＮＣが使用するフロー制御コードです。［XOFF］コードによっ

て一旦停止しているターミナルへデータ伝送を再開させるためのコー

ドを設定します。この設定されたコードをターミナルが受け取ったら

データ伝送を再開しなければなりません。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

メッセージ一覧表 5673

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ｃｍｄ：

コマンドモードでコマンド待ちの状態です

ｗａｓ  ＸＸＸ

パラメーター変更時以前のパラメーターを表示します

？ｔｏｏ  ｍａｎｙ  Ｐａｃｋｅｔｅｓ  ｏｕｔｓｔａｎｄｉｎｇ

未送信のパケットがいっぱいです

？ｂａｄ

パラメーターの指定が違います

？ｃａｌｌ

ｺｰﾙｻｲﾝが間違っています

？ＥＨ

コマンドが違います

？ｎｏｔ　ｅｎｏｕｇｈ

パラメーターの数が不足しています

？ｎｏｔ　ｗｈｉｌｅ　ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ



コネクト中で、変更できません

？ａｌｒｅａｄｙ　ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ　ｔｏ　ｔｈａｔ　ｓｔａｔｉｏｎ

コネクト中もしくは呼び出し中です

？ｒａｎｇｅ

設定範囲を越えています

？ｔｏｏ　ｌｏｎｇ

一行が長すぎます

？ｔｏｏ　ｍａｎｙ

パラメーターの数が多すぎます

？ＶＩＡ

ＶＩＡが見つかりません

？ｌｉｎｋ　ｏｕｔ　ｏｆ　ｒａｎｇｅ

マルチコネクトの範囲を越えています

Ｌｉｎｋ  ｓｔａｔｅ　ｉｓ：　ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ  ｔｏ  ＣＡＬＬ１，

［ＶＩＡ  ＣＡＬＬ２，・・・］

デジピート経路の表示

Ｌｉｎｋ　ｓｔａｔｅ　ｉｓ：　ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴＥＤ

コネクトしていない

Ｌｉｎｋ  ｓｔａｔｅ　ｉｓ：　ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴ　

ｉｎ　ｐｒｏｇｒｅｓｓ

回線切断を要求中

Ｌｉｎｋ　ｓｔａｔｅ　ｉｓ：　ＦＲＭＲ　ｉｎ　ｐｒｏｇｒｅｓｓ

コネクト中に相手とのプロトコルが異なってエラーが生じた

＊＊＊　ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ　ｔｏ：　ＣＡＬＬ１，

［ＶＩＡ  ＣＡＬＬ２・・・］

コネクトが成立した

＊＊＊　ｃｏｎｎｅｃｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ：　

ＣＡＬＬ１，［ＶＩＡ  ＣＡＬＬ２・・・］

他局からコネクト要求があった

＊＊＊　ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴＥＤ

回線が切断された

＊＊＊　ｒｅｔｒｙ　ｃｏｕｎｔ　ｅｘｃｅｅｄｅｄ

＊＊＊　ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴＥＤ

リトライ回数が設定値となりディスコネクトした

＊＊＊　（ＣＡＬＬ）　ｂｕｓｙ

＊＊＊　ＤＩＳＣＯＮＮＥＣＴＥＤ

相手局が交信中のため回線が接続されない

＊＊＊　ＦＲＭＲ　ｓｅｎｔ

フレーミングエラーの通知を送信した

＊＊＊　ＦＲＭＲ　ｒｃｖｄ

フレーミングエラーの通知を受信した

Ｃａｌｌ  Ｄｕｐｌｉｃａｔｅ　！

ｺｰﾙｻｲﾝが重複しています

    （ＭＹＣＡＬＬとＭＹＭＣＡＬＬに同じｃａｌｌを設定した）



ｂｂＲＡＭ　ｌｏａｄｅｄ　ｗｉｔｈ　ｄｅｆａｕｉｔｓ

RAMのパラメーター設定が初期化された

ｂｂＲＡＭ　ｃｈｅｃｋ　ｃｏｍｐｌｅｔｅ！

RAMに正常にｱｸｾｽができる

ｂｂＲＡＭ　ｓｃａｎｎｅｄ，　ｃｈｅｃｋｓｕｍ　ｆａｉｌｅｄ！

RAMに異常が発見された（致命的ｴﾗｰです。要修理）

ｃｌｏｃｋ　ｓｃａｎｎｅｄ，　ｆａｉｌｅｄ！

時計専用ＩＣに異常が発見された（致命的ｴﾗｰです。）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＨＥＡＬＴＨカウンターについての説明 5777

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

  ＨＥＡＬＴＨカウンタの表示を実行しますと、下記に説明しているパラメーターが

表示されます。これはヘルスカウンターと呼ばれるもので、ＴＮＣの動作状態を現して

います。

元々はＴＮＣのハードとソフトのチェック用ですのでＴＮＣメーカーの技術者以外には

必要の無いパラメーターもあります。

これらの数値は任意に変更ができますが、変更しても動作には全く影響ありません。

このパラメーターはＲＥＳＴＡＲＴすると初期値の０が設定されます。

ＡＳＹＲＸＯＶＲ：ＴＮＣがコンピュータからのデータを受け取るときにオーバーラン

エラーを起こすとカウント・アップします、従って、これは常に０の

はずです。これがカウントアップする場合は、コンピュータからＴＮ

Ｃに送られるデータのフロー制御に不一致があると考えられます。

ＢＢＦＡＩＬＥＤ：ＲＡＭのデータがチェックサム・エラーを起こしたときにカウント

アップします、従ってこれは常に０のはずです。チェックサムの確認

は、パラメータを変更したときの他に、１０分毎に自動的におこなわ

れ、ノイズ等の影響で、これが０以外になっていたときにＲＥＳＴＡ

ＲＴしますと、ＴＮＣは、自動的にＲＥＳＥＴ動作をします。

ＤＩＧＩＳＥＮＴ：ＴＮＣがデジピートするたびに、デジピートしたフレームの数を

カウント・アップします。

ＨＯＶＲＥＲＲ：パケット受信時にＴＮＣのＨＤＬＣ受信部分がオーバーラン・エラー

を起こしたときにカウント・アップします、従ってこれは常に０のは

ずです。

ＨＵＮＤＲＥＲＲ：パケット送信時にＴＮＣのＨＤＬＣ送信部分がオーバーランエラー

を起こしたときにカウント・アップします、従ってこれは常に０のは

ずです。

ＲＣＶＤＦＲＭＲ：コネクト中にＦｒａｍｅ－Ｒｅｊｅｃｔ－Ｆｒａｍｅ（フレーム

拒絶フレーム）を受信すると、カウント・アップします。

通信中に突然通信不能に陥りさらに、このカウンターがカウントアッ

プしていた場合は、同一周波数に同じコールサインに設定したＴＮＣ

が存在していないか確認してください。または、ＭＹＣＡＬＬと

ＭＹＭＣＡＬＬが同じに設定されていないか確認ください。まれに、

送信側のＴＮＣまたは、ＫＩＳＳモードで動作するソフトの不調で起

きることもあります。

ＲＣＶＤＩＦＲＡ：コネクト中に、正常なＩ－Ｆｒａｍｅ（情報フレーム）を受信する

と、カウント・アップします。



ＲＣＶＤＲＥＪ：コネクト中にＲＥＪ－Ｆｒａｍｅ（再送要求フレーム）を受信すると

カウント・アップします。

ＲＣＶＤＳＡＢＭ：自局へのＳＡＢＭ－Ｆｒａｍｅ（コネクト要求フレーム）を受信す

ると、カウント・アップします。

ＲＸＣＯＵＮＴ：ＣＲＣが正常なパケットのフレームを受信やモニターするとカウント

・アップします。

ＲＸＥＲＲＯＲＳ：ＣＲＣが異常なパケットのフレームを受信やモニターするとカウン

ト・アップします。

ＳＥＮＴＦＲＭＲ：Ｆｒａｍｅ－Ｒｅｊｅｃｔ－Ｆｒａｍｅ（フレーム拒絶フレーム）

を送信すると、カウント・アップします。

ＳＥＮＴＩＦＲＡ：Ｉ－Ｆｒａｍｅ（情報フレーム）を送信するとカウント・アップし

ます。

ＳＥＮＴＲＥＪ：ＲＥＪ－Ｆｒａｍｅ（再送要求フレーム）を送信するとカウント・

アップします。

ＴＸＣＯＵＮＴ：フレームを送信するとカウント・アップします。

ＴＸＱＯＶＦＬＷ：送信バッフアーがオーバーフローして、未送信のまま捨てられた

フレームがあるとカウント・アップします。コネクトしているときに

は、このカウンターがカウント・アップすることは無いはずですが、

アンプロトで短いフレームを連続して送信しようとするときには、

ターミナルからの送信時の行末にウエイトを挿入しないと、カウント

アップすることがあります。これがカウントアップすると、その送信

フレームに文字抜けが発生したことを意味します。

ＴＸＴＭＯ    ：パケット送信時にＴＮＣのＨＤＬＣ送信部分がタイムアウトを起こし

たときにカウント・アップします、従ってこれは常に０のはずです。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＡＳＣＩＩ，ＪＩＳコードと制御文字対応表 5861

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　10進　16進　制御文字　名称    　10進　16進　制御文字　   名称

　Dec 　Hex 　Control 　Mnemonic　Dec 　 Hex　Control 　Mnemonic

　  0 　$00 　 CTRL-@ 　  NUL   　 16 　$10 　 CTRL-P 　  DLE

　  1 　$01 　 CTRL-A 　  SOH   　 17 　$11 　 CTRL-Q 　  DC1

　  2 　$02 　 CTRL-B 　  STX   　 18 　$12 　 CTRL-R 　  DC2

　  3 　$03 　 CTRL-C 　  ETX   　 19 　$13 　 CTRL-S 　  DC3

　  4 　$04 　 CTRL-D 　  EOT   　 20 　$14 　 CTRL-T 　  DC4

　  5 　$05 　 CTRL-E 　  ENQ   　 21 　$15 　 CTRL-U 　  NAK

　  6 　$06 　 CTRL-F 　  ACK   　 22 　$16 　 CTRL-V 　  SON/OF

　  7 　$07 　 CTRL-G 　  BEL   　 23 　$17 　 CTRL-W 　  ETB

　  8 　$08 　 CTRL-H 　  BS    　 24 　$18 　 CTRL-X 　  CAN

　  9 　$09 　 CTRL-I 　  HT    　 25 　$19 　 CTRL-Y 　  EM

　 10 　$0A 　 CTRL-J 　  LF    　 26 　$1A 　 CTRL-Z 　  SUB

　 11 　$0B 　 CTRL-K 　  VT    　 27 　$1B 　 CTRL-[ 　  ESC

　 12 　$0C 　 CTRL-L 　  FF    　 28 　$1C 　 CTRL-\ 　  FS

　 13 　$0D 　 CTRL-M 　  CR    　 29 　$1D 　 CTRL-] 　  GS

　 14 　$0E 　 CTRL-N 　  SO    　 30 　$1E 　 CTRL-^ 　  RS

　 15 　$0F 　 CTRL-O 　  SI    　 31 　$1F 　 CTRL- 　   US

　    　    　        　        　127 　$7F 　 DELETE 　  DEL



　10進　16進　文字      　10進　16進　文字      　10進　16進　文字

　Dec 　Hex 　Character 　Dec 　Hex 　Character 　Dec 　Hex 　Character

　 32 　$20 　(SP)      　 48 　$30 　 0        　 64 　$40 　  @

　 33 　$21 　 !        　 49 　$31 　 1        　 65 　$41 　  A

　 34 　$22 　 "        　 50 　$32 　 2        　 66 　$42 　  B

　 35 　$23 　 #        　 51 　$33 　 3        　 67 　$43 　  C

　 36 　$24 　 $        　 52 　$34 　 4        　 68 　$44 　  D

　 37 　$25 　 %        　 53 　$35 　 5        　 69 　$45 　  E

　 38 　$26 　 &        　 54 　$36 　 6        　 70 　$46 　  F

　 39 　$27 　 '        　 55 　$37 　 7        　 71 　$47 　  G

　 40 　$28 　 (        　 56 　$38 　 8        　 72 　$48 　  H

　 41 　$29 　 )        　 57 　$39 　 9        　 73 　$49 　  I

　 42 　$2A 　 *        　 58 　$3A 　 :        　 74 　$4A 　  J

　 43 　$2B 　 +        　 59 　$3B 　 ;        　 75 　$4B 　  K

　 44 　$2C 　 ,        　 60 　$3C 　 <        　 76 　$4C 　  L

　 45 　$2D 　 -        　 61 　$3D 　 =        　 77 　$4D 　  M

　 46 　$2E 　 .        　 62 　$3E 　 >        　 78 　$4E 　  N

　 47 　$2F 　 /        　 63 　$3F 　 ?        　 79 　$4F 　  O

　10進　16進　文字      　10進　16進　文字      　10進　16進　文字

　Dec 　Hex 　Character 　Dec 　Hex 　Character 　Dec 　Hex 　Character

　 80 　$50 　 P        　 96 　$60 　 `        　112 　$70 　  p

　 81 　$51 　 Q        　 97 　$61 　 a        　113 　$71 　  q

　 82 　$52 　 R        　 98 　$62 　 b        　114 　$72 　  r

　 83 　$53 　 S        　 99 　$63 　 c        　115 　$73 　  s

　 84 　$54 　 T        　100 　$64 　 d        　116 　$74 　  t

　 85 　$55 　 U        　101 　$65 　 e        　117 　$75 　  u

　 86 　$56 　 V        　102 　$66 　 f        　118 　$76 　  v

　 87 　$57 　 W        　103 　$67 　 g        　119 　$77 　  w

　 88 　$58 　 X        　104 　$68 　 h        　120 　$78 　  x

　 89 　$59 　 Y        　105 　$69 　 i        　121 　$79 　  y

　 90 　$5A 　 Z        　106 　$6A 　 j        　122 　$7A 　  z

　 91 　$5B 　 [        　107 　$6B 　 k        　123 　$7B 　  {

　 92 　$5C 　 \        　108 　$6C 　 l        　124 　$7C 　  |

　 93 　$5D 　 ]        　109 　$6D 　 m        　125 　$7D 　  }

　 94 　$5E 　 ^        　110 　$6E 　 n        　126 　$7E 　  ~

　 95 　$5F 　          　111 　$6F 　 o        　127 　$7F 　 DELETE

　10進　16進　文字　10進　16進　文字　10進　16進　文字　10進　16進　文字

　Dec 　Hex 　Cha 　Dec 　Hex 　Cha 　Dec 　Hex 　Cha 　Dec 　Hex 　Cha

　160 　$A0 　(SP)　176 　$B0 　 ｰ  　192 　$C0 　 ﾀ  　208 　$D0 　 ﾐ

　161 　$A1 　 ｡  　177 　$B1 　 ｱ  　193 　$C1 　 ﾁ  　209 　$D1 　 ﾑ

　162 　$A2 　 ｢  　178 　$B2 　 ｲ  　194 　$C2 　 ﾂ  　210 　$D2 　 ﾒ

　163 　$A3 　 ｣  　179 　$B3 　 ｳ  　195 　$C3 　 ﾃ  　211 　$D3 　 ﾓ

　164 　$A4 　 ､  　180 　$B4 　 ｴ  　196 　$C4 　 ﾄ  　212 　$D4 　 ﾔ

　165 　$A5 　 ･  　181 　$B5 　 ｵ  　197 　$C5 　 ﾅ  　213 　$D5 　 ﾕ

　166 　$A6 　 ｦ  　182 　$B6 　 ｶ  　198 　$C6 　 ﾆ  　214 　$D6 　 ﾖ

　167 　$A7 　 ｧ  　183 　$B7 　 ｷ  　199 　$C7 　 ﾇ  　215 　$D7 　 ﾗ

　168 　$A8 　 ｨ  　184 　$B8 　 ｸ  　200 　$C8 　 ﾈ  　216 　$D8 　 ﾘ

　169 　$A9 　 ｩ  　185 　$B9 　 ｹ  　201 　$C9 　 ﾉ  　217 　$D9 　 ﾙ

　170 　$AA 　 ｪ  　186 　$BA 　 ｺ  　202 　$CA 　 ﾊ  　218 　$DA 　 ﾚ

　171 　$AB 　 ｫ  　187 　$BB 　 ｻ  　203 　$CB 　 ﾋ  　219 　$DB 　 ﾛ



　172 　$AC 　 ｬ  　188 　$BC 　 ｼ  　204 　$CC 　 ﾌ  　220 　$DC 　 ﾜ

　173 　$AD 　 ｭ  　189 　$BD 　 ｽ  　205 　$CD 　 ﾍ  　221 　$DD 　 ﾝ

　174 　$AE 　 ｮ  　190 　$BE 　 ｾ  　206 　$CE 　 ﾎ  　222 　$DE 　 ﾞ

　175 　$AF 　 ｯ  　191 　$BF 　 ｿ  　207 　$CF 　 ﾏ  　223 　$DF 　 ﾟ

　    　    　    　    　    　    　    　    　    　255 　$FF 　DELETE
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※以下の説明はＫＡ９Ｑ Ｉｎｔｅｒｎｅｔソフトウェアパッケージのドキュメントに

　対しての追加補足説明とご理解ください。

　くわしくは、ＫＡ９Ｑが作ったＫＩＳＳコードを使用する該当ソフトウェアのドキュ

　メントを先にご参照ください。

　タスコ電機株式会社製のＴＮＣの内、Release 15-Nov-91以降のファームウェア（ＲＯ

　Ｍ）に内蔵のＫＩＳＳモードの動作は、以下のように変更されました。

　これらのＴＮＣでは、従来のタスコ電機製のＴＮＣでは、「DISP」コマンドで見るこ

　とができなかった「KISS」の［ON］／［OFF］の表示を、「DISP」実行時に「DISP H

　」コマンド実行時と同様に、［KISS　　OFF］と表示が出るようにいたしました。

（１）従来のＫＩＳＳモードの場合は、ＴＮＣの基本部分とは別に、独立したＫＩＳＳ

　　　コードとして、ＴＡＰＲのＴＮＣ２のＫＩＳＳコードをハードウェアに合わせる

　　　ための最小限の変更をおこなったものをＴＡＰＲのＲＯＭと同ようにＲＯＭの

　　　最後尾に追加していましたが、新しいＫＩＳＳモードでは、ＴＮＣのコマンドの

　　　一つとして、ファームウェアの処理の内部に組み込まれました。そのため、コマ

　　　ンド４（ＴＸＴＡＩＬ）以外のコマンドのデフォルトは「KISS」が［OFF］の通

　　　常モードのときの設定値になります。

　　　また、ＫＩＳＳモードのときに設定値を変えた場合、通常モードの設定値も変わ

　　　ります。

　　　(送信に関するコマンドは、「XMITOK」コマンドの機能を除き、通常モードで設

　　　定したパラメーターがそのまま、ＫＩＳＳモードでの動作にも影響を及ぼします)

      「KISS」が［ON］の場合に、動作に関係のあるコマンドは下記のものです。

8BITCONV ON     必ずＯＮに設定してください。

ABAUD    1200

AWLEN    8      必ず８に設定してください。

AXDELAY  0

AXHANG   0

MODE     1200

PARITY   0      必ず０に設定してください。

PASSALL  OFF 必ずＯＦＦに設定してください。

PERSIST  127

SLOTTIME 3

SOFTDCD  OFF

TXDELAY  50

※「PASSALL」コマンドは、必ず［OFF］に設定してから「KISS」を［ON］にし

　てください。

（２）ＫＩＳＳモードのときは自動的にハードウェアフロー制御をおこないます。

　　　この新しいＫＩＳＳモードは、従来とは異なり、ハードウェアによる完全な

　　　フロー制御をおこないますので、ご注意ください。

（３）コマンド５までは、オリジナルの動作と同じですが、コマンド６の機能が変更

　　　され、コマンド７に新たに機能が割当されました。

コマンド番号 機能(機能番号) 説明



 ０ Data frame コマンド番号に続く部分をデータとして送信

 １ TXDELAY 送信遅延時間

（「TXDELAY」コマンドと同じ）

０から１２０まで（単位は１０ｍＳ）

 ２ Persist パケットを送信する確率　（「PERSIST」コマンドと

同じ）　０から２５５まで

 ３ SlotTime 「PERSIST」の確率を使って送信可能かを判定する

間隔　（「SLOTTIME」コマンドと同じ）

０から２５０まで（単位は１０ｍＳ）

 ４ TXtail データを送り終ってからＰＴＴをＯＮしておく時間

０から２５０まで(default3)（単位は１０ｍＳ）

 ５ FullDuplex ０で半２重

　　　　　　　　　　　　　　　　（ＴＮＣ－５５５は半二重固定）

 ６ SetHardware 以下参照

　　　　　　　　 「MODE」コマンドや「HBAUD」コマンドがないＴＮ

Ｃでは、対応する機能は、無視されます。

０～５までは自動的に「HBAUD」の変更もおこない

ます。対応する内蔵モデムがないときは、外部モデ

ムに切り替わりますが、この場合の「HBAUD」の変

更は一時的なものです。

３２～７１までの中で、ＴＮＣのハードウエアで

　　　　　　　　　　　　　　　　実現できないものの他に、変更しても無意味なもの

　　　　　　　　　　　　　　　　も無視されます。

ここでは、ＴＮＣ－５５５で使用可能なモードを

明記します。

０ ＭＯＤＥ  １２００

５ ＭＯＤＥ  ９６００

６ ＭＯＤＥ　ＧＭＳＫ

７ ＭＯＤＥ　２４００

 ７ SOFTDCD ＢＩＴ０が０ならＯＦＦ、ＢＩＴ０が１ならＯＮ

ADAPTIVE ＢＩＴ１が０ならＯＦＦ、

ＢＩＴ１が１ならＯＮ

（「ADAPTIVE」コマンド参照）

 ２５５ Return (EXIT) ＫＩＳＳモードを解除しリスタートする

※ＫＩＳＳの仕様の詳細については、ＫＡ９Ｑ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔソフトウェア

　パッケージのドキュメントに書かれていますが、Ｋｉｓｓ ＴＮＣとコンピュータの

　データのやりとりの基本的約束事だけを簡単に説明いたします。本書説明以上の詳細

　なご質問はご容赦願います。詳細仕様は原文を参照ください。これはソフト技術者向

　けのデータですので専門用語を使います。御了承ください。

１．コマンド番号の上位４ビットは、最大１６のポートの切り替えに使用されます。

　　そのため、コマンド番号として使用できる最大番号は１５です。

　　コマンド番号16は、第二ポートのコマンド0に相当します。

　　(２ポート以上が同時に動作可能なＴＮＣ専用)



２．データの区切り（ＦＥＮＤ）

　　データの区切りとして$C0を用い、$C0と$C0の間をコマンドおよびデータとする。

　　区切りの$C0をＦＥＮＤと呼びます。(ＨＤＬＣのフラグ 7Ehと同じ考えで理解すれ

　　ば良い)

    例えばTXDELAYを 30に変更するには、１６進数で　C0h 01h 1Eh C0h と送れば良い

　　のです。

３．$C0自体をデータとして送る方法

  　$C0自体をデータとして送りたい場合は、$C0の１バイトの代わりに２バイトの

　　データを送ります。

　　$DB(FESC)と$DC(TFEND)を送ると、受け取った側は$C0として解釈します。

４．$DB(FESC)自体をデータとして送る方法

  　$DB自体をデータとして送りたい場合は、$DBの１バイトの代わりに２バイトの

　　データを送ります。

　　$DB(FESC)と$DD(TFESC)を送ると、受け取った側は$DBとして解釈します。

５．KISS モードから通常のモードに復帰するには・・（2539行説明文の一部再掲）

　　誤って、「KISS」を［0N］にして、「RESTART」コマンドを実行した

　　ＴＮＣの電源のＯＦＦ／ＯＮをした場合には、パソコンから、バイナリーコード

$C0、$FF、$C0

　　をＴＮＣに送るか、または、ハードリセットをおこなわなければ、通常のモードに

　　復帰することができません。

　　※ ハードリセットは、メッセージボードを含む、すべてのコマンドを初期設定に

　　　　戻します。

－eof－


